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表記・用語等について 

１ 略称・マーク 

⑴ 校種の略称

幼…幼稚園  小…小学校  中…中学校  高…高等学校

中等…中等教育学校 (前)…前期課程  (後)…後期課程

特支…特別支援学校  (幼)…幼稚部  (小)…小学部  (中)…中学部  (高)…高等部

県立学校…県立の高等学校・中等教育学校・特別支援学校の総称

県…県立学校

認定こども園…幼保連携型認定こども園

⑵ 用語の略称（令和５年度研修講座年間予定表）

初…初任者研修  新…新規採用教員研修 ２…フォローアップ研修（２年目） 

３…フォローアップ研修（３年目） Ⅰ…キャリアアップ研修Ⅰ  

Ⅱ…キャリアアップ研修Ⅱ Ⅲ…キャリアアップ研修Ⅲ 

中堅…幼稚園キャリアアップ研修 

共通…共通研修  教科…教科指導等研修  生徒指導…生徒指導等研修 

専…専門研修   養…養護教諭 栄…栄養教諭 幼…幼稚園教諭 

⑶ マーク

…本年度から新しく開講された研修 

…参照するページ 

２ 職名について 

講座の対象などに用いる職名の説明です。受講希望の際は特に御留意ください。 

３ ＰＤＦ版のページ移動について 

○目次のタイトルやページをクリックすると、そのページへジャンプします。

○各ページ下のページ番号をクリックすると、目次へジャンプします。

○☞マークをクリックするとその後に示したページなどへジャンプします。

教 員 
教頭、主幹教諭、教諭、助教諭、講師、養護教諭、栄養教諭 

養護助教諭、副園長、園長補佐、主幹保育教諭、保育教諭 

教職員 
上記の「教員」に校長、園長、学校栄養職員、実習助手、寄宿舎指

導員、事務職員が加わる。 

☞ 
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崇高な使命感の
下、自らの職責
を果たし、教員
としての基盤を
固める。

基盤形成期 意欲的な実践を
重ねることを通
して、教育のプ
ロとしての力量
を高める。

資質・能力向上期
ミドルリーダー
としての自覚と
責任を持ち、専
門性や指導力を
発揮する。

広い視野に立ち、
教育活動全般に
おいてリーダー
シップを発揮す
る。

資質・能力充実期

資質・能力発展期

子どもへの愛情
と教育に対する
熱意を持ち、教
職についての専
門的な知識を身
に付ける。

採用段階

教育に対する熱意と学び続ける向上心

豊かな人間性と崇高な使命感

教育のプロとしての力量の向上

リーダーシップの発揮

ミドルリーダーとしての自覚と責任

２ 愛媛県の教員に求められる資質・能力

愛媛県では、本指標の作成に当たり、教員に求められる資質・能力を、【人間力】【信頼構築力】【組
織力】【実践的指導力】の四つの観点から捉えた。これら四つの資質・能力は、教員のキャリアス
テージに応じて次のように往還的に求められる。

採用段階を経て、「基盤形成期」「資質・能力向上期」に当たる若年層教員には、子どもたちを魅
了する豊かな人間性と崇高な使命感等の【人間力】、人々に信頼される【信頼構築力】、組織の一員
として働く【組織力】、これらに支えられた教育のプロとしての【実践的指導力】が求められる。こ
れに加え、「資質・能力充実期」「資質・能力発展期」の中堅からベテラン教員には、チームワーク
を高める【組織力】や信頼関係を広げ深める【信頼構築力】が、さらに管理職には、全ての大人をも
魅了する豊かな人間性と崇高な使命感に基づく、より高い【人間力】が求められる。これらの資質・
能力は、教員のキャリアステージ全体を通して、学び続けることによって、身に付いていくものであ
り、そのためにも『学び続ける教員像の確立』が必要である。（上図参照）

人間力
（大人をも魅了する豊かな人間性と崇高な使命感）

信頼構築力

組織力

実践的指導力

授業力
（学級経営力/生徒指導力）

省察力

（信頼関係を広げ深める資質・能力）

（チームワークを高める資質・能力）

（教育のプロとしての資質・能力）

（組織の一員として働く資質・能力）

（人々に信頼される資質・能力）

（子どもたちを魅了する豊かな人間性と崇高な使命感）

若年層
教員

ベテラン/
中堅教員

管理職

採用段階

基盤形成期

資質・能力
向 上 期

資質・能力
充 実 期

Ⅰ 愛媛県における教員の資質・能力の向上について

資質・能力
発 展 期

１ 愛媛県の教員のキャリアステージ
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初任～ 10年～ 20年～

教員の使命や責任につ
いて理解する。

子どもたちへの深い愛
情を持つ。

子どもたちを魅了する豊
かな人間性を持つ。

地域の人々をも魅了する豊
かな人間性を持つ。

差別や偏見を見抜く、基礎
的な知識を身に付ける。

公共のマナーを踏まえ
て行動する。

社会人としてのマナーを
身に付ける。

高い識見や教養、経験
に基づいて判断する。

健康的な生活をする。

自分のよさと課題を正し
く理解しようとする。

日々の実践を振り返り、
課題を明確にし、その解
決に取り組む。

客観的に自分を見つめ
直し、今後のキャリアプ
ランを立てる。

教科等の専門知識と基
本的な指導方法を身に
付ける。

児童生徒の主体的・対
話的で深い学びの実現
に努める。

授業研究等により指導
技術の向上に努める。

高い専門性を身に付
け、中核となって授業実
践を重ねる。

不断の授業改善を行うとと
もに、自らの教科等指導力
の伝承に努める。

ICT活用に関する基礎
的な知識や基本的な技
能を身に付ける。

学級経営に関する基礎
的な知識を身に付ける。

児童生徒相互の好まし
い人間関係づくりを行
う。

児童生徒が高め合える
学級集団づくりを行う。

ミドルリーダーとして学
年全体の向上に向けた
取組を行う。

広い視野を持ち、全学
年を見通した学級経営
を推進する。

生徒指導や教育相談に
ついての基礎的な知識
を身に付ける。

児童生徒の発するサイ
ンを見逃すことなく対応
する。

児童生徒に寄り添い、
話をよく聞き、適切に対
応する。

児童生徒の課題を共有し、
チームとして問題の未然防
止や解決に当たる。

地域や関係機関と連携
し、学校全体の課題解決
に努める。

特別支援教育に関する
基礎的な知識を身に付
ける。

支援が必要な児童生徒
の特性を理解し、適切
に対応する。

特別支援教育の視点に
立った実践的指導力を
持つ。

愛媛の魅力と課題につ
いて理解する。

組織的な対応の重要性
を理解する。

組織の一員として、与え
られた役割を確実に果
たす。

自分にできることを考
え、積極的に実践する。

ミドルリーダーとしての
自覚と責任を持ち、職務
に当たる。

教育活動全般を推進
し、次世代の教員を育
成する。

学校安全の基本的な内
容を理解する。

様々な事案に迅速で適
切な対応をする。

危機管理体制を点検し、改
善への提言を行い、安全意
識の向上に努める。

感謝の心を持ち、相手
を大切にする。

気持ちのよい挨拶を交
わし、対話に努める。

相手の考えを柔軟に受
け止め、自分の考えを
分かりやすく伝える。

様々な立場の人々と積
極的につながり、人間
関係を広げる。

連絡・調整の中核とな
り、よりよい人間関係づ
くりを進める。

地域の自然・文化・歴
史・産業などについて理
解する。

地域との連携・協働の
必要性について理解す
る。

地域と連携・協働した教
育活動に、積極的に取
り組む。

地域の人材と情報を効
果的に活用して、教育
活動の充実に努める。

連携・協働した教育活
動の実践を通して、地域
と学校の課題の解決を
図る。

心身の健康

学校安全の意識・
危機管理能力

３　教員のキャリアステージにおける指標

学級経営力

生徒指導力・
教育相談力

多様な価値観を尊重し、常に人権感覚を磨くとともに、人権意識を高め続ける。
人権問題に対する正しい理解や認識を深め、問題解決への確固たる姿勢を確立する。

校務の情報化など、教育の情報化の推進に積極
的に参画する。

ICT機器を活用して主体的・対話的で深い学びの
実現に努める。

幅広い知識や教養を教育活動に生かす。

自分のよさや課題を正しく認識し、日々の教育活
動の改善に取り組む。

資質・能力
発展期

教科等
指導力

ＩＣＴ活用能力

学び続ける
向上心

資質・能力
充実期

豊かな
人間性

識見・教養

使命感・
倫理観

人権感覚・
人権意識

対人関係力

人材育成の視点から助言
や支援を行い、よりよい同
僚性の構築を促す。

支援が必要な児童生徒に組織的・計画的に対応
するなど、学校の中核として特別支援教育の推進
に努める。

えひめ人材
育成力

組織貢献力

協働性・
同僚性

ふるさと愛媛に誇りと愛着を持たせる教育の実現に努める。
国際的な視野を養うとともに、地域の課題に目を向け、愛媛の未来を拓く人材の育成に努める。

他者と協力して課題解
決に取り組む。

報告・連絡・相談を行
い、助力を得て課題を
解決する。

自他のよさを生かし、連
携して課題を解決する。

よりよい同僚性を築き、
ミドルリーダーとして課
題の解決に当たる。

省察力

特別支援教育
実践力

観
点

常に目標を持ち、その実現に向け、学び続ける。

使命感や責任感を持って教育活動に取り組む。
教育公務員として法令を遵守し、職務を遂行する。

自他のワーク・ライフ・バランスを図り、心身の健康の維持・増進に努める。

子どもたちや保護者、同僚を魅了する豊かな人
間性を持つ。人

間
力

採用段階 基盤形成期
資質・能力
向上期

信
頼
構
築
力

組
織
力

実
践
的
指
導
力

地域と連携・
協働する力

危険を予測し、未然防止に努める。
緊急時に適切な対応をする。

ステージ

キーワード
採用段階 基盤形成期

資質・能力

向上期

資質・能力

充実期

資質・能力

発展期

3



人々が是非とも達成したいと思える教育
ビジョンを設定し、地域の関連諸機関を
巻き込んだ教育戦略の立案・展開によっ
て、具現化する。

人材育成

組
織
力

信
頼
構
築
力

安心・公正

様々な専門・
支援スタッフの活用

学校の現状や教育ビジョン等を家庭や地
域等に分かりやすく発信し、「学校を核
とした地域づくり」を推進する。

学校・家庭・地域の協働活動を通して、
互いに助け合い支え合う関係を醸成し、
地域に信頼とつながりの輪を創り、広げ
る。

風通しのよい職場環境を構築すること
で、学校において生じるであろう危機を
予見・管理し、常に先を見通して迅速に
対応する。

チームワーク 教職員相互が支え合い、高め合う高度な
チームワークを持った組織を開発する。

信頼とつながり

危機の予見・管理

地域の活性化

教職員が安心して挑戦することができ、
努力した者が報われる、公正でやりがい
あふれる職場環境を醸成する。

様々な専門・支援スタッフの活用を視野
に入れた教職員組織を編成し、全ての教
職員がワーク・ライフ・バランスを充実
させながら活躍できる組織体制を築く。

求められる資質・能力キーワード

４　校長の指標

保護者、地域の大人をも魅了する豊かな
人間性を持ち、人々の幸福感を高める。

学び続ける向上心

使命感・倫理観

人
間
力

観
点

資
質・
能
力

人
間
力

豊かな人間性

人権感覚

識見・教養

豊かな人間性

教育者としての崇高な使命感と情熱を抱
き、奉仕的・献身的に職務を遂行する。使命感

心身の健康

人々の手本となる自己管理能力を持ち、
高い規範意識と責任感で学校内外の人々
を目標達成に導く。

学び成長し続けることの意義を、自らを
モデルとして教職員、保護者、地域に示
す。

責任感

実
践
的
指
導
力

学び成長し続けること

教育ビジョン

教育実践・学校経営に対する高い識見や
理念、情熱を持ち、高度な実践的指導力
を持った教職員の育成に努めるととも
に、個々の指導力を統合する。

信
頼
構
築
力

学級経営力

生徒指導力
教育相談力

特別支援教育力

特別支援教育力

組
織
力

対人関係能力

地域と連携
協働する力

実
践
的
指
導
力

協働性
同僚性

省察力

情報（ICT）

教科等指導力

組織貢献力

学校安全の意識・
危機管理能力

教
員
と
し
て
の
ス
テ
ー
ジ

管
理
職
と
し
て
の
ス
テ
ー
ジ

豊かな人間性

使命感

責任感

学び成長し続けること

人材育成

教育ビジョン

チームワーク

危機の予見・管理

安心・公正

様々な専門・支援スタッフの活用

信頼とつながり

地域の活性化

学び続ける向上心

使命感・倫理観

豊かな人間性

人権感覚・人権意識

識見・教養

心身の健康

省察力

教科等指導力

ICT活用能力

学級経営力

生徒指導力・

教育相談力

特別支援教育実践力

えひめ人材育成力

組織貢献力

学校安全の意識・

危機管理能力

協働性・同僚性

対人関係力

地域と連携・

協働する力
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初任～ 10年～

て

学校保健安全法におけ
る保健管理の位置付け
を理解する。

対人管理や対物管理を
適切に行う。

健康課題の解決に向け
て適切に対応する。

保健管理について、指
導的役割を果たす。

校内の保健安全の充実
に向け、積極的に学校
運営に参画する。

保健教育における養護
教 諭 の 役 割 を 理 解 す
る。

学級担任、教科担任等
と連携した保健教育を
行う。

ねらいを達成するため
に最適な方法で保健教
育を実施する。

保健教育を実践、評価、
改善し、効果的に推進
する。

教育課程の編成・実践・
評価を通して学校保健
計画を作成する。

学校保健安全法におけ
る健康相談の位置付け
を理解する。

児童生徒の発するサイ
ンを見逃すことなく対応
する。

発達段階や現代的な健
康課題などとの関連を
踏まえて健康相談を行
う。

校内の支援体制の充実
に努めるとともに、校内
外の関係者との連携を
図る。

心身の健康問題に関し
て、組織的な対応がで
きるよう、指導的役割を
果たす。

保健室経営における養
護教諭の役割を理解す
る。

学 校 教 育 目 標 を 理 解
し、計画的に保健室経
営を行う。

学校運営に積極的に参
画し、保健に関する教
育活動を活性化させる。

保健組織活動の意義を
理解する。

保健組織活動の企画運
営 に 積 極 的 に 取 り 組
む。

保健組織が主体的に活
動できるよう、内容の工
夫改善を図る。

教職員・保護者・関係機
関と連携・協働しながら
保健組織活動を推進す
る。

地域レベルで保健組織
活動を推進する。

初任～ 10年～

学校給食の役割を理解
する。

学校給食実施基準に基
づき、適切な献立を作
成する。

児童生徒等の実態に応
じた給食管理を行う。

栄養管理の内容を食に
関する指導に生かせる
よう教職員との連携を
図る。

栄養管理に関して、学
校や地域において指導
的役割を果たす。

学校給食衛生管理基準
について理解する。

調理従事者に対しての
衛生指導や、施設設備
の衛生点検を行う。

調理従事者に対して指
導助言を行うとともに、
施設設備の改善に努め
る。

調理従事者と連携し、
計画的に改善策を講じ
る。

衛生管理に関して、学
校や地域において指導
的役割を果たす。

食に関する指導の必要
性を理解する。

学級担任、教科担任等
と連携した、食に関する
指導を行う。

ねらいを達成するため
に最適な方法で食に関
する指導を実施するとと
もに、学校給食を生きた
教材として活用する。

食に関する指導を、実
践、評価、改善し、効果
的に推進する。

教科等のねらいを達成
す る た め の 指 導 内 容
や、評価の計画につい
て、専門的立場から指
導助言を行う。

個別的な相談指導の重
要 性 に つ い て 理 解 す
る。

食に関する健康課題を
有する児童生徒に対し
て適切に対応する。

発達段階や現代的な健
康課題などとの関連を
踏まえた個別的な相談
指導を行う。

校 内 の 支 援 体 制 を 整
え、校内外の関係者と
の連携を図る。

食に関する健康課題に
ついて、組織的な対応
ができるよう、指導的役
割を果たす。

保健室経営 保健室経営の充実を図り、学校教育目標の達成
に向け、組織的に工夫改善を行う。

５　養護教諭のキャリアステージにおける指標（実践的指導力）

観
点

20年～

採用段階 基盤形成期
資質・能力

向上期
資質・能力

充実期
資質・能力

発展期

20年～

採用段階 基盤形成期

給食の時間や
教科等の指導

保健組織活動

※養護教諭には教員のキャリアステージにおける指標に加え、養護教諭の専門性に基づき、
上記の実践的指導力が求められる。

６　栄養教諭のキャリアステージにおける指標（実践的指導力）

養
護
教
諭
の
専
門
性
に
基
づ
く
実
践
的
指
導
力

保健管理

保健教育

健康相談

個別的な
相談指導

※栄養教諭には教員のキャリアステージにおける指標に加え、栄養教諭の専門性に基づき、
上記の実践的指導力が求められる。

資質・能力
向上期

資質・能力
充実期

資質・能力
発展期

栄
養
教
諭
の
専
門
性
に
基
づ
く
実
践
的
指
導
力

学
校
給
食
の
管
理

栄養管理

衛生管理

食
に
関
す
る
指
導

観
点

ステージ

キーワード
採用段階 基盤形成期

資質・能力

向上期

資質・能力

充実期

資質・能力

発展期

ステージ

キーワード
採用段階 基盤形成期

資質・能力

向上期

資質・能力

充実期

資質・能力

発展期
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初任～ 10年～ 20年～

教員の使命や責任につ
いて理解する。

子どもたちへの深い愛
情を持つ。

子どもたちを魅了する豊
かな人間性を持つ。

地域の人々をも魅了する
豊かな人間性を持つ。

差別や偏見を見抜く、基
礎的な知識を身に付け
る。

公共のマナーを踏まえ
て行動する。

社会人としてのマナーを
身に付ける。

高い識見や教養、経験
に基づいて判断する。

健康的な生活をする。

自分のよさと課題を正し
く理解しようとする。

日々の実践を振り返り、
課題を明確にし、その解
決に取り組む。

客観的に自分を見つめ
直し、今後のキャリアプ
ランを立てる。

指導計画の立て方を理
解する。

ねらいを明確にし、見通し
を持った指導計画を立て
る。

園の実態に即した創意
工夫のある指導計画を
立てる。

子どもの発達を理解す
る。

子どもの観察を様々な視
点から行い、内面を理解
する。

子どもを理解し、総合
的に指導する力につい
て園全体の評価を行
う。

幼児教育と小学校教育
が連携する意義を理解
する。

「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を理解す
る。

小学校との円滑な接続
に向けた学びの見通し
を持ち実践する。

幼小の持ち味を生か
した連携について計画
を立てる。

幼小連携の推進に向
けて相互の理解と協力
を深める。

教育相談についての基
礎的な知識を身に付け
る。

子どもの発するサインを
見逃すことなく対応する。

子どもの課題を共有
し、チームとして、解決
に当たる。

保護者や地域の理解
と協力を得るために情
報発信に努める。

地域や関係機関と連携
し、園全体の課題解決
に努める。

特別支援教育に関する
基礎的な知識を身に付
ける。

支援が必要な幼児の特
性を理解し、適切に対応
する。

特別支援教育の視点
に立った実践的指導力
を持つ。

愛媛の魅力と課題につ
いて理解する。

組織的な対応の重要性
を理解する。

組織の一員として与えら
れた役割を確実に果た
す。

自分にできることを考
え、積極的に実践す
る。

ミドルリーダーとしての
自覚と責任を持ち、職
務に当たる。

教育活動全般を推進
し、次世代の教員を育
成する。

学校安全の基本的な内
容を理解する。

様々な事案に迅速で
適切な対応をする。

危機管理体制を点検
し、改善への提言を行
い、安全意識の向上に
努める。

感謝の心を持ち、相手を
大切にする。

気持ちのよい挨拶を交わ
し、対話に努める。

相手の考えを柔軟に受
け止め、自分の考えを
分かりやすく伝える。

様々な立場の人々と
積極的につながり、人
間関係を広げる。

連絡・調整の中核とな
り、よりよい人間関係づ
くりを進める。

地域の自然・文化・歴
史・産業などについて理
解する。

地域との連携・協働の必
要性について理解する。

地域と連携・協働した
教育活動に、積極的に
取り組む。

地域の人材と情報を
効果的に活用して、教
育活動の充実に努め
る。

連携・協働した教育活
動の実践を通して、地
域と園の課題の解決を
図る。

省察力

観
点

常に目標を持ち、その実現に向け、学び続ける。

使命感や責任感を持って教育活動に取り組む。
教育公務員として法令を遵守し、職務を遂行する。

自他のワーク・ライフ・バランスを図り、心身の健康の維持・増進に努める。

子どもたちや保護者、同僚を魅了する豊かな
人間性を持つ。人

間
力

豊かな
人間性

人権感覚・
人権意識

識見・教養

信
頼
構
築
力

組
織
力

実
践
的
指
導
力

報告・連絡・相談を行い、
助力を得て課題を解決す
る。

自他のよさを生かして
連携して課題を解決す
る。

地域と連携・
協働する力

採用段階 基盤形成期

使命感・
倫理観

協働性・
同僚性

心身の健康

PDCAサイクルを実践しながら、子どもの実態
に即した指導計画を立てる。

子どもの内面を理解した上で、遊びを通して総
合的に指導する力を身に付ける。

支援が必要な幼児に組織的・計画的に対応す
るなど、園の中核として特別支援教育の推進
に努める。

えひめ人材
育成力

対人関係力

人材育成の視点から助
言や支援を行い、より
よい同僚性の構築を促
す。

ふるさと愛媛に誇りと愛着を持たせる教育の実現に努める。
国際的な視野を養うとともに、地域の課題に目を向け、愛媛の未来を拓く人材の育成に努める。

よりよい同僚性を築
き、ミドルリーダーとし
て課題の解決に当た
る。

他者と協力して課題の
解決に取り組む。

７　幼稚園教員のキャリアステージにおける指標（例示）

資質・能力
発展期

管
理
職
と
し
て
の
ス
テ
ー

ジ

教育・保育
構想力

幼児理解力
総合的指導力

幼小連携
推進力

教育相談力
子育て支援力

多様な価値観を尊重し、常に人権感覚を磨くとともに、人権意識を高め続ける。
人権問題に対する正しい理解や認識を深め、問題解決への確固たる姿勢を確立する。

幅広い知識や教養を教育活動に生かす。

自分のよさや課題を正しく認識し、日々の教育
活動の改善に取り組む。

学び続ける
向上心

特別支援教育
実践力

組織貢献力

学校安全の意識・
危機管理能力

危険を予測し、未然防止に努める。
緊急時に適切な対応をする。

ステージ

キーワード
採用段階 基盤形成期

資質・能力

発展期

資質・能力

向上期

資質・能力

充実期

管理職としての

ステージ

・高い規範意識と

責任感を持つ。

・崇高な使命感と

情熱を持つ。

・大人をも魅了す

る豊かな人間性

を持つ。

・自己管理能力を

持つ。

・目標達成に導く

力を持ち、学び

成長し続ける。

・教育ビジョンを

設定し、具現化

する。

・保育実践及び園

経営に対する高

い識見や理念を

持つ。

・高度な実践的指

導力を持った教

職員の育成に努

める。

・高度なチーム
ワークを持った
組織を構築する。

・危機を予見・管
理し、未然防止
に努める。

・安心・公正でや
りがいのあふれ
る職場環境を醸
成する。

・様々な人材の活

用を視野に入れ

た教職員組織を

編成する。

・教育ビジョンを

家庭や地域等に

分かりやすく発

信する。

・地域に信頼とつ

ながりの輪を創

り広げる。
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【一覧表の見方について】

８　指標に基づく主な教員研修一覧表

【一覧表の表記の略称について】

○対象とするキャリアステージについて

採用段階：「採用」、基盤形成期：「形成期」、資質・能力向上期：「向上期」

資質・能力充実期：「充実期」、資質・能力発展期：「発展期」

○主管課について

社会教育課：「社」、保健体育課：「保」、義務教育課：「義」、高校教育課：「高」

人権教育課：「人」、特別支援教育課：「特」、総合教育センター：「セ」

※キャリアステージの詳細、各キーワードにおけるキャリアステージごとの

指標の内容等については、「教員のキャリアステージにおける指標」等を

御覧ください。

各指標のキーワードに対応した研修名（管理職研修、事務職員研修は除く）を記

載しています。

※研修によっては、複数のキーワードに記載しているものもあります。

各研修が対象とする主なキャリアステージに〇を付けています。

※対象とする主なキャリアステージは、各研修の受講要件ではありません。

○この一覧表は、愛媛県の教員のキャリアステージにおける指標と愛媛県教育

委員会が実施する主な研修との関係を表したものです。

○各研修が、どのキャリアステージを主な対象にしているか、各研修が、どの

ような資質・能力の向上を図ることをねらいとしているかを表しています。

○自らのキャリアステージに応じて身に付けたい資質・能力に合った研修講座

を見付けることなど、今後の研修計画を立てる上で活用してください。
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指標に基づく主な教員研修一覧表

指標の 指　標　の

期日

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小中・学級経営】魅力のある学級経営の在り方 8/30 ○ ○ セ

主幹教諭及び新任教務主任研修会 5/25 ○ 義

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

豊かな人間性 課題別研修【小中県・省令主任等】ミドルリーダー研修 8/1 ○ ○ セ

人権・同和教育主任研修会 中6/7,南9,東14 ○ ○ ○ 人

人権・同和教育推進主任研修会 ①4/12②未定 ○ ○ 人

高等学校等人権・同和教育研修会
東4/26,南27,

中5/1 ○ ○ ○ ○ 人

愛媛県人権・同和教育研究大会 11/7 ○ ○ ○ ○ 人

地区別人権・同和教育研究協議会
南10/12,東24,

中31 ○ ○ ○ ○ 人

課題別研修【小中・人権・同和教育】実践力の育成につながる人権・同和教育の在り方 8/23 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・人権・同和教育】実践力の向上につながる人権・同和教育の在り方 8/21 ○ ○ ○ セ

識見・教養 えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

省察力 えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

体育・保健体育実技指導研修会 ８月 ○ ○ ○ 保

武道・ダンス授業づくり研究会 10～12月 ○ ○ ○ 保

武道・ダンス等指導研修会 8/29 ○ ○ ○ 保

小学校体育専科による授業研究会 10～12月 ○ ○ ○ 保

子どもの体力向上指導者実技研修会 1月 ○ ○ ○ 保

がん教育指導者研修会 11～12月 ○ ○ ○ 保

外国語指導助手の指導力等向上研修 8/1,2,4 ○ ○ 高

免許外教科担任教員研修会 ５～８月 ○ ○ 義

愛媛県小中学校教育課程理解促進研修 ８月 ○ ○ ○ ○ 義

英語授業力ブラッシュアップ研究協議会 東5/19,8/17

中5/29,8/7南6/13,8/9 ○ ○ ○ 義

愛媛県高等学校教育課程研究集会 8/1,2,4 ○ ○ ○ ○ 高

特別支援教育教育課程研究協議会 8/17,18,22 ○ ○ ○ 特

特別支援教育２年目強化研修 6/14,26,27 ○ 特

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

専門研修【小中・道徳】道徳科授業力向上講座 9/12,13 ○ ○ ○ セ

専門研修【県立・理科】専門性を高める物理領域 6/23 ○ ○ ○ セ

専門研修【県立・理科】専門性を高める化学領域 6/23 ○ ○ ○ セ

専門研修【県立・理科】専門性を高める生物領域 6/22 ○ ○ ○ セ

専門研修【県立・理科】専門性を高める地学領域 6/22 ○ ○ ○ セ

課題別研修【授業改善】学習評価の在り方 7/12 ○ ○ ○ セ

課題別研修【中・国語】学習指導要領を踏まえた授業づくり 10/20 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・国語】学習指導要領を踏まえた授業づくり 10/6 ○ ○ ○ セ

課題別研修【学校図書館】児童生徒の学びを支援する学校図書館の在り方 10/31 ○ ○ ○ セ

課題別研修【社会、地歴・公民】地域素材を活用した授業づくり 10/10 ○ ○ ○ セ

課題別研修【社会、地歴・公民】地理的な見方・考え方を踏まえた授業づくりの基礎 7/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【中・数学】学習指導要領を踏まえた授業づくり 10/6 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・数学】学習指導要領を踏まえた授業づくり 10/11 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・理科】３年生における観察、実験の基礎 8/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・理科】４年生における観察、実験の基礎 8/29 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・理科】５年生における観察、実験のスキルアップ 7/26 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・理科】６年生における観察、実験のスキルアップ 7/27 ○ ○ ○ セ

実
践
的
指
導
力

教科等指導力

形
成
期

向
上
期

心身の健康

使命感・倫理観

観　点
採
用

人
間
力

人権感覚・人権意識

学び続ける向上心

充
実
期

発
展
期

主
管
課

研　　修　　名
キーワード

対象とする主な

キャリアステージ
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指標に基づく主な教員研修一覧表

指標の 指　標　の

期日

課題別研修【中・理科】エネルギー、粒子領域の指導スキルアップ 7/12 ○ ○ ○ セ

課題別研修【中・理科】生命、地球領域の指導スキルアップ 7/12 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・数・理】課題研究指導の基礎 7/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・生活】気付きの質を高める授業づくり 10/19 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・図画工作】学習指導要領を踏まえた図画工作の授業づくり 10/27 ○ ○ ○ セ

課題別研修【中・音楽、県立・芸術】学習指導要領を踏まえた音楽の授業づくり 11/21 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・体育】学習指導要領を踏まえた授業づくり 7/13 ○ ○ セ

課題別研修【中県・保健体育】学習指導要領を踏まえた授業づくり 9/29 ○ ○ セ

課題別研修【中・技・家（技術）】技術の見方・考え方を働かせる学習指導の在り方 11/22 ○ ○ ○ セ

課題別研修【中・技・家（家庭）】人とよりよく関わる力を育む保育の授業づくり 10/12 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・家庭】生徒の主体的な学びを促す家庭科の授業づくり 10/3 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・外国語】小学校における外国語教育の基礎・基本 9/29 ○ ○ セ

課題別研修【小中・外国語】学びのつながりを意識した外国語活動・外国語科の授業づくり 10/4 ○ ○ ○ セ

課題別研修【中・英語】学びの質の向上を目指した授業づくり 10/11 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・英語】学びの質の向上を目指した授業づくり 10/11 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小中・道徳】「考え、議論する道徳」の実現に向けて 2/21 ○ ○ セ

課題別研修【小中・道徳】道徳科の授業の充実を図るために 12～１月・配信 ○ ○ セ

課題別研修【小中・総合】「主体的・対話的で深い学び」を実現する総合的な学習の時間 10/31 ○ ○ ○ セ

課題別研修【特別活動】小・中学校における特別活動の在り方 10/4 ○ ○ ○ セ

課題別研修【日本語指導】多文化共生の視点からの外国人児童生徒等教育 11/29 ○ ○ ○ セ

課題別研修【環境教育】学校における環境教育 7/14 ○ ○ ○ セ

課題別研修【食育】子どもの健康を育む食に関する指導のために 8/29 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小中・人権・同和教育】実践力の育成につながる人権・同和教育の在り方 8/23 ○ ○ ○ セ

課題別研修【県立・人権・同和教育】実践力の向上につながる人権・同和教育の在り方 8/21 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小・情報】小学校プログラミング教育の授業づくり 8/30,10/19 ○ ○ セ

課題別研修【県立・情報】「情報Ⅰ」の授業づくり 7/28 ○ ○ セ

課題別研修【県立・情報】オンデマンド教材による「情報Ⅰ」の授業づくり 10～３月・配信 ○ ○ セ

課題別研修【情報】子どもを守るためのネット問題対策の在り方 8/29 ○ ○ セ

課題別研修【情報】クラウドサービス活用－Microsoft365－（基礎編・応用編） 8/24,10/25 ○ ○ セ

課題別研修【情報】クラウドサービス活用－Google Workspace for Education－(基礎編・応用編) 8/7,10/31 ○ ○ セ

課題別研修【情報】iPadや授業支援アプリの基本的な活用 7/26,10/17 ○ ○ セ

課題別研修【情報】知っておきたい！動画編集の基礎知識 8/22,10/11 ○ ○ セ

課題別研修【情報】CBTシステム（EILS）の基本的な活用 7/27,12/6 ○ ○ セ

課題別研修【情報】学校における著作権 10/5 ○ ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】主体的・対話的な学びに向けた実技研修 7/31 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】通常の学級における特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり 7/27 ○ ○ セ

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

専門研修【県立・情報】情報セキュリティ研修 5/17 ○ セ

課題別研修【小・情報】小学校プログラミング教育の授業づくり 8/30,10/19 ○ ○ セ

課題別研修【県立・情報】「情報Ⅰ」の授業づくり 7/28 ○ ○ セ

課題別研修【県立・情報】オンデマンド教材による「情報Ⅰ」の授業づくり 10～３月・配信 ○ ○ セ

課題別研修【情報】子どもを守るためのネット問題対策の在り方 8/29 ○ ○ セ

課題別研修【情報】クラウドサービス活用－Microsoft365－（基礎編・応用編） 8/24,10/25 ○ ○ セ

課題別研修【情報】クラウドサービス活用－Google Workspace for Education－（基礎編・応用編） 8/7,10/31 ○ ○ セ

課題別研修【情報】iPadや授業支援アプリの基本的な活用 7/26,10/17 ○ ○ セ

課題別研修【情報】知っておきたい！動画編集の基礎知識 8/22,10/11 ○ ○ セ

課題別研修【情報】CBTシステム（EILS）の基本的な活用 7/27,12/6 ○ ○ セ

課題別研修【情報】校務に役立つ文書作成や表計算の便利技（基礎編・応用編） 11/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【情報】学校における著作権 10/5 ○ ○ ○ ○ セ

ICT活用能力

観　点 キーワード

教科等指導力

実
践
的
指
導
力

採
用

形
成
期

向
上
期

充
実
期

研　　修　　名

対象とする主な

主
管
課

キャリアステージ

発
展
期
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指標に基づく主な教員研修一覧表

指標の 指　標　の

期日

特別支援教育新担任者基礎研修 4/25,1/17 ○ 特

愛媛県教育委員会免許法認定講習 ８月 ○ ○ ○ ○ 特

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

課題別研修【特別活動】小・中学校における特別活動の在り方 10/4 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小中・学級経営】魅力のある学級経営の在り方 8/30 ○ ○ セ

課題別研修【生徒指導】いじめの未然防止と早期対応 8/2 ○ ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【難聴コース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【病弱・身体虚弱コース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【知的障がいコース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【自閉症・情緒障がいコース】 8/22 ○ ○ セ

健康教育研修会 12～１月 ○ ○ ○ ○ 保

小中学校生徒指導主事研修会 東5/17,
中6/15,南5/9 ○ 義

県立学校生徒指導連絡協議会 10/7 ○ 高

県立学校生徒指導主事連絡協議会 4/14 ○ 高

愛媛県いじめ防止対策指導者研修会 2/8 ○ ○ ○ 人

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

課題別研修【特別活動】小・中学校における特別活動の在り方 10/4 ○ ○ ○ セ

課題別研修【小中・学級経営】魅力のある学級経営の在り方 8/30 ○ ○ セ

課題別研修【生徒指導】いじめの未然防止と早期対応 8/2 ○ ○ ○ セ

課題別研修【生徒指導】怒りの理解とコントロール（アンガーマネジメント） 10/25 ○ ○ ○ セ

課題別研修【生徒指導】不登校児童生徒の支援 10/18 ○ ○ ○ セ

課題別研修【生徒指導】生徒指導上の諸課題における学校と関係機関との連携 11/22 ○ ○ ○ セ

課題別研修【教育相談】子どもの心に寄り添う教育相談スキルアップ 11/15 ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】学びをつなぐ連携・協働の在り方 8/18 ○ ○ ○ セ

特別支援教育新担任者基礎研修 4/25,1/17 ○ 特

特別支援教育２年目強化研修 6/14,26,27 ○ 特

特別支援教育コーディネーター研修会 5/22,23,26 ○ 特

高等学校における特別支援教育推進研修 11/17 ○ ○ 特

特別支援教育教育課程研究協議会 8/17,18,22 ○ ○ ○ 特

愛媛県教育委員会免許法認定講習 ８月 ○ ○ ○ ○ 特

えひめ教師塾 ５～６月 ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】深い学びに向かう支援の在り方 8/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】通常の学級における特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり 7/27 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】障がい特性の理解と支援の在り方 7/26 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【難聴コース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【病弱・身体虚弱コース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【知的障がいコース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【自閉症・情緒障がいコース】 8/22 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】通級による指導担当者スキルアップ 8/8 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援教育コーディネータースキルアップ 8/9,12/26 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】校園内で生かす個別の指導計画 8/29 ○ ○ セ

運動部活動指導者研修会 １月 ○ ○ ○ ○ 保

新任進路指導主事研修会 5/11 ○ 義

課題別研修【キャリア教育】これからのキャリア教育 8/29 ○ ○ セ

えひめ人材育成力

実
践
的
指
導
力

向
上
期

充
実
期

生徒指導力・
教育相談力

観　点 キーワード
採
用

形
成
期

学級経営力

特別支援教育
実践力

研　　修　　名

対象とする主な

主
管
課

キャリアステージ

発
展
期
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指標に基づく主な教員研修一覧表

指標の 指　標　の

期日

主幹教諭及び新任教務主任研修会 5/25 ○ 義

愛媛県小中学校教育課程理解促進研修 ８月 ○ ○ ○ ○ 義

県立学校教務主任研究協議会 5/10 ○ 高

県立学校新任教務主任研究協議会 5/11 ○ 高

県立学校生徒指導連絡協議会 10/7 ○ 高

県立学校生徒指導主事連絡協議会 4/14 ○ 高

進路指導主事研究協議会 5/25 ○ 高

愛媛県高等学校教育課程研究集会 8/1,2,4 ○ ○ ○ ○ 高

特別支援教育コーディネーター研修会 5/22,23,26 ○ 特

高等学校における特別支援教育推進研修 11/17 ○ ○ 特

課題別研修【小中県・省令主任等】ミドルリーダー研修 8/1 ○ ○ セ

課題別研修【研修主任】教員の資質・能力を高める校内研修の在り方 1/12 ○ ○ セ

課題別研修【小中県・カリキュラム・マネジメント】地域と連携した魅力ある学校づくり 10/13 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援教育コーディネータースキルアップ 8/9,12/26 ○ ○ セ

総合危機管理等研修会 ５～６月 ○ ○ ○ ○ 保

教職員防災管理研修会 10～11月 ○ ○ ○ ○ 保

専門研修【県立・情報】情報セキュリティ研修 5/17 ○ セ

課題別研修【防災教育】防災の基礎知識と防災意識を高める取組 8/30 ○ ○ セ

課題別研修【小中県・省令主任等】ミドルリーダー研修 8/1 ○ ○ セ

課題別研修【研修主任】教員の資質・能力を高める校内研修の在り方 1/12 ○ ○ セ

対人関係力 課題別研修【生徒指導】怒りの理解とコントロール（アンガーマネジメント） 10/25 ○ ○ ○ セ

愛顔でつなぐ“学校・家庭・地域”の集い ８～９月 ○ ○ ○ ○ ○ 社

社会教育主事講習【Ｂ】 １～２月 ○ ○ ○ 社

地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体的な推進研修会 ７～８月 ○ ○ ○ 社

放課後子ども教室・えひめ未来塾指導者研修会 ５〜６月 ○ ○ 社

新・放課後子ども総合プラン指導者研修会 11～２月 ○ ○ 社

教育サポート企業フェスタ ８～10月 ○ ○ 社

家庭教育支援研修会(「早寝・早起き・朝ごはん」フォーラムと兼ねる） ９～11月 ○ ○ 社

公民館活動活性化ステップアップセミナー ６～７月 ○ ○ 社

課題別研修【小中県・カリキュラム・マネジメント】地域と連携した魅力ある学校づくり 10/13 ○ ○ セ

課題別研修【環境教育】学校における環境教育 7/14 ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】学びをつなぐ連携・協働の在り方 8/18 ○ ○ ○ セ

学校安全の意識・
危機管理能力

協働性・同僚性

観　点 キーワード
採
用

組
織
力

信
頼
構
築
力

地域と連携・
協働する力

組織貢献力

形
成
期

向
上
期

充
実
期

研　　修　　名

対象とする主な

主
管
課

キャリアステージ
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指標に基づく主な教員研修一覧表（養護教諭・栄養教諭）

指　標　の

期日
キーワード

課題別研修【養護教諭】養護教諭ステップアップ研修 7/26 ○ ○ ○ セ

課題別研修【養護教諭】養護教諭実践力向上講座 12/8 ○ ○ ○ セ

健康相談 課題別研修【養護教諭】養護教諭実践力向上講座 12/8 ○ ○ ○ セ

保健室経営

保健組織活動

栄養管理

衛生管理

県立学校栄養教諭・学校栄養職員研修会 ９～11月 ○ ○ ○ ○ 保

個別的な相談指導 課題別研修【栄養教諭】栄養教諭実践力向上講座 12/8 ○ ○ ○ セ

給食の時間や
教科等の指導

保健教育

指標の

観　点

養
護
教
諭
の
専
門
性
に

基
づ
く
実
践
的
指
導
力

学
校
給
食

の
管
理
1

栄

養

教

諭

の

専

門

性

に

基

づ

く

実

践

的

指

導

力

食
に
関
す

る
指
導

保健管理

研　　修　　名

対象とする主な

主
管
課

キャリアステージ

採
用

形
成
期

向
上
期

充
実
期

発
展
期
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指標に基づく主な教員研修一覧表（幼稚園教諭）　 ※ 指標については例示である

指標の 指　標　の

期日

学び続ける向上心

使命感・倫理観

豊かな人間性

愛媛県人権・同和教育研究大会 11/7 ○ ○ ○ ○ 人

地区別人権・同和教育研究協議会
南10/12,東24,中

31 ○ ○ ○ ○ 人

識見・教養

心身の健康

省察力

教育・保育構想力

課題別研修【食育】子どもの健康を育む食に関する指導のために 8/29 ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】主体的・対話的な学びに向けた実技研修 7/31 ○ ○ セ

課題別研修【情報】知っておきたい！動画編集の基礎知識 8/22,10/11 ○ ○ セ

課題別研修【情報】校務に役立つ文書作成や表計算の便利技(基礎編・応用編) 11/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【情報】学校における著作権 10/5 ○ ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】学びをつなぐ連携・協働の在り方 8/18 ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】学びをつなぐ連携・協働の在り方 8/18 ○ ○ ○ セ

課題別研修【教育相談】子どもの心に寄り添う教育相談スキルアップ 11/15 ○ ○ セ

特別支援教育コーディネーター研修会 5/22,23,26 ○ 特

課題別研修【幼児教育】深い学びに向かう支援の在り方 8/7 ○ ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】障がい特性の理解と支援の在り方 7/26 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】特別支援教育コーディネータースキルアップ 8/9,12/26 ○ ○ セ

課題別研修【特別支援教育】校園内で生かす個別の指導計画 8/29 ○ ○ セ

えひめ人材育成力

組織貢献力 課題別研修【特別支援教育】特別支援教育コーディネータースキルアップ 8/9,12/26 ○ ○ セ

学校安全の意識・危機管理能力 課題別研修【防災教育】防災の基礎知識と防災意識を高める取組 8/30 ○ ○ セ

対人関係力

愛顔でつなぐ“学校・家庭・地域”の集い ８～９月 ○ ○ ○ ○ ○ 社

地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体的な推進研修会 ７～８月 ○ ○ ○ 社

課題別研修【環境教育】学校における環境教育 7/14 ○ ○ ○ セ

課題別研修【幼児教育】学びをつなぐ連携・協働の在り方 8/18 ○ ○ ○ セ

組
織
力

協働性・同僚性

信
頼
構
築
力

地域と連携・
協働する力

教育相談力
子育て支援力

幼小連携推進力

実
践
的
指
導
力

特別支援教育
実践力

幼児理解力
総合的指導力

人
間
力 人権感覚・人権意識

観　点
採
用

形
成
期

向
上
期

充
実
期

発
展
期

研　　修　　名

対象とする主な

主
管
課

キャリアステージ

キーワード
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教職経験 

初任 10年 20年  30年 40年 

え ひ め 
教 師 塾 
養成・採⽤・ 
研修をつなぐ 
研修 
基 礎 研 修 

経験年数に応 
じ た研修  

専 ⾨ 研 修 

専⾨的・特定 
分野の研修 

課 題 別 研 修 

教育課題への 
対応と職務実 
践⼒の向上を 
図る研修 

 

  

⽀ 援 研 修 

教職員の主体
的な研修を⽀
援する研修 

派 遣 研 修 

⼀定期間、派 
遣された者を 
対象として実 
施する研修 

 

採
用
段
階

Ⅱ 研 修 の 概 要 

 

初
任 
者 
研 
修 

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

研
修
Ⅲ 

教員としての資質の向上と指導⼒の
強化を図るための、⼀般教養研修及び
専攻研修による⻑期研修と、⾃然科学
教育の研究と実践による短期研修 

初任者研修 

基 盤 
形成期 

短期研修講座 

資質・能⼒ 
向 上 期 

⻑期研修講座 

資質・能⼒ 
充 実 期 

中堅教諭等資質向上研修 

資質・能⼒発展期 

えひめ教師塾

教職経験10年⽬までの教諭や講師等と本県教員志望の学⽣を対象とし
た、指導技術の向上を図るための研修（休⽇に実施） 

１ 令和５年度総合教育センター研修体系

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

研
修
Ⅰ 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

研
修
Ⅱ 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

 

研
修 

①学校運営講座 ②教科指導⼒向上講座 ③道徳・総合・特活講座
④テーマ別研修講座 ➄⼈権・同和教育講座 ⑥情報教育講座
⑦⽣徒指導・教育相談講座 ⑧幼児教育講座 ⑨特別⽀援教育講座
⑩養護・栄養講座

「学校経営」 「理科」 「情報教育」 「道徳」 

専 ⾨ 研 修 

課 題 別 研 修 

出 前 講 座 

①学校運営 ②各教科等 ③⼈権・同和教育
④情報教育 ➄⽣徒指導・教育相談 ⑥幼児教育
⑦特別⽀援教育 ⑧保健室経営

総合教育センター指導主事が学校等に出向いて⾏う講座 

14



名 称 内  容 参加形態

基 礎 研 修 

（☞p.26）

法で定められた研修 

基礎的資質や知識・技能の習得、実践的指導力の向上を図ります。

初任者研修・新規採用教員研修、中堅教諭等資質向上研修といった

経験年数に応じた研修です。対象となる教員が全員受講します。

悉皆
しっかい

専 門 研 修 

（☞p.36）

専門的・特定分野に関する研修（12 講座） 

総合教育センターの特色を生かした特定分野における専門性を高

める研修です。

指名

希望

課 題別研修 

（☞p.41）

多くの教育課題への対応と様々な職務実践力の向上を図るため

の研修（10 分野 73 講座） 

目的や必要性などに応じて、希望する講座に申し込んで受講する

ことができます。定員を超えた場合は、受講できないことがありま

す。

希望

支
援
研
修

出前講座 

（☞p.66）

教職員の主体的な研修を支援するための研修 

学校等からの要望に応じて、総合教育センター指導主事が学校等

へ出向いて行う研修です。

希望

派
遣
研
修

長期研修 

（☞p.80）

愛媛県教育委員会から指名された教員が、研究と実践のため

に、１年間、総合教育センターで研修します。

指名

短期研修 

（☞p.80）

県立学校理科担当教員が、自然科学教育の研究と実践のため

に、10～20 日間、総合教育センターで研修します。

えひめ教師塾 

（☞p.80）

教職経験10年目までの教諭や講師等と本県教員志望の学生を対

象とした研修 

教職に対する情熱・使命感を高めるとともに、教師としての実践

的指導力の向上を図る研修です。

希望

○参加形態について

悉皆…対象となる全員が受講し、必ず修了しなければならない研修

該当者調査により受講者が確定します。 

指名…職種、学校種や経験年数などにより、受講者を指名して行う研修 

該当者の在籍する学校には別途通知します。氏名等の報告が必要な場合もあります。 

希望…受講希望者を募集して行い、申込みが必要な研修 

研修の種類によって申込みの方法が異なるため、後述する各研修の申込みの手続に 

従って申し込んでください。 

２ 各研修の紹介
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研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励について

３ 研修の進め方 

研修の申込みを２回に拡大 

令和５年度からの、校長等による、研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励が円滑

に実施できるよう、研修の申込みの機会を年間２回設けます。 

１回目の申込み期間は４～５月中旬（小・中学校）、４～６月上旬（県立学校）で、

通年の講座を申し込むことができます。 

２回目の申込み期間は７月21日～８月下旬（小・中学校）、７月21日～９月上旬（県

立学校）で、10月以降の講座を申し込むことができます。１回目の申込みで定員となっ

た講座は、原則、２回目の募集は行いません。 

 なお、キャリアアップ研修Ⅱ、Ⅲの選択研修の申込み期間は、１回目の申込み期間と

同じ時期のみですので、御注意ください。 

 また、年間を通じて受講できるよう、10月以降に実施する研修講座の割合を例年より

も増やしていますので、御確認ください。 

研修の機会の確保について 

校長等は、所属教員の研修に関して、愛媛県教育委員会が策定する『愛媛

県のキャリアステージにおける指標』及び教員研修計画を踏まえるとともに、

期首面談・期末面談等において、教員ごとの研修等に関する受講記録を活用

しながら、資質の向上に関する指導助言等を行うものとする。 

管理職による受講奨励は、子どもたちのためのよりよい学校づくりに向け、各先生

方の資質・能力の向上に資する研修計画をより明確にするために行われます。 

管理職との期首面談等において、研修履歴を活用した、教職員としての資質・能力

の向上に関する指導や助言が行われます。先生方は、その内容や勤務校における役割

等を踏まえながら、自身の強みや弱みを分析し、今後、伸ばすべき資質・能力は何か

考え、今後の研修計画を立ててください。 

愛媛大学と連携した希望研修の新設 

研修の高度化に向けて、令和５年度は、愛媛大学が、センターと連携した発展的な

講座を新設する予定です。詳細が決まりしだい、各学校に連絡いたします。 
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基礎研修

専門研修は、「学校経営」や「理科」等、専門的・特定分野に関する研修です。一部

の専門研修は、希望研修として申し込むことができます。 

教育課題への対応と職務実践力の向上を図る課題別研修は、希望研修として10分野73

講座を開設しています。課題別研修において、オンラインのみで実施する研修は14講座、

オンラインと集合を組み合わせて実施する課題別研修は19講座となります。講座内容の

紹介（pp.36～65）の実施日の下に、オンデマンド・ライブ・集合の実施形態と日数を

示しています。専門研修と課題別研修の講座受講の申込みは、愛媛県教職員研修管理シ

ステムから行います。

専門研修・課題別研修 

系統的な研修の実施 

基礎的資質や知識・技能の習得、実践的指導力の向上を図る研修として経験年数等に

応じて、初任者研修・新規採用教員研修、中堅教諭等資質向上研修を実施します。初任

者研修では、１年目の研修に加えて、選択講座や研究会・研修会等への参加を通して、

実践的指導力や教員の資質・能力の向上を図ることを目的としたフォローアップ研修を

行います。中堅教諭等資質向上研修では、教諭等のキャリアステージに応じて、中堅教

諭等としての資質を高めることを目的としたキャリアアップ研修Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを行います。 

キャリアアップ研修Ⅱ、Ⅲの選択研修について

中堅教諭等資質向上研修として実施するキャリアアップ研修Ⅱ、Ⅲでは、教諭は選択

研修として課題別研修の中から３講座を選択します。養護教諭・栄養教諭は、キャリア

アップ研修Ⅱで２講座、キャリアアップ研修Ⅲで１講座を選択します。講座の申込みは、

愛媛県教職員研修管理システムから行います。 

なお、本センターが指定した研修の受講者、免許更新講習を受けた者、特定の資格を

有する者等には、一部受講の免除があります。免除措置の申請等詳細は別途通知します。 
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(1) 基礎研修（☞p.26）

研　　修　　名 日数 頁

幼稚園等新規採用教員研修 ９

幼稚園キャリアアップ研修 ７

小学校初任者研修 15

小学校フォローアップ研修（２年目） ４

小学校フォローアップ研修（３年目） ４

小学校キャリアアップ研修Ⅰ ６

小学校キャリアアップ研修Ⅱ 13

小学校キャリアアップ研修Ⅲ ４

新規採用養護教諭研修 ６

新規採用栄養教諭研修 ６

養護教諭フォローアップ研修 ２

栄養教諭フォローアップ研修 ２

養護教諭キャリアアップ研修Ⅱ 10

栄養教諭キャリアアップ研修Ⅱ 10

養護教諭キャリアアップ研修Ⅲ ２

栄養教諭キャリアアップ研修Ⅲ ２

中学校初任者研修 15

中学校フォローアップ研修（２年目） ４

中学校フォローアップ研修（３年目） ４

中学校キャリアアップ研修Ⅰ ６

中学校キャリアアップ研修Ⅱ 13

中学校キャリアアップ研修Ⅲ ４

新規採用養護教諭研修 ６

新規採用栄養教諭研修 ６

小学校

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和5年4月１
日現在40歳に達した栄養教諭

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和5年4月１
日現在40歳に達した養護教諭

中学校

教諭としての在職期間が５年に達した者

令和５年度新規採用教諭

令和４年度までに新規採用栄養教諭研修を修了
した者

令和４年度までに新規採用養護教諭研修を修了
した者

令和４年度までに中学校初任者研修、フォロー
アップ研修（２年目）を修了した者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、養護教諭と
しての在職期間が10年若しくは11年に達した者
又は35歳に達した者

令和５年度新規採用教諭

令和５年度新規採用栄養教諭

令和４年度までに小学校初任者研修、フォロー
アップ研修（２年目）を修了した者

令和５年度新規採用養護教諭

経験年数等に応じて行う、法で定められた悉皆研修です。

校種

幼稚園 26教諭等としての在職期間が10年に達した者、又
は教諭等としての在職期間が５年以上に達した
者で園長が認めた者

対　象

令和５年度幼稚園等新任教諭等

令和４年度までに小学校初任者研修を受講した
者

教諭としての在職期間が５年に達した者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、栄養教諭と
しての在職期間が10年若しくは11年に達した者
又は35歳に達した者

令和５年度新規採用養護教諭

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年４月
１日現在40歳に達した者

令和５年度新規採用栄養教諭

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、教諭として
の在職期間が10年に達した者又は35歳に達した
者

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年４月
１日現在40歳に達した者

令和４年度までに中学校初任者研修を受講した
者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、教諭として
の在職期間が10年に達した者又は35歳に達した
者

27

28

29

30

31

４ 研修講座一覧表
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研　　修　　名 日数 頁

養護教諭フォローアップ研修 ２

栄養教諭フォローアップ研修 ２

養護教諭キャリアアップ研修Ⅱ 10

栄養教諭キャリアアップ研修Ⅱ 10

養護教諭キャリアアップ研修Ⅲ ２

栄養教諭キャリアアップ研修Ⅲ ２

県立学校初任者研修 15

県立学校フォローアップ研修 ５

県立学校キャリアアップ研修Ⅰ ６

県立学校キャリアアップ研修Ⅱ 13

県立学校キャリアアップ研修Ⅲ ４

新規採用養護教諭研修 ６

新規採用栄養教諭研修 ６

養護教諭フォローアップ研修 ２

栄養教諭フォローアップ研修 ２

養護教諭キャリアアップ研修Ⅱ 10

栄養教諭キャリアアップ研修Ⅱ 10

養護教諭キャリアアップ研修Ⅲ ２

栄養教諭キャリアアップ研修Ⅲ ２

校種 対　象

中学校

令和４年度までに新規採用栄養教諭研修を修了
した者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、栄養教諭と
しての在職期間が10年若しくは11年に達した者
又は35歳に達した者

令和４年度までに新規採用養護教諭研修を修了
した者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、養護教諭と
しての在職期間が10年若しくは11年に達した者
又は35歳に達した者

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年４月
１日現在40歳に達した栄養教諭

令和４年度までに新規採用養護教諭研修を修了
した者

令和４年度までに新規採用栄養教諭研修を修了
した者

令和５年度新規採用養護教諭

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年４月
１日現在40歳に達した養護教諭

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、栄養教諭と
しての在職期間が10年若しくは11年に達した者
又は35歳に達した者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、養護教諭と
しての在職期間が10年若しくは11年に達した者
又は35歳に達した者

令和５年度新規採用栄養教諭

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年4月
１日現在40歳に達した養護教諭

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年4月
１日現在40歳に達した栄養教諭

令和５年度新規採用教諭

令和４年度までに県立学校初任者研修を受講し
た者

　※幼稚園に関係する研修は幼・小連携教育の一環として実施。

　※養護教諭、栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰは令和６年度に実施（隔年開催）。

　 ※日数にはオンライン研修を含む。

33

34

35

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、令和５年４月
１日現在40歳に達した者

５年教職経験者研修又はキャリアアップ研修Ⅰ
を修了し、令和５年４月１日現在、教諭として
の在職期間が10年に達した者又は35歳に達した
者

教諭としての在職期間が５年に達した者

県立学校

31

32

19



(2) 専門研修（☞p.36）

オ
ン
デ

マ
ン
ド

ラ
イ
ブ

集
合

40

○
専門員・主任

112
【県立・理科】
専門性を高める地学領域

高・中等(後)・特支(高)

8 1 ○
理科担当教員 ※一部指名

152

8

8

【県立・情報】
情報セキュリティ研修

理科担当教員 ※一部指名

理科担当教員 ※一部指名

1

高・中等・特支

40

○

○

○

○

※受講対象の条件に注意

校長・教頭

1

実施方法

○

○

頁

1

理科担当教員 ※一部指名

132 1

対象となる職種・教科等

対象の校種
定員

1

1

8

39

36

半
日管理職及び情報担当教職員 ※指名研修

高・中等(後)・特支(高)

研　修　講　座　名

校長・教頭

○

○

1

半
日

小・中・高・中等・特支

【県立・教頭】
スクールリーダー研修

高・中等・特支

24

日
数

専門研修は、「学校経営」や「理科」等、専門的・特定分野に関する研修です。

40 1

○

○

 道徳教育推進教師 ※指名研修

【小中・道徳】
道徳科授業力向上講座

【事務長】
スクールリーダー研修

【県立・校長】
スクールリーダー研修

高・中等・特支

【専門員・主任】
専門性を生かした校務運営参画の
ために

小・中・高・中等・特支

30

37

38

1
教頭（新任）※悉皆研修

○

110

111
【県立・理科】
専門性を高める生物領域

高・中等(後)・特支(高)

【県立・理科】
専門性を高める化学領域

高・中等(後)・特支(高)

講座番号

101

102

103

104

105

107

108

109

106

【小中・校長・教頭】
スクールリーダー研修

小・中

事務長 ※指名研修

小・中

校長（新任）※悉皆研修

【県立・校長・教頭】
マネジメント研修

高・中等・特支

【県立・理科】
専門性を高める物理領域

20



オ
ン
デ

マ
ン
ド

ラ
イ
ブ

集
合

60

20

20

小・中・高・中等・特支

国語担当教員

○
半
日

20

20

高・中等（後）・特支（高）

40

(3) 課題別研修（☞p.41）

　希望による研修で、所定の方法で申込みを受け付けます。

○

○

○

日
数

1

【社会、地歴・公民】
地域素材を活用した授業づくり

半
日司書教諭等学校図書館担当教員

小・中・高・中等・特支

頁

1

研　修　講　座　名

学校運営の中核的な役割を果たす教員
（省令主任等、主幹教諭は可）

○

対象となる職種・教科等

対象の校種
定員

1

【中・国語】
学習指導要領を踏まえた授業づく
り

【研修主任】
教員の資質・能力を高める校内研
修の在り方

小・中・高・中等・特支

○
中・中等（前）・特支（中）

【小中県・省令主任等】
ミドルリーダー研修

小・中・高・中等・特支

国語担当教員

研修主任等

【授業改善】
学習評価の在り方

高・中等（後）・特支（高）

教職員

半
日

実施方法

○

40
半
日

20
半
日

○

20
半
日

小・中・高・中等・特支（小中高）

教
科
指
導
力
向
上
講
座

214
【小・理科】
６年生における観察、実験のスキ
ルアップ

小・特支（小）

213

【学校図書館】
児童生徒の学びを支援する学校図
書館の在り方

社会、地歴・公民担当教員

数学担当教員

212
【小・理科】
４年生における観察、実験の基礎

小・特支（小）

社会、地歴・公民担当教員

205

206

207

理科担当教員

210
【県立・数学】
学習指導要領を踏まえた授業づく
り

高・中等（後）・特支（高）

211
【小・理科】
３年生における観察、実験の基礎

小・特支（小）

講座
分野

講座
番号

201

202

203

204

208

209
【中・数学】
学習指導要領を踏まえた授業づく
り

中・中等（前）・特支（中）

【社会、地歴・公民】
地理的な見方・考え方を踏まえた
授業づくりの基礎

【県立・国語】
学習指導要領を踏まえた授業づく
り

学
校
運
営
講
座

20 1 ○

【小・理科】
５年生における観察、実験のスキ
ルアップ

理科担当教員

○

20 1
理科担当教員

数学担当教員
20

半
日

○

20 1 ○
理科担当教員

小・特支（小）

○

20 1 ○

41

42

43

44

45
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オ
ン
デ

マ
ン
ド

ラ
イ
ブ

集
合

227

219

○

218

半
日

○ ○

226
【小・外国語】
小学校における外国教育の基礎・
基本

【小中・外国語】
学びのつながりを意識した外国語
活動・外国語科の授業づくり

【中・音楽、県立・芸術】
学習指導要領を踏まえた音楽の授
業づくり

1

20
半
日

技術・家庭科（技術分野）の
担当教員

高・中等（後）・特支（高）

講座
分野

講座
番号

研　修　講　座　名
対象の校種

定員
日
数

実施方法

対象となる職種・教科等

理科担当教員
215

【中・理科】
エネルギー、粒子領域の指導スキ
ルアップ

中・中等（前）・特支（中）

教
科
指
導
力
向
上
講
座

音楽・芸術（音楽）科担当教員

小・特支（小）

○

【小・図画工作】
学習指導要領を踏まえた図画工作
の授業づくり

小・特支（小）

8 1

【小・生活】
気付きの質を高める授業づくり

理科担当教員

217
【県立・数・理】
課題研究指導の基礎

高・中等（後）・特支（高）

20 1 ○
数学・理科担当教員

216
【中・理科】
生命、地球領域の指導スキルアッ
プ

中・中等（前）・特支（中）

16 1

教職員
30

223
【中・技・家（技術）】
技術の見方・考え方を働かせる学
習指導の在り方

中・中等（前）・特支（中）

8 1

221
【小・体育】
学習指導要領を踏まえた授業づく
り

222
【中県・保健体育】
学習指導要領を踏まえた授業づく
り

中・高・中等・特支（中高）

30
半
日

○
保健体育担当教員

220

技術・家庭科（家庭分野）の
担当教員

教職員

○
体育担当教員

○

○

小・中・中等（前）・特支（小中）

20
半
日

○ ○

○

中、高、中等、特支（中高）

20

12
半
日家庭担当教員

12

225
【県立・家庭】
生徒の主体的な学びを促す家庭科
の授業づくり

外国語担当教員

50

228
【中・英語】
学びの質の向上を目指した授業づ
くり

229
【県立・英語】
学びの質の向上を目指した授業づ
くり

外国語担当教員

224
【中・技・家（家庭）】
人とよりよく関わる力を育む保育
の授業づくり

中・中等（前）・特支（中）

○ ○
外国語活動・外国語担当教員

○
外国語活動・外国語担当教員

小・特支（小）

49

頁

16 1 ○

○
半
日

小・特支（小）

30
半
日

中・中等（前）・特支（中）

15
半
日

○

高・中等（後）・特支（高）

15
半
日

○

45

46

47

48
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オ
ン
デ

マ
ン
ド

ラ
イ
ブ

集
合

頁

231

232
【小中・総合】
「主体的・対話的で深い学び」を
実現する総合的な学習の時間

小・中・中等（前）・特支（小中）

30
半
日

【小中・道徳】
道徳科の授業の充実を図るために

情
報
教
育
講
座

講座
分野

講座
番号

研　修　講　座　名
対象の校種

定員
日
数

実施方法

対象となる職種・教科等

教職員

230
【小中・道徳】
「考え、議論する道徳」の実現に
向けて

小・中・中等（前）・特支（小中）

教職員

教職員
○

40
半
日

○

234
【小中・学級経営】
魅力のある学級経営の在り方

○
教職員

○ ○

239
【キャリア教育】
これからのキャリア教育

小・中・高・中等・特支

40 1 ○

○

教職員

半
日

幼・認定こども園・小・中・高・
中等・特支

238
【環境教育】
学校における環境教育

幼・認定こども園・小・中・高・
中等・特支

40
半
日

教職員
237

【防災教育】
防災の基礎知識と防災意識を高め
る取組

小・中・中等（前）・特支（小中）

40 1

教職員

教職員

236
【日本語指導】
多文化共生の視点からの外国人児
童生徒等教育

小・中・高・中等・特支

20
半
日

○ ○
教職員

235
【小中県・カリキュラム・マネジメント】
地域と連携した魅力ある学校づくり

小・中・高・中等・特支

240
【食育】
子どもの健康を育む食に関する指
導のために

幼・認定こども園・小・中・
中等（前）・特支（小中） 半

日
○

○

40 1 ○

教職員

241
小・中・中等（前）・特支（小中）

40 1 ○

教職員
30

情報担当教員
244

【県立・情報】
「情報Ⅰ」の授業づくり

教職員

教職員

243
A、B

【小・情報】小学校プログラミン
グ教育の授業づくり（Ａ、Ｂは同じ内
容です。複数回の受講申込みはできません。）

小・特支（小）

各20
半
日

○ ○

高・中等（後）・特支（高）

【小中・人権・同和教育】
実践力の育成につながる人権・同
和教育の在り方

情報担当教員
245 ○

○

60
半
日

○

小・中・中等（前）・特支（小中）

233
【特別活動】
小・中学校における特別活動の在
り方

小・中・中等（前）・特支（小中）

40
半
日

○

【県立・情報】
オンデマンド教材による「情報
Ⅰ」の授業づくり

40 1

242
【県立・人権・同和教育】
実践力の向上につながる人権・同
和教育の在り方

高・中等（後）・特支（高）

高・中等（後）・特支（高）

50

教職員

道
徳
・
総
合
・
特
活
講
座

テ
｜
マ
別
研
修
講
座

人
権
・
同
和
教
育
講
座

50

51

52

53

54

55
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オ
ン
デ

マ
ン
ド

ラ
イ
ブ

集
合

講座
分野

情
報
教
育
講
座

頁
対象の校種

定員
日
数

実施方法

対象となる職種・教科等

246
【情報】
子どもを守るためのネット問題対
策の在り方

小・中・高・中等・特支
半
日

○ ○
教職員

講座
番号

研　修　講　座　名

教職員

教職員

248
A、B

【情報】クラウドサービス活用
-Google Workspace for Education-
（基礎編・応用編）（Ａ、Ｂは同じ内容
です。複数回の受講申込みはできません。）

小・中・高・中等・特支

各20
半
日

○ ○
教職員

247
A、B

【情報】クラウドサービス活用
-Microsoft365-（基礎編・応用編）
（Ａ、Ｂは同じ内容です。複数回の受講申込
みはできません。）

小・中・高・中等・特支

各20
半
日

○ ○

○

249
A、B

【情報】iPadや授業支援アプリの
基本的な活用（Ａ、Ｂは同じ内容です。
複数回の受講申込みはできません。）

小・中・高・中等・特支

各20
半
日

○ ○

教職員

252
【情報】
校務に役立つ文書作成や表計算の
便利技（基礎編・応用編）

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支

計40 1 ○
教職員

251
A、B

【情報】ＣＢＴシステム（ＥＩＬ
Ｓ）の基本的な活用
（Ａ、Ｂは同じ内容です。複数回の受講申込
みはできません。）

小・中・高・中等・特支

各40
半
日

○

○

教職員

254
【生徒指導】
いじめの未然防止と早期対応

小・中・高・中等・特支

40 ○

253
【情報】
学校における著作権

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支 半

日
○

半
日

○

255
【生徒指導】
怒りの理解とコントロール（アン
ガーマネジメント）

小・中・高・中等・特支
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
講
座

○
教職員

256
【生徒指導】
不登校児童生徒の支援

小・中・高・中等・特支
半
日

○
教職員

257
【生徒指導】
生徒指導上の諸課題における学校
と関係機関との連携

小・中・高・中等・特支
半
日

○ ○

教職員

教職員

258
【教育相談】
子どもの心に寄り添う教育相談ス
キルアップ

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支

40
半
日

○ ○
教職員

幼
児
教
育
講
座

教員（新任教諭等を除く）

260
【幼児教育】
学びをつなぐ連携・協働の在り方

幼・認定こども園・小・特支（幼小）

50
半
日

○
教員（新任教諭等を除く）

261
【幼児教育】
深い学びに向かう支援の在り方

幼・認定こども園・小・特支（幼小）

50 1

【幼児教育】
主体的・対話的な学びに向けた実
技研修

幼・認定こども園・小・特支（幼小）

教員（新任教諭等を除く）

40 1 ○

○

259

教職員
250

【情報】
知っておきたい！動画編集の基礎
知識

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支

各40 1

40
半
日

59

60

61

56

57

58
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オ
ン
デ

マ
ン
ド

ラ
イ
ブ

集
合

⑷　支援研修

⑸　派遣研修

⑹　えひめ教師塾

講座
分野

頁
講座
番号

研　修　講　座　名
対象の校種

定員
日
数

実施方法

教職員

262
【特別支援教育】
通常の学級における特別支援教育
の視点を取り入れた授業づくり

小・中・高・中等・特支

50
半
日

○ ○
教職員

対象となる職種・教科等

263
【特別支援教育】
障がい特性の理解と支援の在り方

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支

50
半
日

○ ○

特
別
支
援
教
育
講
座

264
【特別支援教育】
特別支援学級担任スキルアップ
【難聴コース】

小・中

10
半
日

○ ○

半
日

○
【特別支援教育】
通級による指導担当者スキルアッ
プ

【特別支援教育】
特別支援教育コーディネータース
キルアップ

50269

難聴特別支援学級担任

265
【特別支援教育】
特別支援学級担任スキルアップ
【病弱・身体虚弱コース】

小・中

栄養教諭

知的障がい特別支援学級担任

267
【特別支援教育】
特別支援学級担任スキルアップ
【自閉症・情緒障がいコース】

小・中

50
半
日

○ ○
自閉症・情緒障がい特別支援学級担任

266
【特別支援教育】
特別支援学級担任スキルアップ
【知的障がいコース】

小・中

小・中・高・特支

40
通級による指導担当者

○

○

10
半
日

○ ○
病弱・身体虚弱特別支援学級担任

50
半
日

○ ○

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支

2 ○
特別支援教育コーディネーター

教職員(市町教育委員会、学校等からの申込み) 66

養
護
・
栄
養
講
座

養護教諭

273
【栄養教諭】
栄養教諭実践力向上講座

小・中・中等・特支

15
半
日

○

271
【養護教諭】
養護教諭ステップアップ研修

小・中・高・中等・特支

30
半
日

小・中・高・中等・特支

15
半
日

【養護教諭】
養護教諭実践力向上講座

研　修　講　座　名

　出前講座

掲載頁

80

研　修　講　座　名

短期研修講座

対　象　等
小中学校教諭、養護教諭、栄養教諭
(愛媛県教育委員会が指名)

県立学校理科担当教員

掲載頁

80

80

長期研修講座

研　修　講　座　名

えひめ教師塾

対　象　等
教職経験10年目までの教諭や講師等と本県教員志望の学
生（希望者によるセンターホームページからの申込み）

対　象　等 掲載頁

268

○
養護教諭

270
【特別支援教育】
校園内で生かす個別の指導計画

幼・認定こども園・小・中・高
中等・特支

30 1 ○
教職員

272

61

62

63

64

65
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(1)  幼稚園・幼保連携型認定こども園 

名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

幼稚園等 

新規採用 

教員研修 

実践につながる理論や実技等に関する研修を行

い、実践的指導力と使命感を養うとともに、幅広

い知見を習得する。 

教育センター研修[８日] 

第１回  ４月18日(火) 

第２回 ６月７日(水) 

第３回 ７月26日(水) 

第４回 ８月23日(水) 

～24日(木) 

第５回 ９月28日(木) 

第６回 １月15日(月) 

７～8月 オンライン研修（１日分） 

管内別研修[１日] 

     ６～11月 

令和５年度幼稚園等新任教諭等 

私立幼稚園と私立幼保連携型認定こども園の新

任教諭等で受講を希望する者があるときは、受講

する対象者の定員その他の事情を勘案して、受け

入れが可能である場合はその受講を認めることが

できる。 

幼稚園 

キャリア 

アップ研修 

個々の能力、適性等に応じた研修を行い、得意

分野を伸長させ、教諭等一人一人の資質や専門性

の向上、実践的な指導力の強化を図る。 
園外研修[７日] 

○共通研修２日 

   ７月21日(金) 

      12月26日(火) 

○保育専門研修３日 

   ７月31日(月) 

   ８月７日(月) 

   ８月18日(金) 

○選択研修２日 

課題別研修１日 

  社会体験研修１日 

教諭等としての在職期間が10年に達した者、又

は教諭等としての在職期間が５年以上に達した者

で園長が認めた者（令和５.４.１現在） 

選択研修＜他校種講座＞は、幼稚園及び幼保連

携型認定こども園を対象とした課題別研修の中か

ら幼児教育講座以外のものを１日間選択する。 

 
 

Ⅲ 研 修 講 座 の 内 容 

１ 基 礎 研 修 
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(2)  小学校 

名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

小学校 

初任者研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 

教育センター研修[７日] 

 第１回５月18日(木) オンデマンド配信 

 第２回６月15日(木) 

 第３回７月24日(月)又は７月25日(火） 

 第４・５回（宿泊） 

    ８月21日(月)、８月22日(火) 

 第６回９月21日(木) オンデマンド配信 

 第７回２月８日(木) 

（集合研修５日、オンデマンド配信２日分） 

 

教育事務所研修[８日] 

令和５年度小学校新規採用教諭 

・一部の研修は、中学校と合同で開催する。 

・第３回は２日に分けて開催する。 

・第４回、第５回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を２日分実施する。 

小学校 

フォロー 

アップ研修 

（２年目） 

教諭等としての実践的指導力を養う。 
教育センター研修[１日] 

 ６月 オンデマンド配信（１日分） 

 

教育事務所研修[３日] 

令和４年度までに初任者研修を受講した教

諭 

・中学校と合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

小学校 

フォロー 

アップ研修 

（３年目） 

教諭等としての実践的指導力を高める。 教育センター研修[２日] 

 ６月 オンデマンド配信（１日分） 

 ４～２月 課題探求研修（１日分） 

 

教育事務所研修[２日] 

令和４年度までに初任者研修、フォローア

ップ研修（２年目）を修了した教諭 

・中学校と合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

小学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅰ 

実践的指導力の向上を図り、中堅教諭とし

ての資質を高める。 

教育センター研修[５日] 

 第１回５月16日(火) 

 第２回６月19日(月) 

 第３回８月25日(金) 

 第４回11月16日(木) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 

教育事務所研修[１日] 

教諭としての在職期間が５年に達した者 

（令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、中学校・県立学校と

合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

小学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅教諭としての資質を高める。 

教育センター研修[11日] 

 共通研修３日 

  ５月23日(火) ライブ配信 

  ７月24日(月)又は７月25日(火) 

  ７・８月 オンデマンド配信(１日分) 

 教科指導等研修３日 

  ６月29日(木)、７月31日(月) 

  ８月８日(火) 

 生徒指導等研修２日 

  ６月21日(水) 

  ７・８月 オンデマンド配信(１日分） 

 選択研修３日   

 

教育事務所研修[２日] 

・５年教職経験者研修又はキャリアアップ研

修Ⅰを修了し、教諭としての在職期間が10

年に達した者 

・５年教職経験者研修又はキャリアアップ研

修Ⅰを修了し、35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・選択研修は、課題別研修の中から３講座を

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 
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名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

小学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

専門性の向上及び指導力の強化を図るとと

もに、学校運営の中核を担うミドルリーダー

としての資質を高める。 
教育センター研修[４日] 

 共通研修１日 

  ７月３日(月) 

 選択研修３日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した者（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から３講座を

選択して受講する。 

新規採用 

養護教諭 

研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 教育センター研修[６日] 

 第１回４月19日(水) 

 第２回７月４日(火) 

 第３回（宿泊） 

    ８月23日(水)、８月24日(木) 

 第４回10月４日(水) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

令和５年度新規採用養護教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・第３回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

新規採用 

栄養教諭 

研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 教育センター研修[６日] 

 第１回４月19日(水) 

 第２回７月４日(火) 

 第３回（宿泊） 

    ８月23日(水)、８月24日(木) 

 第４回10月17日(火) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

令和５年度新規採用栄養教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・第３回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

養護教諭 

フォロー 

アップ研修 

養護教諭としての実践的指導力を養う。 

教育センター研修[２日] 

 10月６日(金) 

 ９・10月 オンデマンド配信（１日分） 

令和４年度までに新規採用者研修を修了し

た養護教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

栄養教諭 

フォロー 

アップ研修 

栄養教諭としての実践的指導力を養う。 

教育センター研修[２日] 

 10月18日(水) 

 ９・10月 オンデマンド配信（１日分） 

令和４年度までに新規採用者研修を修了し

た栄養教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 
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名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

養護教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅養護教諭としての資質を高める。 教育センター研修[10日] 

共通研修３日 

 ５月23日(火) ライブ配信 

 ７月24日(月)又は25日（火） 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 専門研修３日 

10月23日(月）、11月17日(金) 

11月28日(火）  

  生徒指導研修２日 

    ６月21日(水) 

  ７・８月オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修２日  

養護教諭５年経験研修又は養護教諭キャリ

アアップ研修を修了し、養護教諭としての在

職期間が10年又は11年に達した者 

養護教諭５年経験者研修又は養護教諭キャ

リアアップ研修Ⅰを修了し35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、中学校・県立学校と

合同で開催する。 

・選択研修は、課題別研修の中から、２講座

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

栄養教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅栄養教諭としての資質を高める。 
教育センター研修[10日] 

共通研修３日 

 ５月23日(火) ライブ配信 

 ７月24日(月)又は25日（火） 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 専門研修３日 

  ９月14日（木）、10月24日(火) 

   11月９日（木）  

  生徒指導研修２日 

    ６月21日(水) 

  ７・８月オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修２日  

栄養教諭５年経験研修又は栄養教諭キャリ

アアップ研修を修了し、栄養教諭としての在

職期間が10年又は11年に達した者 

栄養教諭５年経験者研修又は栄養教諭キャ

リアアップ研修Ⅰを修了し35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、中学校・県立学校と

合同で開催する。 

・選択研修は、課題別研修の中から、２講座

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

養護教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

養護教諭の資質の向上、指導力の強化、学

校運営の中核を担うミドルリーダーとしての

資質の向上を図る。 教育センター研修[２日] 

 共通研修１日 

  ７月３日(月) 

 選択研修１日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した養護教諭（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から１講座を

選択して受講する。 

栄養教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

栄養教諭の資質の向上、指導力の強化、学

校運営の中核を担うミドルリーダーとしての

資質の向上を図る。 教育センター研修[２日] 

 共通研修１日 

  ７月３日(月) 

 選択研修１日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した栄養教諭（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から１講座を

選択して受講する。 
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(3)  中学校 

名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

中学校 

初任者研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 

教育センター研修[７日] 

 第１回５月18日(木) オンデマンド配信 

 第２回６月15日(木) 

 第３回７月28日(金) 

 第４・５回（宿泊） 

    ８月23日(水)、８月24日(木) 

 第６回９月21日(木) オンデマンド配信 

 第７回２月９日(金) 

（集合研修５日、オンデマンド配信２日分） 

 

教育事務所研修[８日] 

令和５年度中学校新規採用教諭 

・一部の研修は、小学校と合同で開催する。 

・第４回、第５回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を２日分実施する。 

中学校 

フォロー 

アップ研修 

（２年目） 

教諭等としての実践的指導力を養う。 
教育センター研修[１日] 

 ６月 オンデマンド配信（１日分） 

 

教育事務所研修[３日] 

令和４年度までに初任者研修を受講した教

諭 

・小学校と合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

中学校 

フォロー 

アップ研修 

（３年目） 

教諭等としての実践的指導力を高める。 教育センター研修[２日] 

 ６月 オンデマンド配信（１日分） 

 ４～２月 課題探求研修（１日分） 

 

教育事務所研修[２日] 

令和４年度までに初任者研修、フォローア

ップ研修（２年目）を修了した教諭 

・小学校と合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

中学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅰ 

実践的指導力の向上を図り、中堅教諭とし

ての資質を高める。 

教育センター研修[５日] 

 第１回５月16日(火) 

 第２回６月16日(金) 

 第３回８月28日(月) 

 第４回11月17日(金) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 

教育事務所研修[１日] 

教諭としての在職期間が５年に達した者 

（令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、小学校・県立学校と

合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

中学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅教諭としての資質を高める。 
教育センター研修[11日] 

 共通研修３日 

  ５月23日(火) ライブ配信 

  ７月28日(金) 

  ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 教科指導等研修３日 

  ６月20日(火)、８月９日(水) 

  ８月18日(金)ほか 

 生徒指導等研修２日 

  ６月28日(水) 

  ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修３日  

  

教育事務所研修[２日] 

・５年教職経験者研修又はキャリアアップ研

修Ⅰを修了し、教諭としての在職期間が10

年に達した者 

・５年教職経験者研修又はキャリアアップ研

修Ⅰを修了し、35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・教科指導等研修は、教科によっては、県立

学校と合同で開催することもある。 

・選択研修は、課題別研修の中から３講座を

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 
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名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

中学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

専門性の向上及び指導力の強化を図るとと

もに、学校運営の中核を担うミドルリーダー

としての資質を高める。 
教育センター研修[４日] 

 共通研修１日 

  ７月３日(月) 

 選択研修３日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した者（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から３講座を

選択して受講する。 

新規採用 

養護教諭 

研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 教育センター研修[６日] 

 第１回４月19日(水) 

 第２回７月４日(火) 

 第３回（宿泊） 

    ８月23日(水)、８月24日(木) 

 第４回10月４日(水) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

令和５年度新規採用養護教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・第３回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

新規採用 

栄養教諭 

研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 教育センター研修[６日] 

 第１回４月19日(水) 

 第２回７月４日(火) 

 第３回（宿泊） 

    ８月23(水)、８月24日(木) 

 第４回10月17日(火) 

 ７・８月 オンデマンド配信(１日分） 

令和４年度新規採用栄養教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・第３回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

養護教諭 

フォロー 

アップ研修 

養護教諭としての実践的指導力を養う。 

教育センター研修[２日] 

 10月６日(金) 

 ９・10月 オンデマンド配信（１日分） 

令和４年度までに新規採用者研修を修了し

た養護教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

栄養教諭 

フォロー 

アップ研修 

栄養教諭としての実践的指導力を養う。 

教育センター研修[２日] 

 10月18日(水) 

 ９・10月 オンデマンド配信（１日分） 

令和４年度までに新規採用者研修を修了し
た栄養教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 
・オンライン研修を１日分実施する。 
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名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

養護教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅養護教諭としての資質を高める。 教育センター研修[10日] 

共通研修３日 

 ５月23日(火) ライブ配信 

 ７月28日(金) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 専門研修３日 

10月23日(月）、11月17日(金) 

11月28日(火）  

  生徒指導研修２日 

    ６月28日(水) 

  ７・８月オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修２日  

養護教諭５年経験研修又は養護教諭キャリ

アアップ研修を修了し、養護教諭としての在

職期間が10年又は11年に達した者 

養護教諭５年経験者研修又は養護教諭キャ

リアアップ研修Ⅰを修了し35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、小学校・県立学校と

合同で開催する。 

・選択研修は、課題別研修の中から、２講座

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

栄養教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅栄養教諭としての資質を高める。 教育センター研修[10日] 

共通研修３日 

 ５月23日(火) ライブ配信 

 ７月28日(金) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 専門研修３日 

９月14日(木）、10月24日(火) 

11月９日(木）  

  生徒指導研修２日 

    ６月28日(水) 

  ７・８月オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修２日  

栄養教諭５年経験研修又は栄養教諭キャリ

アアップ研修を修了し、栄養教諭としての在

職期間が10年又は11年に達した者 

栄養教諭５年経験者研修又は栄養教諭キャ 

リアアップ研修Ⅰを修了し35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、小学校・県立学校と

合同で開催する。 

・選択研修は、課題別研修の中から、２講座

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

養護教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

養護教諭の資質の向上、指導力の強化、学

校運営の中核を担うミドルリーダーとしての

資質の向上を図る。 教育センター研修[２日] 

 共通研修１日 

  ７月３日(月) 

 選択研修１日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した養護教諭（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修から１講座を選択

して受講する。 

栄養教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

栄養教諭の資質の向上、指導力の強化、学

校運営の中核を担うミドルリーダーとしての

資質の向上を図る。 教育センター研修[２日] 

 共通研修１日 

  ７月３日(月) 

 選択研修１日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した栄養教諭（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から１講座を

選択して受講する。 
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(4)  県立学校 

名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

県立学校 

初任者研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 
教育センター研修[15日] 

 春期第１回 

  ４月19日(水) 

 春期第２回 

  ４・５月 オンデマンド配信（１日分） 

 特別支援学校訪問 

（春期）５月10日(水) 

（夏期）６月29日(木)又は６月30日(金) 

 夏期第１回 

  ７月５日(水) 

 夏期第２回 

  ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 夏期第３回 

  ８月１日(火)、８月２日(水) 

 学校訪問２日 

  ６～11月 

 授業研修１日 

  10～11月（原則） 

 秋期 

  11月15日（水） 

    事前に一部オンデマンド配信 

 高教研大会 

  12月21日(木)又は12月22日(金) 

 冬期（宿泊） 

  ２月６日(火)、２月７日(水) 

令和５年度県立学校新規採用教諭 

・オンライン研修を２日分実施する。 

・秋期研修会は、研修の一部をオンラインに

より実施する。 

・冬期研修会は宿泊研修を開催する。 

県立学校 

フォロー 

アップ研修 

教諭等としての実践的指導力を養う。 教育センター研修[５日] 

 第１回５月18日(木) 

 第２回７月21日(金) 

 第３回９月27日(水) ライブ配信 

 第４回11月10日(金) 

 学校訪問１日（６～11月） 

令和４年度までに初任者研修を受講した教諭 

オンライン研修を１日分実施する。 

県立学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅰ 

実践的指導力の向上を図り、中堅教諭とし

ての資質を高める。 教育センター研修[３日] 

 第１回５月16日(火) 

 第２回６月13日(火) 

 第３回11月８日(水) 

 

企業等研修[３日] 

 夏季休業中 

教諭としての在職期間が５年に達した者 

（令和５.４.１現在） 

一部の研修において、小学校・中学校と合

同で開催する。 
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名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

県立学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅教諭としての資質を高める。 教育センター研修[11日] 

 共通研修３日 

  ５月23日（火） ライブ配信 

  ７月21日（金） 

  ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 教科指導等研修３日 

  ６月27日（火）、８月３日（木） 

  ８月４日（金）ほか 

 生徒指導等研修２日 

  ６月14日（水） 

  ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修３日  

  

学校訪問等研修[２日] 

・５年教職経験者研修又はキャリアアップ研

修Ⅰを修了し、教諭としての在職期間が10

年に達した者 

・５年教職経験者研修又はキャリアアップ研

修Ⅰを修了し、35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・教科指導等研修は、教科によっては、中学

校と合同で開催することがある。 

・選択研修は、課題別研修の中から３講座を

選択して受講する。 

・学校訪問等研修は、指定する研修会等から

２日選択して参加する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

県立学校 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

専門性の向上及び指導力の強化を図るとと

もに、学校運営の中核を担うミドルリーダー

としての資質を高める。 教育センター研修[４日] 

 共通研修１日 

  ７月４日(火) 

 選択研修３日   

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した者（令和４.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から３講座を

選択して受講する。 

新規採用 

養護教諭 

研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 
教育センター研修[６日] 

 第１回４月19日(水) 

 第２回７月４日(火) 

 第３回（宿泊） 

    ８月23日(水)、８月24日(木) 

 第４回10月４日(水) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

令和５年度新規採用養護教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・第３回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

新規採用 

栄養教諭 

研修 

実践的指導力と使命感を養うとともに、幅

広い知見を習得する。 
教育センター研修[６日] 

 第１回４月19日(水) 

 第２回７月４日(火) 

 第３回（宿泊） 

    ８月23日(水)、８月24日(木) 

 第４回10月17日(火) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

令和５年度新規採用栄養教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・第３回は宿泊研修を開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

養護教諭 

フォロー 

アップ研修 

養護教諭としての実践的指導力を養う。 

教育センター研修[２日] 

 10月６日(金) 

 ９・10月 オンデマンド配信（１日分） 

令和３年度までに新規採用者研修を修了し

た養護教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 
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名 称 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

栄養教諭 

フォロー 

アップ研修 

栄養教諭としての実践的指導力を養う。 

教育センター研修[２日] 

 10月18日(水) 

 ９・10月 オンデマンド配信（１日分） 

令和４年度までに新規採用者研修を修了し

た栄養教諭 

・小・中・県立学校合同で開催する。 

・オンライン研修を１日分実施する。 

養護教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅養護教諭としての資質を高める。 
教育センター研修[10日] 

共通研修３日 

 ５月23日(火) ライブ配信 

 ７月21日(金) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 専門研修３日 

10月23日(月）、11月17日(金) 

11月28日(火）  

  生徒指導研修２日 

    ６月14日(水) 

  ７・８月オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修２日 

養護教諭５年経験研修又は養護教諭キャリ

アアップ研修を修了し、養護教諭としての在

職期間が10年又は11年に達した者 

養護教諭５年経験者研修又は養護教諭キャリ

アアップ研修Ⅰを修了し35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、小学校・県立学校と

合同で開催する。 

・選択研修は、課題別研修の中から、２講座

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

栄養教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅱ 

専門性の向上及び指導力の強化を図り、中

堅栄養教諭としての資質を高める。 
教育センター研修[10日] 

共通研修３日 

 ５月23日(火) ライブ配信 

 ７月21日(金) 

 ７・８月 オンデマンド配信（１日分） 

 専門研修３日 

  ９月14日（木）、10月24日(火) 

   11月９日（木）  

  生徒指導研修２日 

    ６月21日(水) 

  ７・８月オンデマンド配信（１日分） 

 選択研修２日 

栄養教諭５年経験研修又は栄養教諭キャリ

アアップ研修を修了し、栄養教諭としての在

職期間が10年又は11年に達した者 

栄養教諭５年経験者研修又は栄養教諭キャ 

リアアップ研修Ⅰを修了し35歳に達した者 

（いずれも令和５.４.１現在） 

・一部の研修において、小学校・県立学校と

合同で開催する。 

・選択研修は、課題別研修の中から、２講座

選択して受講する。 

・オンライン研修を３日分実施する。 

養護教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

養護教諭の資質の向上、指導力の強化、学

校運営の中核を担うミドルリーダーとしての

資質の向上を図る。 
教育センター研修[２日] 

 共通研修１日 

  ７月４日(火) 

 選択研修１日 

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した養護教諭（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から１講座を

選択して受講する。 

栄養教諭 

キャリア 

アップ研修 

Ⅲ 

栄養教諭の資質の向上、指導力の強化、学

校運営の中核を担うミドルリーダーとしての

資質の向上を図る。 教育センター研修[２日] 

 共通研修１日 

  ７月４日(火) 

 選択研修１日 

キャリアアップ研修Ⅱを修了し、40歳に達

した栄養教諭（令和５.４.１現在） 

選択研修は、課題別研修の中から１講座を

選択して受講する。 
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120  研修講座の名称 
 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

    

実施日 月  日 （ ） 
指標 

キーワード 
 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種  定員 
開催可能
人数 

   職種・教科等    

〔目的〕 〔内容等〕 

    ○ 
○ 
○ 
 
 

備考  

101  【小中・校長・教頭】スクールリーダー研修 
全国的に活躍されている地震学・防災教育を専門とする慶

応義塾大学の大木准教授を講師に迎え、迫りくる地震の脅威
に対して、学校における危機管理、防災教育についての理解
を深め、学校改善の方策について考えていきます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 

実施日 ８月３日（木） 
指標 

キーワード 

教育ビジョン 危機の予見・管理（校長） 

組織貢献力 協働性・同僚性 対人関係力（教頭） 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 校長・教頭 40 ５ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 スクールリーダーに求められる資質・能力
の理解や学校改善の方策の検討を通して、よ
りよい学校経営・運営及び危機管理の重要性
について考えを深め、校長、教頭としての資
質・能力の向上を図る。 

  ○スクールリーダーに求められる資質・能力（講義） 
○学校経営・運営における諸課題について（協議） 
○学校における危機管理、防災教育について（講義） 
＊慶應義塾大学環境情報学部 大木 聖子准教授  
講義予定 

『情熱大陸』出演 文科省安全・安心科学技術及び社会連携委員 

備考 
【県立・校長・教頭】マネジメント研修、【事務長】スクールリーダー研修と一部合同で実施しま

す。 

２ 専 門 研 修 

 

講座番号 
各研修の 
通し番号 

教員のキャリアステージにおけ
る指標のキーワードを示してい
ます。☞pp.3〜6 

主に、１コマごとの内容です。 
（ ）内は講座の形態です。 

専門研修・課題別研修の内容を紹介した表の見方・留意点  

点 

 

備考欄には、受講に際して留意すべき様々な事柄が記載されています。オンデマンド
動画の配信をする際には、視聴期間等を記載しています。 

１日ライブ配信で研修を実施する場合。 

オンデマンド動画配信のみの研修になる場合。
動画の配信期間は備考欄を御覧ください。 

「実施形態日数等」の記載例 

事前にオンデマンド動画を視聴した後、半日集
合研修を行う場合。 

開講可能人数に満たない場合は、中
止することもあります。 

オンデマンド動画配信のみの場合は、
視聴期間を記載しています。 

研修の目的が記載されています。 

講座の特色等が記載されています。 

オンデマンド ライブ

― １日

オンデマンド ライブ

〇 ―

オンデマンド ライブ

〇 ―

集合

―

半日（午後）

集合

―

集合
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102  【県立・校長】スクールリーダー研修 

新任校長を対象とした講座です。校長職に期待される役割
や学校経営ビジョンの策定、学校における諸課題への対応等
について研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 

実施日 ５月 11 日（木） 
指標 

キーワード 

使命感 責任感 教育ビジョン 

危機の予見・管理 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 校長（新任） ※悉皆研修  

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校経営に関する研修を行い、管理職とし
ての識見を高め、校長としての資質・能力の
向上を図る。 

  ○校長に期待される役割（講話） 
○特色・魅力ある教育活動を推進する校長のマネジメント 

（講義） 
○校長の職務と危機管理（講義） 
○学校の特色化・魅力化に向けた学校経営上の諸課題につ
いて（協議） 

備考  

103  【県立・教頭】スクールリーダー研修 

新任教頭を対象とした講座です。校長の学校経営方針を具
現化するため、教頭の果たすべき役割や学校の危機管理等、
管理職の職務について研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 

実施日 ５月 10 日（水） 
指標 

キーワード 

豊かな人間性 学校安全の意識・危機管理能力 
地域と連携・協働する力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 教頭（新任） ※悉皆研修  

〔目的〕 〔内容等〕 

 教頭としての心構えや学校の危機管理等、
管理職の職務として必要な事項について研修
を行い、教頭としての資質・能力の向上を図
る。 

  ○危機管理における教頭の役割（講義） 
○新任教頭に望むこと（講話） 
○地域連携を踏まえた学校の魅力化（講義） 
○学校運営における諸課題について（協議） 

備考  

104  【県立・校長・教頭】マネジメント研修 

県外講師による講義を実施し、危機管理、防災教育の視点
から学校経営の在り方について研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 

実施日 ８月３日（木） 
指標 

キーワード 
危機の予見・管理 安心・公正 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ 半日（午後） － 職種・教科等 校長・教頭 30 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校における危機管理、防災教育に関する
講義を通して、学校の組織力向上に向けた学
校経営の在り方について見識を深め、スクー
ルリーダーとしての資質・能力の向上を図
る。 

  ○学校における危機管理、防災教育について（講義） 
＊慶應義塾大学環境情報学部 大木 聖子准教授 
 講義予定 
『情熱大陸』出演 文科省安全・安心科学技術及び社会連携委員 
 

備考 
【小中・校長・教頭】スクールリーダー研修、【事務長】スクールリーダー研修と合同で実施しま

す。 
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105  【事務長】スクールリーダー研修 

事務長を対象とした研修です。危機管理や学校の課題への
対応など、「チームとしての学校の実現」のための学校経営
の在り方について研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 

実施日 ８月３日（木） 
指標 

キーワード 
 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 事務長 ※指名研修 24  

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校教育上の諸課題への対応についての協
議や学校における危機管理、防災教育に関す
る講義を通して、学校経営の在り方について
見識を深め、スクールリーダーとしての資
質・能力の向上を図る。 

  ○学校の課題への対応と学校組織の活性化（協議） 
○学校における危機管理、防災教育について（講義） 
＊慶應義塾大学環境情報学部 大木 聖子准教授  
講義予定 

『情熱大陸』出演 文科省安全・安心科学技術及び社会連携委員 

備考 
生涯学習センター及び総合教育センターで実施します。 
【小中・校長・教頭】スクールリーダー研修、【県立・校長・教頭】マネジメント研修と一部合同

で実施します。 

106  【専門員・主任】専門性を生かした校務運営参画のために 

学校事務職員の専門性を生かし、「チームとしての学校」
を実現するため、組織的かつ積極的に校務運営に参画する具
体的な方策について学びます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 

実施日 10 月 20 日（金） 
指標 

キーワード 
 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 専門員・主任 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校が抱える課題の解消や教育目標の実現
に向けて、総務、財務等の専門性を生かし
て、よりよい方策を管理職や同僚に提示する
など、「チームとしての学校」を実現するた
めに必要な資質・能力の向上を図る。 

  ○学校事務職員としての組織マネジメント(講義） 
○安全・安心な学校づくりのための学校事務とは(講義） 
○ケースメソッド研修（演習・協議） 
 

備考  

107  【小中・道徳】道徳科授業力向上講座 

各学校において道徳教育の推進を中心となって担う道徳教
育推進教師を対象とした指名研修です。道徳教育をリードす
る外部講師による講義及び演習もあります。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ９月 12 日（火）、13 日（水） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中 定員 開催可能
人数 

○ － １日 職種・教科等 道徳教育推進教師 132  

〔目的〕 〔内容等〕 

 道徳教育の改善・充実方策や「特別の教科
道徳」の指導と評価等についての研修を通し
て、道徳教育推進教師としての資質・能力の
向上を図る。 

  ○道徳教育の基本的な在り方（事前動画視聴） 
○道徳科の授業づくり（講義） 
○道徳科の改善・充実方策（講義・演習） 
○道徳教育推進教師の役割（講義） 
＊京都産業大学 柴原 弘志 教授講義予定 

備考 ２日間に分けて開催します。参加日は指定します。 
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108  【県立・情報】情報セキュリティ研修 
情報セキュリティ管理者を対象に情報セキュリティについ

ての知見を深めるための研修を行います。各校における教職
員の情報セキュリティスキルアップのための研修にお役立て
ください。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

   ● 

実施日 ５月 17 日（水） 
指標 

キーワード 

ＩＣＴ活用能力 

学校安全の意識・危機管理能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ 半日(午後) － 職種・教科等 管理職及び情報担当教職員 152  

〔目的〕 〔内容等〕 

 情報セキュリティ管理者の情報セキュリテ
ィについての知見を深め、各校での研修会等
に資することにより、教職員の情報セキュリ
ティスキルの強化を図る。 

  ○学校における情報セキュリティについて（講義） 
○情報セキュリティの確保について（協議） 
 
 

備考  

109  【県立・理科】専門性を高める物理領域 

生徒の興味・関心を高めることができる授業における実験
や、課題研究の指導法などについて実験を中心に研修しま
す。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ６月 23 日（金） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 理科担当教員 ※一部指名 ８ １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 科学的な思考力と表現力を養うための、観
察、実験の方法について研修するとともに、
生徒に探究活動や課題研究を行わせる方法に
ついて協議し、授業力の向上を図る。 

  ○電磁気に関する指導法（講義・実習） 
○波動に関する指導法（講義・実習） 
 
 

備考  

110  【県立・理科】専門性を高める化学領域 

転換可能な深い理解を身に付ける実験の工夫について協議
するとともに、生徒の興味・関心や探究心を高めるための化
学実験についても研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ６月 23 日（金） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数 

－ － １日 職種・教科等 理科担当教員 ※一部指名 ８ １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 科学的な思考力と表現力を養うための、観
察、実験の方法について研修するとともに、
生徒に探究活動や言語活動を行わせる方法に
ついて協議し、授業力の向上を図る。 

  ○生徒の興味・関心を高めるとともに科学的思考力を養う
実験の工夫（講義・実習） 

○転換可能な深い理解を身に付ける実験の工夫 
               （講義・実習） 

備考  
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111  【県立・理科】専門性を高める生物領域 

 実験・実習を行うことが難しい単元で、実施できる実験や
実習を取り入れた授業展開について研修し、生徒の興味・関
心を高めることができる授業について検討します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ６月 22 日（木） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数 

－ － 1 日 職種・教科等 理科担当教員 ※一部指名 ８ １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 科学的な思考力と表現力を養うための、観
察、実験の方法について研修するとともに、
生徒に探究活動や課題研究を行わせる方法に
ついて協議し、授業力の向上を図る。 

  ○哺乳類の食性調査に関する実験の工夫（講義） 
○鳥類の食性調査に関する実験の工夫（講義・実習） 
○魚類の食性調査に関する実験の工夫（講義・実習） 
 

備考  

112  【県立・理科】専門性を高める地学領域 

 地学に関するモデル実験や野外で採集したサンプルを処理
して行う観察方法について研修し、生徒の興味・関心を高め
ることができる授業について検討します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ６月 22 日（木） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数 

－ － 1 日 職種・教科等 理科担当教員 ※一部指名 ８ １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 科学的な思考力と表現力を養うための、観
察、実験の方法について研修するとともに、
生徒に探究活動や課題研究を行わせる方法に
ついて協議し、授業力の向上を図る。 

  ○地球の活動を実感する授業の工夫（講義・実習） 
○観察実習の実践例（講義・実習） 

備考  
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201  【小中県・省令主任等】ミドルリーダー研修 

学校運営の中核的な役割を果たす教員を対象にした講座で
す。ミドルリーダーとしての資質・能力の向上や業務効率の改
善を図るとともに、学校の組織としての協働性や仕事満足度
を高め、よりよい学校づくりを目指します。  

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 ８月１日（火） 
指標 

キーワード 
豊かな人間性  組織貢献力 協働性・同僚性 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 
対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 
学校運営の中核的な役割を果
たす教員(省令主任等。管理職
を除く。主幹教諭は可。） 

60 ５ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 ミドルリーダーに求められている役割につ
いて理解する。喫緊の教育課題や教育法規等
の研修を通して、学校運営の中核となるミド
ルリーダーとしての資質・能力の向上を図る。 

  ○学校活性化とミドルリーダーの役割（講話） 
○学校経営と教育法規（講義・演習） 
＊愛媛大学 白松 賢教授 講義予定 
講義題目 マインドスキルを高める学級経営 
       －業務時短を学ぼう－ 

備考  

202  【研修主任】教員の資質・能力を高める校内研修の在り方 

各学校で研究と研修を担っている研修主任を対象とした講
座です。中教審答申で「新たな教師の学びの姿」が示される中、
教員のキャリアステージにおける指標について理解を深め、
効果的な研修を企画、運営して、共に学び合う職場環境づくり
を目指しましょう。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 １月 12 日（金） 
指標 

キーワード 
組織貢献力 協働性・同僚性 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

― 半日（午後） ― 職種・教科等 研修主任等 40 ５ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 校長等の受講奨励と校内研修の在り方や研
修推進の手法について理解を深め、研修主任
としての資質と指導力の向上を図る。 

  ○指標を活用した校内研修の在り方（講義・演習） 
○各校における校内研修運営について（協議） 

備考  

203  【授業改善】学習評価の在り方 

学習評価の基本的な考え方が分かる講座です。「今までと何
が違うの？」「観点別学習状況の評価はどのようにすればいい
の？」といった疑問について、丁寧に答えていきます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 ７月 12 日（水） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等（後）・特支（高） 定員 開催可能
人数 

― ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 40 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学習指導要領を踏まえた学習評価について
理解を深め、生徒の資質・能力向上と教師の
授業改善に資する評価の在り方について考え
る。 

  ○学習指導要領を踏まえた学習評価について（講義） 
○実践事例から考える学習評価の在り方（演習・協議） 
      
 

備考  

３ 課 題 別 研 修 

⑵ 教科指導力向上講座 

⑴ 学校運営講座 
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204  【中・国語】学習指導要領を踏まえた授業づくり 

中学校における国語の指導の「今」と「これから」を考え
ます。学習指導要領を踏まえ、求められている国語力を育成
するための指導方法について研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月 20 日（金） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 中・中等(前)・特支(中) 定員 開催可能
人数 

― ― 半日（午後） 職種・教科等 国語担当教員 20 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学習指導要領の趣旨に基づき、国語で正確
に理解し、適切に表現する資質・能力を育成
するためのよりよい指導の在り方を考え、授
業力の向上を図る。 
 

  ○主体的・対話的で深い学びについて（講義・演習） 
○指導方法の工夫と授業改善（演習・協議） 
＊外部講師を招く予定 

備考  

205  【県立・国語】学習指導要領を踏まえた授業づくり 

高等学校における国語の指導の「今」と「これから」を考
えます。学習指導要領を踏まえ、求められている国語力を育
成するための指導方法について研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月６日（金） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数 

― 半日（午後） ― 職種・教科等 国語担当教員 20 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学習指導要領の趣旨に基づき、国語で的確
に理解し、効果的に表現する資質・能力を育
成するためのよりよい指導の在り方を考え、
授業力の向上を図る。 

 

  ○主体的・対話的で深い学びについて（講義・演習） 
○指導方法の工夫と授業改善（演習・協議） 

備考  

206  【学校図書館】児童生徒の学びを支援する学校図書館の在り方 

学校図書館を担当する教職員の皆さんを対象に、よりよい
学校図書館の運営と読書指導の方法を考えます。子どもが訪
れたくなる学校図書館にするためのヒントがいっぱいの講座
です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月 31 日（火） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支(小中高) 定員 開催可能
人数 

― ― 半日（午後） 職種・教科等 司書教諭等学校図書館担当教職員 20 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校図書館の機能と役割についての理解を
深め、児童生徒の読書活動を推進し、授業等
の学習活動に生かすことのできる学校図書館
運営の充実を図る。 

  ○学校図書館の在り方（講義） 
○読書活動を推進する指導の工夫（講義・演習・協議） 
＊外部講師を招く予定 
 

備考  
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207 【社会、地歴・公民】地域素材を活用した授業づくり 

地域素材を利用した授業実践に必要な、郷土資料を活用す
る技能や、社会的な見方・考え方を育む授業づくりについて
考えます。愛媛大学教育学部の「教材研究プロフェッショナ
ル講座」と共催で実施します。

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 10 日 （火） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 社会、地歴・公民担当教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、愛媛県内の
身近な地域を事例とした、郷土資料の収集及
び郷土資料を活用した教材や、授業改善の工
夫について、歴史学習を切り口に考え、授業
力の向上を図る。 

○地域素材の重要性（愛媛大学による講義）
○学習指導要領での地域学習の取扱いと指導の実際

（総合教育センターによる講義） 
○地域研究の具体例（まなび推進課による講義）
○愛媛大学城北キャンパス周辺のフィールドワーク

備考 
会場は愛媛大学教育学部を予定しています。駐車場はありませんので、自家用車での参加は御遠慮

ください。 

208 【社会、地歴・公民】地理的な見方・考え方を踏まえた授業づくりの基礎 

高校や大学で、地理を学んでいない先生を主な対象として、
学習指導要領に示された地理的な見方・考え方について、基
礎的な理解を深め、地理に関する授業力の向上を図ります。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月７日 （金） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 社会、地歴・公民担当教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学習指導要領に示された地理的な見方・考
え方を踏まえた地理学習について、講義や演
習によって理解を深め、自分の周りの社会問
題や地理的事象を自ら考察できる児童生徒の
育成を図る。 

○２万 5000 分の１地形図の活用（講義・演習）
○ケッペンの気候区分の理解（講義・演習）
○統計資料の活用（講義・演習）
○Web GIS の活用（講義・演習）
○自然災害と地理（講義・演習）

備考 

209 【中・数学】学習指導要領を踏まえた授業づくり 

中学校数学科における主体的・対話的で深い学びを実現す
るための指導の在り方を一緒に考えていきましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月６日（金） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・中等（前）・特支（中） 定員 開催可能
人数

― ― 半日（午後） 職種・教科等 数学担当教員 20 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、主体的・対
話的で深い学びに向けた授業づくりや評価に
ついて研修し、授業力の向上を図る。 

○指導方法の工夫と授業改善（講義・協議）
○教材やＩＣＴ機器の活用方法（講義・協議・演習）
＊外部講師を招く予定

備考 事前に課題があります。内容の一部が変更になることがあります。 

43



 

 

 
 

210  【県立・数学】学習指導要領を踏まえた授業づくり 

高等学校数学科における主体的・対話的で深い学びを実現
するための指導の在り方を一緒に考えていきましょう。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月 11 日（水） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等（後）・特支（高） 定員 開催可能
人数 

― 半日(午後) ― 職種・教科等 数学担当教員 20 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 新学習指導要領や大学入試共通テストの趣
旨を踏まえ、主体的・対話的で深い学びに向
けた授業づくりや評価について研修し、授業
力の向上を図る。 

  ○指導方法の工夫と授業改善（講義・協議） 
○教材やＩＣＴ機器の活用方法（講義・協議・演習） 
＊外部講師を招く予定 
 
 

備考 事前に課題があります。内容の一部が変更になることがあります。 

211  【小・理科】３年生における観察、実験の基礎 

小学校３年生の授業で活用できる観察、実験の基礎につい
て研修します。これからの授業に生かせる内容です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 ８月７日（月） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・特支(小) 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 科学的な見方・考え方を養うために、見通
しをもって児童が観察、実験に取り組める指
導法について研修する。 

  ○風やゴムの働きの指導法（講義・実験） 
○光の性質、太陽と地面の様子の指導法（講義・実験） 
○授業に生かせる手作り教材の作成（講義・演習） 
 
 

備考  

212  【小・理科】４年生における観察、実験の基礎 

小学校４年生の授業で活用できる観察、実験の基礎につい
て研修します。これからの授業に生かせる内容です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 ８月 29 日（火） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・特支(小) 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 科学的な見方・考え方を養うために、見通
しをもって児童が観察、実験に取り組める指
導法について研修する。 
 
 

  ○物の性質の指導法（講義・実験） 
○季節と生物の指導法（講義・実験） 
○授業に生かせる手作り教材の作成（講義・演習） 
 

備考  
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213 【小・理科】５年生における観察、実験のスキルアップ 

理科の観察、実験の中には教科書どおりの結果が得られな
いこともあります。小学校５年生の内容について、授業で活
用できる観察、実験について研修します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月 26 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・特支(小) 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

観察、実験を通して、課題解決の能力を育
むとともに、実感を伴った理解を図るための
指導法について研修し、指導技術の向上を図
る。 

○電流の働きの指導法（講義・実験）
○物の溶け方の指導法（講義・実験）
○授業に生かせる手作り教具の作成（講義・演習）

備考 

214 【小・理科】６年生における観察、実験のスキルアップ 

理科の観察、実験の中には教科書どおりの結果が得られな
いこともあります。小学校６年生の内容について、授業で活
用できる観察、実験について研修します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月 27 日（木） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・特支(小) 定員 
開催可能

人数 

― ― １日 職種・教科等 教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

観察、実験を通して、課題解決の能力を育
むとともに、実感を伴った理解を図るための
指導法について研修し、指導技術の向上を図
る。 

○人の体のつくりと働きの指導法（講義・実験）
〇月と太陽の指導法（講義・実習）
○授業に生かせる手作り教具の作成（講義・演習）

備考 

215 【中・理科】エネルギー、粒子領域の指導スキルアップ 

生徒実験が成功するための観察、実験のコツを学べます。
日々の授業のヒントとなる工夫や指導のポイントについても
紹介します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月 12 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・中等(前)・特支(中) 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 理科担当教員 16 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、
科学的な思考力を養うための観察や実験につ
いて研修し、専門性を高め授業力の向上を図
る。 

 ○電流と磁界の指導法（講義・実験）
○指導法の工夫と授業改善（講義・実験・協議）

備考 
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216 【中・理科】生命、地球領域の指導スキルアップ 

生徒実験が成功するための観察、実験のコツを学べます。
日々の授業のヒントとなる工夫や指導のポイントについても
紹介します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月 12 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・中等(前)・特支(中) 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 理科担当教員 16 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、
科学的な思考力を養うための観察や実験につ
いて研修し、専門性を高め授業力の向上を図
る。 

 ○植物の体のつくりと働きの指導法（実験）
○主体的・対話的で深い学びに関する指導法（講義）
○気象とその変化の指導法（講義・実習）
○地球と宇宙の指導法（講義・実習）

備考 

217 【県立・数・理】課題研究指導の基礎 

課題研究を初めて指導する先生方を対象として、研究指導
の基礎やポイントと研究活動についての留意事項や考え方を
研修します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月７日（金） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 数学・理科担当教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

課題研究指導についての基礎的素養を身に
付けるとともに、研究活動における基本的な
考え方や留意点を学び、教科指導力の向上を
図る。 

○課題研究の指導とは（講義・演習）
○研究倫理と安全管理の基本的な考え方（講義）
○科学的な思考について（講義・実習）

備考 

218 【小・生活】気付きの質を高める授業づくり 

「活動や体験」をどのように学びにつなげ、学びの質を高
めていくか考えている先生方を対象にしています。低学年特
有の学び方について考えます。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 19 日（木） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・特支（小） 定員 開催可能
人数

― ― 半日（午後） 職種・教科等 教員 30 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

気付きの質を高めるための指導のポイント
と評価の在り方について理解を深め、指導力
の向上を図る。 

○低学年教育の充実に向けた生活科授業の在り方（講義）
○気付きの質を高める表現活動の在り方（協議・演習）
＊外部講師を招く予定

備考 内容の一部が変更になることがあります。また、事前の提出物については後日お知らせします。 
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219  【小・図画工作】学習指導要領を踏まえた図画工作の授業づくり 

図画工作科における主体的・対話的で深い学びの実現に向
けた指導の在り方について考えます。また、教科の特性を踏
まえたＩＣＴ活用の在り方について考えます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月 27 日（金） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・特支（小） 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 図画工作担当教員 ８ １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 図画工作科における主体的・対話的で深い
学びにつながる理論や実技を通して、新しい
時代に求められる資質・能力について理解を
深めるとともに、指導力の向上を図る。 
 

  ○学習指導要領において求められる資質・能力（講義） 
○「造形遊び」における指導方法の工夫と授業改善 

（講義・演習） 
＊外部講師を招く予定 

備考 内容の一部が変更になることがあります。 

220  【中・音楽、県立・芸術】学習指導要領を踏まえた音楽の授業づくり 

音楽科・芸術科（音楽）における主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた指導の工夫について学びます。また、教科
の特性を踏まえたＩＣＴ活用の在り方について考えます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 11 月 21 日（火） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 中・高・中等・特支（中高） 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 音楽・芸術（音楽）科担当教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 音楽科・芸術科における主体的・対話的で
深い学びにつながる理論や実践を通して、新
しい時代に求められる資質や能力を育む指導
法について考える。 
 

  ○学習指導要領において求められる資質・能力（講義） 
○ＩＣＴを活用した指導方法の工夫（講義・演習） 
＊外部講師を招く予定 

備考 内容の一部が変更になることがあります。 

221  【小・体育】学習指導要領を踏まえた授業づくり 

体育科における「主体的・対話的で深い学び」についての
理解が深まり、授業改善に役立つ充実した研修です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 ７月 13 日（木） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・特支（小） 定員 開催可能
人数 

― ― 半日（午後） 職種・教科等 体育担当教員 30 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 体育科において、新しい時代に求められる
資質・能力について理解を深めるとともに、
授業での指導の工夫・改善について考える。 

  ○「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善 
（講義・実技） 

○子どもの体力向上に向けた授業改善(講義) 
○研修内容を踏まえた自校での取組(協議) 
＊外部講師を招く予定 
 

備考 内容の一部が変更になることがあります。 
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222 【中県・保健体育】学習指導要領を踏まえた授業づくり 

保健体育科における「主体的・対話的で深い学び」につい
ての理解が深まり、授業改善に役立つ充実した研修です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ９月 29 日（金） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・高・中等・特支（中高） 定員 開催可能
人数

― ― 半日（午後） 職種・教科等 保健体育担当教員 30 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

保健体育科において、新しい時代に求めら
れる資質・能力について理解を深めるととも
に、授業での指導の工夫・改善について考え
る。 

○「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善
（講義） 

○研修内容を踏まえた自校での取組（協議）
＊外部講師を招く予定

備考 内容の一部が変更になることがあります。 

223 【中・技・家（技術）】技術の見方・考え方を働かせる学習指導の在り方 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、これからの中学校技術・家
庭科（技術分野）の授業づくりについて研修します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 11 月 22 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・中等(前)・特支(中) 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 技術･家庭科(技術分野)担当教員 ８ ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

実践的・体験的な活動を通して、生徒が技
術の見方・考え方を働かせることのできる指
導法を研修することで、教科等指導力の向上
を図る。 

○生徒が技術の見方・考え方を働かせる教科指導の在り方
（講義） 

○ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプ
ログラミング等について（実習）

備考 

224 【中・技・家（家庭）】人とよりよく関わる力を育む保育の授業づくり 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 12 日（木） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・中等(前)・特支(中) 定員 開催可能
人数

○ ― 半日(午後) 職種・教科等 技術･家庭(家庭分野)担当教員 12 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学習指導要領に示された生活の営みに係る
見方・考え方を踏まえた保育に関する授業づ
くりについて研修し、家庭科の実践的指導力
の向上を図る。 

〇絵本の読み聞かせと手遊び（講義・演習） 
〇おもちゃ作りと触れ合い活動（講義・演習） 
〇家庭科におけるＩＣＴ活用法（動画） 
＊外部講師を招く予定 

備考 内容の一部が変更になることがあります。 
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学習指導要領の趣旨を踏まえ、これからの中学校技術・家
庭科（家庭分野）の授業づくりについて研修します。 



225 【県立・家庭】生徒の主体的な学びを促す家庭科の授業づくり 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、これからの高等学校家庭科
の授業づくりについて研修します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月３日（火） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 高・中等（後）・特支（高） 定員 開催可能
人数

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 家庭担当教員 12 ２ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、主体的・対
話的で深い学びに向けたこれからの授業づく
りや問題解決学習について研修し、家庭科の
実践的指導力の向上を図る。 

〇高齢者との関わり方と介護技術の基本（講義・演習） 
〇問題解決学習と事例研究（協議） 
〇家庭科におけるＩＣＴ活用法（動画） 
＊外部講師を招く予定 

備考 内容の一部が変更になることがあります。 

226 【小・外国語】小学校における外国語教育の基礎・基本 

外国語活動や外国語科の授業づくりの基礎・基本を学び、
今後の指導内容等を一緒に考えます。英語発音の基礎につい
て研修することでスキルアップを図ります。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ９月 29 日（金） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・特支(小) 定員 開催可能
人数

○ ― 半日(午後) 職種・教科等 外国語活動・外国語担当教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

コミュニケーション能力の素地や基礎を養
う外国語活動・外国語科の授業づくりや英語
発音の基礎等について研修し、指導力の向上
を図る。 

○外国語教育の現状と今後の方向性（事前動画視聴）
○教科等横断的な視点に立った授業づくり（講義）
○英語発音トレーニング（講義・演習）
○指導方法の工夫と授業改善（協議）

備考 事前（9/7～9/28）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 

227 【小中・外国語】学びのつながりを意識した外国語活動・外国語科の授業づくり 

外国語教育の改善が図られている中で、小学校から中学校
への学びの接続が課題の一つとなっています。文字の扱い方
を含め、今後の指導内容等を一緒に考える講座です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月４日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・中等(前)・特支(小中) 定員 開催可能
人数

○ ― 半日(午後) 職種・教科等 外国語活動・外国語担当教員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

小学校における外国語活動・外国語科を中
心に、中学校外国語との円滑な接続に資する
授業づくりについて研修し、指導力の向上を
図る。 

○外国語教育の現状と今後の方向性（事前動画視聴）
○文字指導の導入及び読むこと・書くことの指導

（講義・演習） 
○指導方法の工夫と授業改善（協議）

備考 事前（9/12～10/3）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 
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228 【中・英語】学びの質の向上を目指した授業づくり 

中学校と県立学校の外国語担当教員が共に研修する内容も
あります。講義や協議を通して、校種間を円滑に接続し、生
徒の学びをより確かなものにするための研修です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 11 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 中・中等(前)・特支(中) 定員 開催可能
人数

― ― 半日(午後) 職種・教科等 外国語担当教員 15 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学びの系統性を踏まえた上で、コミュニケ
ーションを図る資質・能力を育成する授業づ
くり及び英語力向上を目指した効果的な指導
方法について研修する。 

○外国語教育の現状と今後の方向性（講義）
○言語活動事例研究（協議）
○英語力向上のための指導方法の工夫（講義・協議）

備考 事前の課題があります。一部県立学校と合同で実施します。 

229 【県立・英語】学びの質の向上を目指した授業づくり 

中学校と県立学校の外国語担当教員が共に研修する内容も
あります。講義や協議を通して、校種間を円滑に接続し、生
徒の学びをより確かなものにするための研修です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 11 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 高・中等(後)・特支(高) 定員 開催可能
人数

― ― 半日(午後) 職種・教科等 外国語担当教員 15 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

学びの系統性を踏まえた上で、コミュニケ
ーションを図る資質・能力を育成する授業づ
くり及び英語力向上を目指した効果的な指導
方法について研修する。 

○外国語教育の現状と今後の方向性（講義）
○言語活動事例研究（協議）
○英語力向上のための指導方法の工夫（講義・協議）

備考 事前の課題があります。一部中学校と合同で実施します。 

230 【小中・道徳】「考え、議論する道徳」の実現に向けて 

「考え、議論する道徳」の一層の充実に向け、指導観を明
確にした授業づくりや道徳的価値観の自覚を深める効果的な
指導方法などの授業改善や評価について一緒に学びません
か。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ２月 21 日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・中等（前）特支（小中） 定員 開催可能
人数

― 半日（午後） ― 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

道徳教育及び道徳の時間の意義や指導方
法、評価について研修を深めることにより、
道徳教育実践への意欲を高めるとともに教員
の資質・指導力の向上を図る。 

○今、求められている道徳教育の充実を目指して（講義）
○道徳教育の特質を生かした学習指導の展開（講義）
○指導方法の工夫と授業改善（協議）

備考 

⑶ 道徳・総合・特活講座
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231  【小中・道徳】道徳科の授業の充実を図るために 

道徳科の授業の充実を図る上で、押さえておきたい内容を
動画で配信します。授業力の向上を目指す講座です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 12～１月 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・中等（前）・特支（小中） 定員 開催可能
人数 

○ ― ― 職種・教科等 教職員  １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 「特別の教科 道徳」における指導の配慮
事項について理解を深め、「考え、議論する道
徳」に向けた授業の質的向上を図る。 

  ○学習指導要領の趣旨を踏まえた道徳科の授業 
○道徳科の特質を踏まえた授業改善 
○道徳科の授業におけるＩＣＴの効果的な活用 
 

備考 
実施期間中に動画を視聴し、各自研修を行います。集合研修は行いません。視聴後にアンケートを

提出していただきます。 

232  【小中・総合】「主体的・対話的で深い学び」を実現する総合的な学習の時間 

問題解決的な活動が発展的に繰り返される「探究的な学
習」や多様な考えを持つ他者と関わり合う「協働的な学習」
を進めるための学習指導の在り方について学ぶ講座です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月 31 日（火） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・中等（前）・特支（小中） 定員 開催可能
人数 

― 半日(午後) ― 職種・教科等 教職員 30 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 探究的、協働的な学習を進める上での指導
のポイントと評価の在り方について理解を
深め、指導力の向上を図る。 

  ○総合的な学習の時間とカリキュラム・マネジメント 
（講義） 

○総合的な学習の時間における指導上の工夫と課題 
（講義・協議） 

 

備考 
半日でオンライン研修（ライブ配信）を行います。また、事前に自校の年間指導計画のデータを提

出していただき、協議資料とします。 

233  【特別活動】小・中学校における特別活動の在り方 

各学校で特別活動を充実させたいと考えている先生方が
対象です。今求められる特別活動の在り方について考えませ
んか。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 10 月４日（水） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 学級経営力 生徒指導力・教育相談力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・中等(前)・特支(小中) 定員 開催可能 
人数 

― ― 半日(午後) 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 受講者が抱える課題を基に講義や演習を行
い、今、求められる特別活動の在り方について
考え、指導力の向上を図る。 

  ○今求められている特別活動の在り方（講義） 
○各校の実践を踏まえた情報交換や協議、演習 
※各学校や各個人の取組における課題を踏まえ、情報交換 
や協議、演習を行います。 

＊外部講師を招く予定 

備考 事前に、各自の特別活動の実践における課題点をアンケートで回答してもらいます。 
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234  【小中・学級経営】魅力のある学級経営の在り方 

「学級経営についてもっと学びたい。」と考えている先生方
が対象です。児童生徒、そして教師が「明日も行きたい。」と
思えるような魅力ある学級経営の在り方について一緒に学び
ましょう。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 ８月 30 日（水） 
指標 

キーワード 

学び続ける向上心 学級経営力  

生徒指導力・教育相談力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・中等(前)・特支(小中) 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 教職員 40 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学級経営についての講義や実践発表を基に
した協議を行うことで、魅力ある学級経営に
つながる実践について理解を深め、学級経営
力の向上を図る。 

  ○学級経営の在り方について（講義） 
○学級経営の具体について（講義） 
○各自の実践の振り返り（協議） 
＊外部講師（現職の教職員）を招く予定 

備考  

235  【小中県・カリキュラム・マネジメント】地域と連携した魅力ある学校づくり 

カリキュラム・マネジメントは、学校の全ての教職員の参
加によって教科横断的に作り上げていくものです。より魅力
的な学校を作り上げるための地域と連携したカリキュラム・
マネジメントの在り方について学ぶ講座です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 10 月 13 日（金） 
指標 

キーワード 
組織貢献力 地域と連携・協働する力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

― 半日(午後) ― 職種・教科等 教職員 40 ５ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校の人的・物的資源等を生かしたカリキ
ュラム・マネジメントの基本的な考え方を学
ぶとともに、講義と演習を通して、より学校
の魅力を高めるための実践力の向上を図る。 

  ○カリキュラム・マネジメントの在り方について 
（講義・演習） 

○学校における魅力あるカリキュラム・マネジメントの実
践について               （講義・演習） 
＊外部講師を招く予定 

備考  

236  【日本語指導】多文化共生の視点からの外国人児童生徒等教育 

増える外国人児童生徒等への教育の現状と課題について学
び、日本語能力の評価判定方法や実際の指導方法などについ
て研修し、多文化共生社会の実現に向けて、各校で実践でき
ることを検討します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 11 月 29 日（水） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

○ ― 半日(午後) 職種・教科等 教職員 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 外国人児童生徒の増加に伴い必要性を増す
日本語指導について研修を行うとともに、各
校での実践内容を協議し、日本語指導への理
解を深め、外国人児童生徒等への指導力向上
を図る。 

  〇外国人児童生徒等の現状と課題（事前動画視聴） 
〇日本語指導の在り方（講義・演習） 
〇「日本語教室/国際教室」の現場から（講義） 
〇各校における現状と課題（協議） 
＊外部講師を招く予定 

備考 
事前に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。また、各校の実態（当該児童生徒が在籍し

ていなくても可）をまとめて事前課題として提出していただき、協議資料とします。 

⑷ テーマ別研修講座 
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237 【防災教育】防災の基礎知識と防災意識を高める取組 

防災教育の進め方や防災に関する基礎知識が身に付き、
先進的な防災教育の実践例を学ぶことができる、実践的な
研修です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ８月 30 日（水） 
指標 

キーワード

【幼稚園】学校安全の意識・危機管理能力 
【教員】学校安全の意識・危機管理能力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

○ ― 半日(午後) 職種・教科等 教職員 50 ５ 

〔目的〕 〔内容等〕 

防災教育の進め方や防災に関する基礎知
識を身に付け、防災教育の先進的な実践事例
を参考に、今後の自校における防災教育の充
実を図る。 

○防災教育の進め方と防災に関する基礎知識（講義）
○児童生徒の防災意識を高める取組（講義）
○自校における防災教育の充実（講義・演習）
※本講座は、地震・津波を中心に取り上げ、児童生徒の防災 
意識を高めることを目的として実施します。

＊外部講師を招く予定 

備考 
研修後に動画を視聴（期間は 8/30～9/13）します。 
内容の一部が変更になることがあります。 

238 【環境教育】学校における環境教育 

学校における環境教育の在り方やＳＤＧｓについて理解を
深め、自校で実践できることについて考えます。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月 14 日（金） 
指標 

キーワード

【幼稚園】地域と連携・協働する力 
【教員】教科等指導力 地域と連携・協働する力

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

― ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

持続可能な社会の実現に向けた環境教育へ
の理解を深めるとともに、ＳＤＧｓの実現に
貢献するＥＳＤを行うための実践的指導力の
向上を図る。 

○持続可能な社会を目指した環境教育の在り方（講義）
○学校における持続可能な取組の進め方（講義）
○環境教育の指導実践（協議）
＊外部講師を招く予定

備考 
各校園の環境教育やＳＤＧｓへの取組を、当日の協議で発表していただきますので、各自で簡潔に

まとめておいてください。（事前に提出する必要はありません。） 

239 【キャリア教育】これからのキャリア教育 

学習指導要領を踏まえ、これからのキャリア教育に求めら
れていることについての理解を深め、自校で実践できること
を考えていきます。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ８月 29 日（火） 
指標 

キーワード
えひめ人材育成力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

－ － １日 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

キャリア教育についての理解を深めるとと
もに、自校で実践できることについて協議し、
キャリア教育の指導力の向上を図る。

○キャリア教育の動向（講義）
○キャリア教育の在り方（講義）
○キャリア教育の進め方（講義）
○キャリア教育の現状と課題（協議）
＊外部講師を招く予定

備考 
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240 【食育】子どもの健康を育む食に関する指導のために 

講義や演習を通して、指導力の向上を目指します。様々な
立場から、子どもたちの食に関する健康課題の解決に向けて
考えましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ８月 29 日（火） 
指標 

キーワード

【幼稚園】幼児理解力・総合的指導力 

【教員】教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 
幼・認定こども園・小・中 

・中等（前期）・特支（小中） 
定員 開催可能

人数

― ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 30 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

ワークショップ型の演習や協議を通して、
食に関する指導の在り方について理解を深め
るとともに、指導力の向上を図る。 

○ＳＤＧｓワークショップ「買い物ゲーム」（演習）
○ＳＤＧｓについて（講義）
＊外部講師を招く予定

備考 「【健康教育】子どもの健康を育む指導のために」は、来年度開催する予定です。 

241 【小中・人権・同和教育】実践力の育成につながる人権・同和教育の在り方 

同和問題学習をはじめとする様々な人権学習の推進を通し
て、人権の確立と差別解消に向けた児童生徒の意欲や技能、
態度、主体的に行動できる力の育成を目指す講座です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ８月 23 日（水） 
指標 

キーワード
人権感覚・人権意識 教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・中等（前）・特支（小中） 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

人権・同和教育の推進についての認識を深
めるとともに、児童生徒の発達段階に応じた
学習について、指導案の作成やグループ協議
を通して、指導力の向上を図る。 

○「第三次とりまとめ」に基づく指導の在り方（講義）
○個別の人権課題に関する指導の在り方（講義）
○同和問題学習の効果的な指導の在り方（演習・協議）

備考 生涯学習センターで開催します。 

242 【県立・人権・同和教育】実践力の向上につながる人権・同和教育の在り方 

同和問題学習をはじめとする様々な人権学習の推進を通し
て、人権の確立と差別解消に向けて自ら取り組もうとする生
徒の意欲や資質、実践力の向上を目指す講座です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ８月 21 日（月） 
指標 

キーワード
人権感覚・人権意識 教科等指導力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 高・中等（後）・特支（高） 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

人権・同和教育の推進についての認識を深
めるとともに、生徒の発達段階に応じた学習
について、指導案の作成やグループ協議を通
して、指導力の向上を図る。 

○「第三次とりまとめ」に基づく指導の在り方（講義）
○個別の人権課題に関する指導の在り方（講義）
○人権・同和教育ホームルーム活動の効果的な指導の在り
方（演習・協議）

備考 生涯学習センターで開催します。 

⑸ 人権・同和教育講座
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243  【小・情報】小学校プログラミング教育の授業づくり 

プログラミング教育の意義を理解するとともに、実際にプ
ログラミング体験を行うことを通して、具体的な授業実践事
例を学び、ＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 Ａ…８月 30 日（水）Ｂ…10 月 19 日（木） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・特支(小) 定員 開催可能
人数 

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 
Ａ･Ｂ 
各 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 小学校におけるプログラミング教育の意義
を理解するとともに、プログラミング教材を
活用した実習を通して、小学校教員のプログ
ラミングに関する指導力の向上を図る。 

  ◯プログラミング教育の意義(事前動画視聴) 
◯プログラミング教材の活用(実習) 
◯プログラミング教育の在り方について(協議) 

備考 Ａ、Ｂは同じ内容での研修となります。重複しての受講はできません。 

244  【県立・情報】「情報Ⅰ」の授業づくり 

「情報Ⅰ」の指導内容であるプログラミングやデータ活用
を中心に、講義や実習を通して、指導力の向上を目指します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 ７月 28 日（金） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等（後）・特支（高） 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 情報担当教員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 共通教科「情報Ⅰ」の学習指導要領に示さ
れているプログラミングやデータ活用を中心
に、授業における活用方法の習得や大学入学
共通テストに対応した指導力向上を目的とす
る。 

  ◯コンピュータとプログラミング（講義・実習） 
◯情報通信ネットワークとデータの活用（講義・実習） 
 
 

備考  

245  【県立・情報】オンデマンド教材による「情報Ⅰ」の授業づくり 

「情報Ⅰ」の指導内容である四つの分野についての研修内
容を、動画でオンデマンド配信し、指導力の向上を目指しま
す。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 10～３月 
指標 

キーワード 
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 高・中等（後）・特支（高） 定員 開催可能
人数 

○ ― ― 職種・教科等 情報担当教員  １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 共通教科「情報Ⅰ」の学習指導要領に示さ
れている四つの分野について、授業における
活用方法の習得や大学入学共通テストに対応
した指導力向上を目的とする。 

  ○情報社会の問題解決 
◯コミュニケーションと情報デザイン 
◯コンピュータとプログラミング 
◯情報通信ネットワークとデータの活用 
※上記の内容を中心に動画で配信 

備考  

⑹ 情報教育講座 
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246  【情報】子どもを守るためのネット問題対策の在り方 

最近のネット問題やネット上での消費者トラブルの現状を
把握し、児童生徒への情報モラル教育の進め方や学校と保護
者との連携などについて、研修を深めます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 ８月 29 日（火） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

○ 半日（午後） ― 職種・教科等 教職員  １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 インターネットやスマートフォン等のトラ
ブルを防止するために必要な知識や技能を身
に付けるとともに、児童生徒への指導や保護
者への啓発の在り方について研修を行い、指
導力の向上を図る。 

  ◯ネット問題の現状(事前動画視聴) 
◯ネット上の消費者トラブルの現状と対策(講話) 
◯児童生徒への指導と家庭や地域との連携の在り方（協議） 
＊外部講師による消費者トラブルに関した講話を予定 
 

備考  

247  【情報】クラウドサービス活用-Microsoft365-（基礎編・応用編） 

Microsoft Teams 等を活用して、Microsoft365 の基本的な
アプリの操作を習得するとともに、学校での効果的な活用法
について学び、ＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 Ａ…８月 24 日（木）Ｂ…10 月 25 日（水） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 

対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 
Ａ･Ｂ各 20 
基礎・応用 

計 20 名 
１ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 Microsoft Teams 等を活用し、校務に役立
つ活用方法や、ＩＣＴを活用した質の高い学
びを全ての児童生徒が享受できるような、オ
ンライン教育の在り方について研修を行い、
ＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

  ◯ＧＩＧＡスクール構想下での情報モラル(事前動画視聴) 
◯Microsoft Teams の機能を活用したオンライン教育の
授業について（講義・実習） 

※基礎編と応用編に対応して研修を行います。 

備考 
Ａ、Ｂは同じ内容での研修となります。重複しての受講はできません。 
「基礎編」と「応用編」のどちらかを選択していただきます。 

248  【情報】クラウドサービス活用-Google Workspace for Education-（基礎編・応用編） 

Google Classroom 等を活用して、 Google Workspace for 
Education の基本的なアプリの操作を習得するとともに、学
校での効果的な活用法について学び、ＩＣＴ活用指導力の向
上を図ります。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ●   

実施日 Ａ…８月７日（月）Ｂ…10 月 31 日（火） 
指標 

キーワード 
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 

対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 

Ａ･Ｂ各 20 
基礎・応用 

計 20 名 
１ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 Google Classroom 等を活用し、校務に役立
つ活用方法や、ＩＣＴを活用した質の高い学
びを全ての児童生徒が享受できるような、オ
ンライン教育の在り方について研修を行い、
ＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

  ◯ＧＩＧＡスクール構想下での情報モラル(事前動画視聴) 
◯Google Classroom の機能を活用したオンライン教育の
授業について（講義・実習） 

※基礎編と応用編に対応して研修を行います。 

備考 
Ａ、Ｂは同じ内容での研修となります。重複しての受講はできません。 
「基礎編」と「応用編」のどちらかを選択していただきます。 
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249 【情報】iPad や授業支援アプリの基本的な活用 

iPad の基本的なアプリや、ロイロノート等の授業支援アプ
リの操作を習得し、学校での効果的な活用法について学び、
ＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 Ａ…７月 26 日（水）Ｂ…10 月 17 日（火） 
指標 

キーワード
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 
Ａ･Ｂ
各 20 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

iPadやロイロノート等の授業支援アプリの
基本操作を習得するとともに、具体的な授業
展開についての実践力を高め、教育の情報化
に対応するためのＩＣＴ活用指導力の向上を
図る。 

◯ＧＩＧＡスクール構想下での情報モラル(事前動画視聴)
○iPad の機能と基本的な活用(実習)
○ロイロノート等の授業支援アプリの基本的な活用（実習） 
◯iPad やロイロノート等の授業支援アプリの授業展開事例

の考察（協議）

備考 Ａ、Ｂは同じ内容での研修となります。重複しての受講はできません。 

250 【情報】知っておきたい！動画編集の基礎知識 

マルチメディアコンテンツ（写真・音声・動画等）を活用
したスライドショーの作成や動画編集の実習を行います。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 Ａ…８月 22 日（火）Ｂ…10 月 11 日（水） 
指標 

キーワード

【幼稚園】幼児理解力・総合的指導力 
【教員】教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 教職員 
Ａ･Ｂ 
各 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

マルチメディアコンテンツ（写真・音声・
動画等）の素材を加工・編集することを通し
て、マルチメディア教材作成に必要な知識・
技能を習得し、教育の情報化に対応するため
のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

◯パワーポイントや動画編集ソフトを活用したマルチメデ
ィア教材作成（講義・実習）

◯動画編集(実習)

備考 Ａ、Ｂは同じ内容での研修となります。重複しての受講はできません。 

251 【情報】ＣＢＴシステム（ＥＩＬＳ）の基本的な活用 

ＣＢＴシステム（ＥＩＬＳ）を使って、様々な解答形式の
問題を作成し、日々の授業で活用するためのＩＣＴ活用指導
力の向上を目指します。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 Ａ…７月 27 日（木）Ｂ…12 月６日（水） 
指標 

キーワード
教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

― ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 
Ａ･Ｂ 
各 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

ＣＢＴシステム（ＥＩＬＳ）を活用した問
題作成等の研修を行い、日々の授業で活用す
る方法を学び、ＩＣＴ活用指導力の向上を図
る。 

○ＣＢＴシステム（ＥＩＬＳ）の概要（講義）
○ＣＢＴシステム（ＥＩＬＳ）での作問（実習）

備考 Ａ、Ｂは同じ内容での研修となります。重複しての受講はできません。 
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252  【情報】校務に役立つ文書作成や表計算の便利技（基礎編・応用編） 

校務に役立つ文書作成や表計算の活用方法を学ぶことを通
して、校務の情報化に対応するためのＩＣＴ活用指導力の向
上を目指します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ●  

実施日 11 月７日（火） 
指標 

キーワード 

【幼稚園】幼児理解力・総合的指導力 

【教員】ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 教職員 計 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 校務で必要な文書作成や表計算の活用方法
を学び、校務の情報化に対応するためのＩＣ
Ｔ活用指導力の向上を図る。 

  ○文書作成ソフトウェアの活用(講義・実習) 
○表計算ソフトウェアの活用(講義・実習) 
○ワードとエクセルを組み合わせたデータ活用 

(講義・実習) 
※それぞれの内容を基礎編と応用編に対応して研修を行いま 
す。 

備考 「基礎編」と「応用編」のどちらかを選択していただきます。 

253  【情報】学校における著作権 

ＩＣＴを活用した教育活動において著作権に関する知識や
意識が必要不可欠です。授業や学校ホームページにおいて著
作物を適正に利用する方法を学ぶことを通して、著作権に関
する理解を深めます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

● ● ● ● 

実施日 10 月５日（木） 
指標 

キーワード 

【幼稚園】幼児理解力・総合的指導力 

【教員】教科等指導力 ＩＣＴ活用能力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

― 半日（午後） ― 職種・教科等 教職員  １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 著作権についての講義などを通じて、教職
員の著作権に関する理解を深め、授業や学校
ホームページでの著作物の適正な利用により
教育活動の充実を図る。 

  ○著作権の概要（講義) 
○授業目的公衆送信補償金制度の現状と留意点（講義） 
○学校ホームページにおける著作物の利用について（講義） 
 

備考  

254  【生徒指導】いじめの未然防止と早期対応 

いじめの問題への対応は学校における最重要課題の一つで
す。「いじめ」の視点から、子どもたち一人一人の安心できる
居場所を保障するために何が必要なのかを考えます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ８月２日（水） 
指標 

キーワード 
学級経営力 生徒指導力・教育相談力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

〇 ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 いじめの問題の現状について理解するとと
もに、人間関係のトラブルで悩んでいる子ど
もたち等への支援の在り方を考え、いじめの
問題に適切に対応するための教員の「関わる
力」の向上を図る。 

  ○いじめ問題の現状を踏まえた、いじめの定義・認知・組織
的対応等（事前動画視聴） 

○事例等に基づいた具体的な対応や未然防止への取組 
＊外部講師を招く予定            （協議） 
 

備考 事前に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 

⑺ 生徒指導・教育相談講座 
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255 【生徒指導】怒りの理解とコントロール（アンガーマネジメント） 

生徒指導において「つい、カッとなって･･･」ということは
ありませんか。怒りはコントロールすることができます。ア
ンガーマネジメントを学び、よりよい人間関係を築くきっか
けをつかみませんか。

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 25 日（水） 
指標 

キーワード
生徒指導力・教育相談力 対人関係力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

〇 － 半日（午後） 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

怒りの発生のメカニズムを理解し、怒りを
コントロールする方法について学ぶ。また、
学校現場における事例から怒りのコントロー
ルについて考える。

○怒りの理解（事前動画視聴）
○怒りのコントロール(講義・演習）
＊外部講師を招く予定

備考 事前に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 

256 【生徒指導】不登校児童生徒の支援 

不登校への理解を深め、支援の質を向上させるチャンスと
なる研修です。本研修では、不登校児童生徒への適切な支援
の在り方について考えます。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 10 月 18 日（水） 
指標 

キーワード
生徒指導力・教育相談力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

－ 半日(午後） － 職種・教科等 教職員 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

不登校児童生徒への適切な支援について考
えるとともに、不登校への理解を深め、不登
校児童生徒への支援の在り方を考える。 

○不登校児童生徒の支援（講義）
○不登校児童生徒の支援の実際（講義・協議）
＊外部講師を招く予定

備考 半日ライブ配信で研修を行います。 

257 【生徒指導】生徒指導上の諸課題における学校と関係機関との連携 

生徒指導上の諸課題は、子どもたちを取り巻く環境に合わ
せて日々変化をしています。それらに対応するために、学校
と関係機関との連携について考えます。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 11 月 22 日（水） 
指標 

キーワード
生徒指導力・教育相談力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

〇 半日（午後） － 職種・教科等 教職員 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

今の子どもたちの生徒指導上の諸課題につ
いて理解を深めるとともに、学校と関係機関
との連携の在り方を考える。 

○生徒指導上の諸課題への対応－関係機関との連携－
（事前動画視聴） 

○学校と警察との連携－日常起こり得る事例から考える－
（講義） 

○子ども・女性支援センターの業務と学校との連携（講義） 
＊外部講師を招く予定

備考 事前に動画を視聴した後、半日ライブ配信で研修を行います。 
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258  【教育相談】子どもの心に寄り添う教育相談スキルアップ 

問題よりも人々の持つ肯定的な側面に焦点を当てることを
重視する援助方法の一つである解決志向アプローチの理論や
技法を中心に研修します。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 11 月 15 日（水） 
指標 

キーワード 

【幼稚園】教育相談力・子育て支援力 
【教員】生徒指導力・教育相談力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

○ － 半日（午前） 職種・教科等 教職員 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 学校現場で使える教育相談の理論や技法に
関する講義や演習を行い、子どもや保護者の
心に寄り添う教育相談のスキルアップを図
る。 

  ○解決志向アプローチの理論（事前動画視聴） 
○解決志向アプローチの技法（講義・演習） 
○学校現場での実践（講義・協議） 
＊外部講師（大学教員・学校教員）を招く予定 
 

備考 事前に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 

259  【幼児教育】主体的・対話的な学びに向けた実技研修 

幼児の遊びを主体的・対話的な学びへと発展させるために
は、幼児が何をしたいのか何を思っているのかを理解する力
が必要です。様々な実技を通して、幼児の心の動きを推測し、
それを学びへとつなげる方法を考えましょう。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ●  

実施日 ７月 31 日（月） 
指標 

キーワード 

【幼稚園】幼児理解力・総合的指導力 
【教員】教科等指導力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 幼・認定こども園・小・特支(幼小) 定員 開催可能
人数 

― ― １日 職種・教科等 教員（新任教諭等を除く） 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 主体的・対話的な学びを目指した実技研修
を通して、保育に生かす知識・技能を習得し、
幼児理解力の向上を図る。 

  ○幼稚園等で生かせる ICT 活用術（講義・実習） 
○リトミック（実習） 
○身の回りの自然遊び（講義・実習） 
＊外部講師を招く予定 

備考 
公立の受講希望者数の状況により、私立の受講が可能です。 
愛媛県幼稚園キャリアアップ研修の保育専門研修と合同で開催します。 

260  【幼児教育】学びをつなぐ連携・協働の在り方 

小学校や地域等との連携は難しいと考えていませんか。互
いがつながるポイントについて様々な立場の人からの情報を
基に、連携・協働に向けた取組を一緒に考える講座です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 ８月 18 日（金） 
指標 

キーワード 

【幼稚園】幼小連携推進力 教育相談力・子育て支 

援力 地域と連携・協働する力 

【教員】生徒指導力・教育相談力 地域と連携・協働 

する力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 幼・認定こども園・小・特支(幼小) 定員 開催可能
人数 

― 半日(午後） ― 職種・教科等 教員（新任教諭等を除く） 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 小学校や地域等との連携・協働について、
講義や協議を通してその必要性や取組の工夫
を考え、幼児の学びを確実につなぐための指
導力の向上を図る。 

  ○幼児教育から小学校教育への接続・連携（講義・協議） 
○関係機関との連携（講義） 
＊外部講師を招く予定 

備考 
公立の受講希望者数の状況により、私立の受講が可能です。 
愛媛県幼稚園キャリアアップ研修の保育専門研修と合同で開催します。 

⑻ 幼児教育講座 
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261 【幼児教育】深い学びに向かう支援の在り方 

幼児教育の大切さが問われている今、子ども一人一人の発
達に寄り添いながら、子どもの学びを深めるにはどのような
支援ができるのか一緒に考えませんか。そして、２学期から
の幼児理解を更に深めましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ８月７日（月） 
指標 

キーワード

【幼稚園】特別支援教育実践力 
【教員】特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 幼・認定こども園・小・特支(幼小) 定員 開催可能
人数

― ― １日 職種・教科等 教員（新任教諭等を除く） 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

幼児期における発達や特性に応じた保育を
進めるための専門的な講義やグループ協議を
通して、幼児に対する支援の在り方を学び、
幼児教育の質の向上を図る。 

○幼稚園等における特別支援教育
○保育実践に生かす幼児理解の方法（講義）
○一人一人を生かす支援の在り方（協議）
＊外部講師を招く予定

備考 
公立の受講希望者数の状況により、私立の受講が可能です。 
愛媛県幼稚園キャリアアップ研修の保育専門研修と合同で開催します。 

262 【特別支援教育】通常の学級における特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり 

特別な教育的ニーズのある子どもを含め、全ての児童生徒
にとって学びやすい、特別支援教育の視点を取り入れた授業
づくりについて学びます。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ７月 27 日（木） 
指標 

キーワード
教科等指導力 特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

○ 半日（午後） ― 職種・教科等 教職員 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 特別支援教育の視点を取り入れた授業づく
りや特別な教育的ニーズのある子どもに対す
る効果的な指導・支援の手立てを学び、指導
力の向上を図る。 

○教育的ニーズに応じた支援（事前動画視聴）
○特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり（講義）
＊外部講師の講義（ライブ）を予定

備考 事前（7/13～7/26）に動画を視聴した後、半日ライブ配信で研修を行います。 

263 【特別支援教育】障がい特性の理解と支援の在り方 

障がいのある子どもにどのように関わればいいの？どんな
学びの場があるの？共生社会の形成に向けて一歩踏み出すた
めのヒントを学びましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ７月 26 日（水） 
指標 

キーワード

【幼稚園】特別支援教育実践力 

【教員】特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 教職員 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

障がい（視覚・聴覚・自閉症・肢体不自由）
のある子どもに対する基本的な関わり方や支
援の在り方を学び、指導力の向上を図る。 
また、ライフステージに応じた多様な学び

の場について学び、理解を深める。 

 ○多様な学びの場における支援（事前動画視聴）
○視覚に障がいのある子どもの理解と支援（講義）
○聴覚に障がいのある子どもの理解と支援（講義）
○自閉症のある子どもの理解と支援（講義） 
○肢体不自由のある子どもの理解と支援（講義）
※上記から二つ(Ａから一つ、Ｂから一つ)選択して受講する

備考 
県立キャリアアップ研修Ⅱの教科指導等研修で、特別支援教育部会に参加する者は除きます。 
事前（7/12～7/25）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 

⑼ 特別支援教育講座

Ａ 

Ｂ 
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264 【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【難聴コース】 

難聴特別支援学級担任のための講座です。聴覚障がいのあ
る子どもの指導・支援について学び、実践力アップを目指し
ましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ８月 22 日（火） 
指標 

キーワード
学級経営力 特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中 定員 開催可能
人数

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 難聴特別支援学級担任 10 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

新しい時代の特別支援教育の在り方に関する
講義や、聴覚障がいの特性に応じた指導・支援
の手立てについての講義・協議を通して、難聴
特別支援学級担任の指導力の向上を図る。 

○新しい時代の特別支援教育の在り方（事前動画視聴）
○聴覚障がいの特性理解と支援の在り方（講義）
○聴覚障がいの特性に応じた指導・支援の実際（協議）
＊外部講師の講義（事前動画）を予定

備考 
事前（8/1～8/21）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 
生涯学習センターで開催します。 

265 【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【病弱・身体虚弱コース】 

病弱・身体虚弱特別支援学級担任のための講座です。病弱・
身体虚弱のある子どもの指導・支援について学び、実践力ア
ップを目指しましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ８月 22 日（火） 
指標 

キーワード
学級経営力 特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中 定員 開催可能
人数

○ ― 半日（午前） 職種・教科等 病弱・身体虚弱特別支援学級担任 10 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

新しい時代の特別支援教育の在り方に関す
る講義や、病弱・身体虚弱の特性に応じた指
導・支援の手立てについての講義・協議を通
して、病弱・身体虚弱特別支援学級担任の指
導力の向上を図る。 

○新しい時代の特別支援教育の在り方（事前動画視聴）
○病弱・身体虚弱の特性理解と支援の在り方（講義）
○病弱・身体虚弱の特性に応じた指導・支援の実際（協議） 
＊外部講師の講義（事前動画）を予定

備考 
事前（8/1～8/21）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 
生涯学習センターで開催します。 

266 【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【知的障がいコース】 

知的障がい特別支援学級担任のための講座です。知的障が
いのある子どもの指導・支援について学び、実践力アップを
目指しましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ８月 22 日（火） 
指標 

キーワード
学級経営力 特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中 定員 開催可能
人数

○ ― 半日（午前） 職種・教科等 知的障がい特別支援学級担任 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

新しい時代の特別支援教育の在り方に関す
る講義や、知的障がいの特性に応じた指導・
支援の手立てについての講義・協議を通して、
知的障がい特別支援学級担任の指導力の向上
を図る。 

 ○新しい時代の特別支援教育の在り方（事前動画視聴）
○知的障がいの特性理解と支援の在り方（講義）
○知的障がいの特性に応じた指導・支援の実際（協議）
＊外部講師の講義（事前動画）を予定

備考 
事前（8/1～8/21）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 
生涯学習センターで開催します。 
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267  【特別支援教育】特別支援学級担任スキルアップ【自閉症・情緒障がいコース】 

自閉症・情緒障がい特別支援学級担任のための講座です。
自閉症・情緒障がいのある子どもの指導・支援について学び、
実践力アップを目指しましょう。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 ８月 22 日（火） 
指標 

キーワード 
学級経営力 特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中 定員 開催可能
人数 

○ ― 半日（午後） 職種・教科等 自閉症・情緒障がい特別支援学級担任 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 新しい時代の特別支援教育の在り方に関す
る講義や、自閉症・情緒障がいの特性に応じ
た指導・支援の手立てについての講義・協議
を通して、自閉症・情緒障がい特別支援学級
担任の指導力の向上を図る。 

  ○新しい時代の特別支援教育の在り方（事前動画視聴） 
○自閉症・情緒障がいの特性理解と支援の在り方（講義） 
○自閉症・情緒障がいの特性に応じた指導・支援の実際（協
議） 
＊外部講師の講義（事前動画）を予定 

備考 
事前（8/1～8/21）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 
生涯学習センターで開催します。 

268  【特別支援教育】通級による指導担当者スキルアップ 

通級による指導担当者のための講座です。発達に課題のあ
る子どもの実態把握や特性に応じた指導・支援について学び、
指導力アップを目指しましょう。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 ８月８日（火） 
指標 

キーワード 
特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・高・特支 定員 開催可能
人数 

○ － 半日（午後） 職種・教科等 通級による指導担当者 40 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 発達に課題のある子どもの実態把握や特性
に応じた指導・支援の手立て、通級指導教室
の運営等について学ぶ。また、各自が実践し
ている指導・支援等を基に協議することで、
通級による指導担当者の指導力の向上を図
る。 

  ○通級指導教室の運営の在り方（事前動画視聴） 
○発達に課題のある子どもの実態把握と支援の在り方 

（講義） 
○障がい特性に応じた指導・支援の実際（協議） 
＊外部講師（通級による指導担当者）の講義を予定 

備考 事前（7/25～8/7）に動画を視聴した後、半日で集合研修を行います。 

269  【特別支援教育】特別支援教育コーディネータースキルアップ 

特別支援教育コーディネーターのための講座です。講義や
協議を通して、校内の特別支援教育を推進するための方法
や、課題を解決するヒントなどが学べます。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

  ● ● 

実施日 
第１回８月９日（水）１日 
第２回 12月 26 日（火）半日（午後） 

指標 

キーワード 

【幼稚園】特別支援教育実践力 組織貢献力 
【教員】特別支援教育実践力 組織貢献力 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ － ２日 職種・教科等 特別支援教育コーディネーター 50 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 インクルーシブ教育システム構築に向けた
特別支援教育の推進に必要な知識を身に付け
る。また、関係機関との連携等について学び、
各校での取組を基に協議することで、特別支
援教育コーディネーターの実践力の向上を図
る。 

  【第１回】 
○特別支援教育コーディネーターの役割（講義） 
○個別の教育支援計画の活用について（講義） 
○保護者対応について（講義） 
○特別支援教育コーディネーターとしての取組①（協議） 
【第２回】 
○特別支援教育コーディネーターとしての取組の実際（講義） 
○特別支援教育コーディネーターとしての取組②（協議） 
＊両日とも外部講師の講義を予定 

備考 第１回、第２回の２部構成になっています。第１回は生涯学習センターで開催します。 
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⑽ 養護・栄養講座

270 【特別支援教育】校園内で生かす個別の指導計画 

個別の指導計画はなぜ必要なの？どのように作成し、活用
したらいいの？講義や演習、協議を通して共に考え、今後の
取組に生かしましょう。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● 

実施日 ８月 29 日（火） 
指標 

キーワード

【幼稚園】特別支援教育実践力 

【教員】特別支援教育実践力 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 幼・認定こども園・小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

－ － １日 職種・教科等 教職員 30 １ 

〔目的〕 〔内容等〕 

校園内で取り組めるアセスメント方法や個
別の指導計画の意義、作成及び活用のための
ポイントについて学ぶ。演習や協議を通して、
支援が必要な子どもに組織的・計画的に対応
するための実践力を身に付ける。 

 ○子どもが抱える困難さとその背景（講義）
○個別の指導計画の作成と活用（講義）
○個別の指導計画の作成方法（演習・協議）

備考 県立キャリアアップ研修Ⅱの教科指導等研修で、特別支援教育部会に参加する者は除きます。 

271 【養護教諭】養護教諭ステップアップ研修 

養護教諭に求められる資質・能力とは？めまぐるしく変化 
する社会についていけるか？自分自身に問いかける研修で
す。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 ７月 26 日（水） 
指標 

キーワード
保健管理 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

－ － 半日（午後） 職種・教科等 養護教諭 30 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

社会の変化に伴い深刻化する子どもの健康
課題解決に向けての研修を行い、学校保健の
中核を担う養護教諭の資質・能力の向上を図
る。 

○ヒヤリハットの事例検討（協議）
○保健室におけるフィジカルアセスメント（講義・演習）
＊外部講師を招く予定

備考 ヒヤリハットの事例を事前課題として提出していただき、協議資料とします。

272 【養護教諭】養護教諭実践力向上講座 

養護教諭に求められる役割について学び、考え、実践力の 
向上を目指す研修です。 

キャリア

ステージ

基盤形成期
資質・能力 

向上期

資質・能力 

充実期

資質・能力 

発展期

● ● ● 

実施日 12 月８日（金） 
指標 

キーワード
保健管理 健康相談 

実施形態 

日数等

オンデマンド ライブ 集合 対
象

校種 小・中・高・中等・特支 定員 開催可能
人数

－ － 半日(午後) 職種・教科等 養護教諭 15 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

栄養教諭と共に、講義・協議・演習を通して
互いの職務や求められている役割等について
理解を深める。 

○食物アレルギーについて（講義・協議）
○校内研修の在り方について（協議・演習）
○スポーツ栄養について（講義）

備考 【栄養教諭】実践力向上講座と合同で行います。内容が一部変更になることがあります。 
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273  【栄養教諭】栄養教諭実践力向上講座 

栄養教諭に求められる役割について学び、考え、実践力の 
向上を目指す研修です。 

キャリア 

ステージ 

基盤形成期 
資質・能力 

向上期 
資質・能力 

充実期 
資質・能力 

発展期 

 ● ● ● 

実施日 12 月８日（金） 
指標 

キーワード 
個別的な相談指導 

実施形態 

日数等 

オンデマンド ライブ 集合 対
象 

校種 小・中・中等・特支 定員 開催可能
人数 

－ － 半日(午後) 職種・教科等 栄養教諭 15 ３ 

〔目的〕 〔内容等〕 

 養護教諭と共に、講義・協議・演習を通して
互いの職務や求められている役割等について
理解を深める。 

  ○食物アレルギーについて（講義・協議） 
○校内研修の在り方について（協議・演習） 
○スポーツ栄養について（講義） 
 

備考 【養護教諭】実践力向上講座と合同で行います。内容が一部変更になることがあります。 
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学校等からの要望に応じて、総合教育センター指導主事が、対面やオンラインで、校内研修や

教科等研究委員会、市町教育委員会が主催する研修などを支援します。 

※講座の詳細については、総合教育センターホームページで御確認ください。（☞ p.86） 

対  象 

○県内の公立幼稚園・認定こども園・小学校・中学校・県立学校の教職員を対象とした研 

修会 

〔授業研究会での指導・助言のみは除く。児童生徒や保護者を対象とした研修会は除く。〕 
 

○市町教育委員会が主催する研修会 

  支援員のみを対象とした研修会も対象とする。 

授業研究会等での指導・助言のみの場合は除く。 

  児童生徒や保護者を対象とした研修会は除く。 
 

申込単位 

幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、教科

等研究委員会、市町教育委員会 

※同一地域の複数学校による申込みもできます。（申込手続について ☞p.83） 

実施時期 令和５年５月８日(月)～令和６年２月 29日(木) 

内  容 
学校運営、各教科等、人権・同和教育、情報教育、生徒指導・教育相談、幼児教育、 

特別支援教育、保健室経営 

留意事項 

・訪問による研修の場合、旅費は１回目の申込みについては、原則、総合教育センターが

負担します。２回目からは申込者負担となります。 

・研修会場にコンピュータ、プロジェクタ等の準備をお願いします。 

・３回の研修がセットになった講座は、訪問の場合、１回目のみセンター旅費負担で訪問

します。 

・学習指導案審議の相談・質問を行う講座は、ウェブ会議システムで実施します。なお、

審議する指導案は、研究指定・市や町の研究会等、外部に公開する授業を対象とします。 

・実施後２週間以内に「出前講座についてのアンケート」を御提出ください。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 支 援 研 修 〔出前講座〕 
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令和５年度 出前講座一覧表 
 

 分 野 
講座 

番号 
講 座 名 

学校運営 
1 組織的教育力を高める学校運営   

2 資質・能力を高める校内研修   

各教科等 

 

3 公用文の書き方「基礎・基本」 －用字用語を中心に－   

4 学習指導に生かせる効果的なＩＣＴ活用法－教科目標の達成を目指して－ 【新規】 

5 学習指導要領に対応した学習評価  

6 確かな学びをつくる授業づくり－国語－  

7 確かな学びをつくる授業づくり－社会、地理歴史・公民－   

8 地域素材を活用した学習指導の工夫－社会、地理歴史・公民－   

9 確かな学びをつくる授業づくり－算数、数学－   

10 確かな学びをつくる授業づくり－理科－   

11 安全な理科実験の指導及び薬品の適切な管理   

12 生活科の授業づくり   

13 幼児教育と小学校教育の連携・接続の在り方   

14 子どもの体力向上と体育・保健体育授業の基礎・基本   

15 ミシン製作における基礎的・基本的な技能   

16 確かな学びをつくる授業づくり－家庭－   

17 確かな学びをつくる授業づくり－外国語活動・外国語－   

18 確かな学びをつくる授業づくり－外国語（英語）－   

19 確かな学びをつくる授業づくり－図画工作・美術－   

20 今、求められる道徳教育の具体的な展開  

21 「特別の教科 道徳」における授業づくりと評価（実施回数３回）   

22 道徳科の学習指導案審議   

23 総合的な学習（探究）の時間の在り方   

24 小・中学校における特別活動の在り方   

25 これからのキャリア教育の在り方   

人権・ 

同和教育 

26 人権・同和教育の在り方   

27 人権教育の視点に立った授業の学習指導案審議   
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情報教育 

28 情報モラル（著作権の内容を含む）                  【改編】 

29 情報セキュリティ対策   

30 学校ホ－ムペ－ジ運用研修 【改編】  

31 校務におけるＩＣＴ活用 【名称変更】  

32 授業におけるＩＣＴ活用 【名称変更】  

33 小学校におけるプログラミング教育 【改編】 

34 児童・生徒の情報活用能力の向上を目指したＩＣＴ活用（実施回数３回）  

35 情報教育における学習指導案審議                    【名称変更】 

生徒指導・

教育相談 

36 いじめの未然防止と早期対応 

37 不登校児童生徒への支援   

38 学校で行うアンガ－マネジメント   

39 メンタルヘルスの理解と対応   

40 これだけはおさえたい教育相談のポイント   

41 児童生徒を生かし伸ばす生徒指導の在り方   

42 子どもが安心して学び、生活できる学級（ホームルーム）づくり 【新規】 

幼児教育 43 幼児期の教育 【改編】 

特別支援教育 

44 特別支援教育の視点を取り入れた学級経営・授業づくり  

45 特別な教育的ニ－ズのある子どもの理解と支援   

46 個別の教育支援計画と個別の指導計画  

47 知的障がい教育における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくり 

48 通常の学級における子どもの実態把握と個別の指導計画の作成・活用（実施回数３回） 

49 特別支援教育の視点に立った授業の学習指導案審議  

保健室経営 50 養護教諭の資質向上 
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○ 「対象」の略称

教委…市町教育委員会、幼…幼稚園・認定こども園・特別支援学校幼稚部

小…小学校・特別支援学校小学部、中…中学校・中等教育学校前期課程・特別支援学校中学部

高…高等学校・中等教育学校後期課程・特別支援学校高等部

研究委員会…「幼・小・中・高」の教職員が所属する各研究委員会

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○

○ ○ ○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○ ○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○

○

○

令和5年度　出前講座の概要

講座１ 組織的教育力を高める学校運営 講義　60分

学校の組織的教育力を高めるには、教職員間の学び合いや支え合い、協働する力が不可欠です。また、教
職員一人一人が学校運営に参画し、学校改善を図る取組も必要です。講座では、組織的教育力を高め、学校
運営に生かす学校組織マネジメントの具体的な方策について説明します。

管理職を対象とした講座です。

講　座　内　容
対　　象

ａ 教職員の協働性を高める取組と管理職の役割

ｂ コーチングを生かした人材育成

教員のキャリアステージにおける指標を基に、教員一人一人が資質・能力を高めることのできる校内研修
の在り方を紹介します。「指標確認シート」を活用し、現在の自己分析とこれからの目標設定について考え
ていきます。

講　座　内　容
対　　象

ａ 資質・能力を高める校内研修の在り方

b 「指標確認シート」を活用した校内研修

講座２ 資質・能力を高める校内研修 講義・演習   90分

ａ 文章表記の基礎及び公用文における用字用語の習得

講座４
学習指導に生かせる効果的なＩＣＴ活
用法－教科目標の達成を目指して－

動画視聴

講座３
公用文の書き方「基礎・基本」
―用字用語を中心に―

講義・演習　60分

公用文の書き方に不安を感じている教員を対象に、文章の書き方の基礎と、公用文における表記（特に用
字用語）の習得を目的にした研修を行います。

講　座　内　容
対　　象

教科指導における効果的なＩＣＴ活用について、教員の自己研修に生かせる研修動画を提供します。校種
に合わせて、下の①～③の中から選んでください。

講　座　内　容
対　　象

a

①小学校編

②中学校編

③高等学校編

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

オンデマンド
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教委 幼 小 中 高 研究委員会

○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

講座５ 学習指導要領に対応した学習評価 動画視聴・演習・協議
　50分

　学習指導要領の趣旨を生かした学習評価について理解を深め、具体的な評価の方法について考えます。

講　座　内　容
対　　象

ａ 学習評価の在り方

ａ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

b 国語科の授業づくりと評価の在り方

国立教育政策研究所作成の授業ＶＴＲ（小学校での実践）の視聴も可能です。

講座７
確かな学びをつくる授業づくり
－社会、地理歴史・公民－

講義　60～90分

講座６
確かな学びをつくる授業づくり
－国語－

講義・演習　60～90分

学習指導要領で示された目標や内容を踏まえた国語科の授業づくりについて考えます。子どもたちの「主
体的・対話的で深い学び」を実現するためのよりよい指導や、指導と評価の一体化を目指した学習評価の在
り方について、講義や演習を通して理解を深めます。

講　座　内　容
対　　象

講座８
地域素材を活用した学習指導の工夫
－社会、地理歴史・公民 －

講義　60～90分

学習指導要領に示された目標や内容を踏まえながら、愛媛県内の身近な地域を事例とした、地図・地形図
等を活用する教材や授業改善の工夫について研修します。

講　座　内　容
対　　象

学習指導要領に示された目標や内容を踏まえながら、社会科、地理歴史・公民科における、主体的・対話
的で深い学びを実現するための授業改善や、思考力・判断力・表現力等を育む授業の在り方について考えま
す。

講　座　内　容
対　　象

ａ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

b 思考力・判断力・表現力等を育む授業の工夫

講　座　内　容
対　　象

ａ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

ｂ 思考力・判断力・表現力等を育む授業の工夫

a
技能を身に付け、思考力・判断力・表現力等を育む授業の
工夫

講座９
確かな学びをつくる授業づくり
－算数、数学－

講義　60～90分

学習指導要領で示された目標や内容を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や、思考
力・判断力・表現力等を育む授業の在り方、学習評価の在り方について考えます。

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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a 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

b 実感を伴った理解を図るための観察、実験の進め方

実験・実習については、原則として学校の実験器具や材料を使わせていただきますが、学校にないものは本センター
から持参することも可能です。

講座11 安全な理科実験の指導及び薬品の適切な管理 講義　60～90分

講座10
確かな学びをつくる授業づくり
－理科－

講義　60～90分

学習指導要領で示された目標や内容を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や、実感
を伴った理解を図るための指導法について、観察、実験を通して考えます。

講　座　内　容
対　　象

講座12 生活科の授業づくり 講義・演習　60～90分

学習指導要領に示された生活科の目標や内容を踏まえ、児童一人一人の多様な学びや育ちを読み取り、よ
さを発揮できるような学習指導の進め方や評価の在り方について考えます。

講　座　内　容
対　　象

薬品管理に関する法令等に基づいた、学校における適切な薬品管理の在り方についての研修を行います。
また、理科実験における事故等を防止するために、安全管理についての知識を身に付け、指導力の向上も図
ります。

講　座　内　容
対　　象

ａ 安全な理科実験の指導

ｂ 薬品の適切な管理

ａ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

ｂ 多様な学びを生み出す遊びの工夫

連携とは、「同じ目的を持つ者が互いに連絡を取り、協力し合って物事を行う」ことであり、子どもの豊
かな成長を願う幼児教育と小学校教育が連携していくことは当然のことだと言えます。幼小連携の基本的な
考え方や幼小接続に向けたカリキュラム作成のポイントについて解説します。

講　座　内　容
対　　象

ａ
豊かな連携・接続の在り方と接続期カリキュラムの基本的
な考え方

講座14
子どもの体力向上と体育・保健体育授業
の基礎・基本

講義　60～90分

講座13
幼児教育と小学校教育の連携・接続の
在り方

講義・演習　60～90分

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果を踏まえた、子どもの体力向上に向けた取組について解説
します。体育・保健体育授業の基礎・基本では、学習指導要領を踏まえた授業づくりのポイント、学習評
価、授業中の事故防止等について、基礎的・基本的な内容から解説します。

講　座　内　容
対　　象

ａ 子どもの体力向上に向けた取組

ｂ 体育授業の基礎・基本

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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講座15
ミシン製作における基礎的・基本的な
技能

説明・実習　90～120分

ミシンを用いた製作実習を通して、基礎的・基本的な知識や技能について研修し、製作実習の指導力向上
を目指します。

講　座　内　容
対　　象

学習指導要領で示された目標や内容を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善や、思考
力・判断力・表現力等を育む家庭、技術・家庭（家庭分野）の授業づくりや学習評価について考えます。

講　座　内　容
対　　象

a 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

b 思考力・判断力・表現力等を育む授業づくり

ａ ミシンを用いた生活を豊かにするための布を用いた製作

会場校等のミシンや裁縫道具、材料を使用させていただきます。

講座16
確かな学びをつくる授業づくり
－家庭－

講義　60～90分

講　座　内　容
対　　象

a 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

b 外国語活動・外国語の授業づくりと評価の在り方

ａ、ｂを組み合わせて行うことも可能です。

講座17
確かな学びをつくる授業づくり
―外国語活動・外国語―

講義　60～90分

主体的・対話的で深い学びを意識し、中・高等学校における外国語教育につながる小学校外国語活動・外
国語科の授業づくりについて考えます。また、学習指導要領で示された目標や内容を踏まえた学習評価の在
り方について考えます。

a 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

b 学びの連続性を意識した授業づくりと評価の在り方

ａ、ｂを組み合わせて行うことも可能です。

講座19
確かな学びをつくる授業づくり
－図画工作・美術－

ａ、ｂを組み合わせて行うことも可能です。

講座18
確かな学びをつくる授業づくり
－外国語（英語）－

 講義　60～90分

主体的・対話的で深い学びを意識した外国語科の授業づくりについて考えます。また、小・中・高等学校
の系統性を踏まえた学びの連続性を意識した授業づくりや評価の在り方について考えます。

講　座　内　容
対　　象

ｂ 図画工作科・美術科の授業づくりと評価の在り方

講義・演習　60～90分

学習指導要領で示された目標や内容を踏まえた図画工作科・美術科の授業づくりについて考えます。子ど
もたちの「主体的・対話的で深い学び」を実現するためのよりよい指導の在り方について、講義や演習を通
して理解を深めます。

講　座　内　容
対　　象

ａ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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講座20
今、求められる道徳教育の具体的な
展開

講義・演習　60～90分

c 道徳教育の取組について

講座21
「特別の教科　道徳」における授業
づくりと評価（実施回数３回）

講義・演習　60～90分

道徳教育を取り巻く現状を踏まえ、今、求められている道徳教育の在り方について共通理解を図ります。
また、道徳科の指導力向上を目指し、改善・充実方策について具体的に考えます。

講　座　内　容
対　　象

ａ 今、求められる道徳教育の在り方

ｂ 道徳科の改善・充実方策

講座22 道徳科の学習指導案審議 学習指導案審議　90分

道徳科の学習指導案審議に指導主事が参加し、相談や質問にお答えします。道徳科の指導力向上を目指
し、発問の設定、授業の改善・充実方策等、よりよい授業づくりに向けたお手伝いをします。

講　座　内　容
対　　象

道徳教育の意義の理解及び、道徳科の指導方法について研修を深めることにより、今、求められている道
徳教育の在り方を共に考えていきます。また、道徳科の指導力向上を目指し、改善・充実方策について、よ
り授業で生かせる実践的な内容を具体的に考えていきます。

講　座　内　容
対　　象

ａ
「特別の教科　道徳」における授業づくりと評価
（実施回数　３回）

1回の実施時間は60～90分を基本とします。
内容、実施時期は相談の上決定いたします。
指導案審議、研究授業の参観、研究協議での助言等の内容も可能です。

学習指導要領で示された目標を読み解き、児童生徒に身に付けさせる力は何かを考えます。また問題解決
的な活動が発展的に繰り返される「探究的な学習」や、多様な考え方を持つ他者と関わり合う「協働的な学
習」を進めるための学習指導の在り方について研修します。

講　座　内　容
対　　象

ａ 探究的、協働的な学習を進めるための学習指導の在り方

ｂ 全体計画・指導計画作成の進め方

ａ 道徳科の学習指導案審議

時間は90分を基本とします。
審議する学習指導案は一つとします。
1週間前までに学習指導案の提出が必要です。

講座23 総合的な学習（探究）の時間の在り方 講義・演習　60～90分

ａ 特別活動の役割等の理解と指導の在り方

ｂについては、学校の全体計画・年間指導計画等の提出が必要です。
a、bを組み合わせて行うことも可能です。

講座24 小・中学校における特別活動の在り方 講義・演習　60～90分

学習指導要領を踏まえて、特別活動の果たす役割や指導内容について理解を深めるとともに、学級活動を
充実させるための指導の在り方について、講義や演習を通して考えます。

講　座　内　容
対　　象

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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これからのキャリア教育で求められていることやキャリア教育の具体的な在り方について、講義・演習を
通して学びます。

講　座　内　容
対　　象

ａ キャリア教育の基礎・基本

講座25 これからのキャリア教育の在り方 講義・演習　60～90分

ａ 「第三次とりまとめ」を基にした人権・同和教育

ｂ 教科書記述に沿った同和問題学習

ｃ 系統性を踏まえた同和問題学習

講座26 人権・同和教育の在り方 講義のみの場合　60～90分
演習を取り入れる場合　90～120分

「第三次とりまとめ」を基にして、人権・同和教育の指導の在り方を考え、人権・同和教育の在り方につ
いて理解を深める研修を行います。また、小・中学校の社会科教科書にある記述内容を踏まえた人権の歴史
学習の進め方や系統性を踏まえた同和問題学習の在り方についても研修を行います。

講　座　内　容
対　　象

講　座　内　容
対　　象

ａ 人権教育の視点に立った授業の学習指導案審議

時間は90分を基本とします。
審議する学習指導案は一つとします。
1週間前までに学習指導案の送付が必要です。

ｄ 学校全体で取り組む人権・同和教育

講座27
人権教育の視点に立った授業の
学習指導案審議

学習指導案審議　90分

人権教育の視点に立った授業の学習指導案審議に指導主事が参加し、相談や質問にお答えします。指導の
ねらいや留意点を共有することで、指導力の向上を図っていきます。

ａ
情報モラル教育（デジタル・シティズンシップ教育）の進
め方

ｂ 学校における著作権

Microsoft Office PowerPointを使用します。
プロジェクタとスクリーン又は中間モニタ等、講師のパソコンの画面を映し出す環境があることが望ましいです。

講座28 情報モラル（著作権の内容を含む） 講義　60～90分

インターネットやスマートフォン、タブレット端末の利用の現状や問題点について理解し、児童生徒を
ネット問題から守るために必要な知識を身に付けるための研修や、学校でオンライン学習等を行うために必
要な著作権の知識を身に付けるための研修をします。

講　座　内　容
対　　象

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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改編
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講座29 情報セキュリティ対策 講義　60～90分

Microsoft Office PowerPointを使用します。
プロジェクタとスクリーン又は中間モニタ等、講師のパソコンの画面を映し出す環境があることが望ましいです。

講座30 学校ホームページ運用研修 講義・実習　60～90分

ＣＭＳ（コンテンツ・マネジメント・システム）を利用した学校ホームページの基本操作について実習を
行い、日々の作業や運用のために必要な技術について研修します。

講　座　内　容
対　　象

最近の情報に係る事件・事故例を知ることで情報セキュリティの重要性を理解し、情報セキュリティの検
討方法や学校及び個人で行う対策等について研修します。

講　座　内　容
対　　象

ａ 事件・事故例に基づく情報セキュリティの検討と対策

ａ 学校ホームページの運用方法に関する実習

インターネットを使用します。
実習を伴うので、受講者一人に対してコンピュータが１台あることが望ましいです。
プロジェクタとスクリーン又は中間モニタ等、講師のパソコンの画面を映し出す環境があることが望ましいです。

校務で必要な文書作成や表計算、クラウドサービス等の活用方法を学び、ＩＣＴ活用指導力や校務の情報
化の推進に必要なスキル等の向上を図る研修をします。

講　座　内　容
対　　象

ａ ワード・エクセルの活用実習

ｂ
クラウドサービス（Microsoft365、Google Workspace
for Education等）を活用した実習

講座31 校務におけるＩＣＴ活用 講義・実習　60～120分

ａ 電子黒板やプレゼンテーションソフトの活用

ｂ
クラウドサービス（Microsoft365、Google Workspace
for Education、ロイロノート等）の活用

ｃ CBTシステム（EILS）の活用

インターネットを使用します。
Microsoft Office Word（ａ）、Microsoft Office Excel（a）、クラウドサービス（b）を使用します。
実習を伴うので、受講者一人に対してコンピュータが１台あることが望ましいです。
プロジェクタとスクリーン又は中間モニタ等、講師のパソコンの画面を映し出せる環境での実施が望ましいです。

講座32 授業におけるＩＣＴ活用 講義・実習　90～120分

ＩＣＴ教育推進ガイドラインに基づき、実習を交えながら学び、授業におけるＩＣＴ活用指導力の向上を
図る研修をします。

講　座　内　容
対　　象

インターネットを使用します。
電子黒板の内容を希望する場合は、電子黒板を使用します。（ａ）
プレゼンテーションソフトを使用します。（ａ）
実習を伴うので、受講者一人に対してコンピュータが１台あることが望ましいです。（ｂ、ｃ）
プロジェクタとスクリーン又は中間モニタ等、講師のパソコンの画面を映し出せる環境での実施が望ましいです。

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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○
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○
○
○
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○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○

講　座　内　容
対　　象

ａ 小学校におけるプログラミング教育

インターネット環境が必要です。
実習を伴うので、受講者一人に対してコンピュータが１台あることが望ましいです。

講座34
児童・生徒の情報活用能力の向上を目指
したＩＣＴ活用（実施回数３回）

講義・実習　90～120分

講座33 小学校におけるプログラミング教育 講義・実習　90～120分

児童のプログラミング的思考の育成を図る小学校プログラミング教育の基本的な考え方や指導法につい
て、講義や実習を通して理解を深める研修をします。

講座35 情報教育における学習指導案審議 学習指導案審議　90分

学習指導案審議に指導主事が参加し、相談や質問にお答えします。よりよい授業づくりに向けたお手伝い
をします。

講　座　内　容
対　　象

児童・生徒の情報活用能力の向上を目指して、ＩＣＴを授業で活用する方法を研修します。また、ＩＣＴ
教育推進ガイドラインに則した教職員のＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。

講　座　内　容
対　　象

ａ
児童・生徒の情報活用能力の向上を目指したＩＣＴ活用
（実施回数３回）

1回の実施時間は90分を基本とします。
インターネット環境が必要です。
内容、実施時期は相談の上決定いたします。

講座36 いじめの未然防止と早期対応 講義・演習　60～90分

いじめ問題の現状やいじめ防止対策推進法について理解を深め、いじめ問題への対応の在り方について事
例を基に研修します。いじめの未然防止や早期対応のための組織的な取組について考えます。

講　座　内　容
対　　象

ａ プログラミング教育の視点に立った授業の学習指導案審議

ｂ 情報モラル教育の視点に立った授業の学習指導案審議

時間は90分を基本とします。
審議する学習指導案は一つとします。
1週間前までに学習指導案の送付が必要です。

講　座　内　容
対　　象

ａ 不登校児童生徒への支援の在り方

ａ いじめ問題の現状と対応の在り方

講座37 不登校児童生徒への支援 講義　60～90分

不登校の現状を理解するとともに、状況や段階に応じた支援の在り方について研修します。児童生徒本人
への具体的な支援のポイントや保護者との連携について考えます。

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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○ ○ ○ ○ ○

a 教職員のためのアンガーマネジメント

b 児童生徒のためのアンガーマネジメント

講座38 学校で行うアンガーマネジメント 講義・演習　60～90分

怒りの発生のメカニズムを理解し、怒りをコントロールする方法であるアンガーマネジメントについて研
修します。怒りを上手にコントロールし、よりよい人間関係を築く方法について考えます。

講　座　内　容
対　　象

講座39 メンタルヘルスの理解と対応 講義・演習　60～90分

メンタルヘルスの基礎知識について講義を通して理解を深めます。また、学校でできる対応や心の健康を
保つための方法について協議や演習を通して学びます。

本センターで作成した教育相談資料を活用して、児童生徒や保護者の話を聴く際に必要となる、教育相談
の基礎的なスキルを学びます。

講　座　内　容
対　　象

ａ 教育相談の基礎的なスキルの向上に向けて

講座41
児童生徒を生かし伸ばす生徒指導の
在り方

講義・演習　60～90分

講　座　内　容
対　　象

ａ 子どもと教職員のメンタルヘルス

講座40
これだけはおさえたい教育相談の
ポイント

講義・演習　60～90分

講座42
子どもが安心して学び、生活できる
学級（ホームルーム）づくり

講義・演習　60～90分

子どもが安心して過ごすことができる学級（ホームルーム）づくりを目指します。児童生徒を理解した
り、それに基づいて関わったりする場面で活用できる心理技法や支持的な集団づくりの方法を、講義・演習
を通して学びます。

講　座　内　容
対　　象

児童生徒との信頼関係を基盤とした指導の重要性を理解し、児童生徒のやる気や自信を引き出すためのポ
イントについて講義と演習を通して学びます。

講　座　内　容
対　　象

ａ 児童生徒との信頼関係づくり

ａ 安心感を育む学級経営の在り方

訪 問 オンデマンド ライブ配信
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○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

教委 幼 小 中 高 研究委員会

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○
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○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

子どもの実態把握の方法を学び、実態に基づいた個別の指導計画の作成と活用について研修します。個別
の指導計画の作成演習を通して、作成の手順を学びます。

幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものです。講座では、講義・演習を通して、
幼児教育の基本について理解を深めます。また、運動遊びの内容や援助の仕方について、実際に体を動かし
ながら具体的に研修します。

講　座　内　容
対　　象

a 遊びを通しての総合的な指導において育みたい力

b 幼児期における運動遊びの理論と実際

講座43 幼児期の教育 講義・演習　60～90分

ａ
特別支援教育の視点を取り入れた学級経営、授業づくり
（講義）

b
特別支援教育の視点を取り入れた学級経営、授業づくり
（講義・演習）

特別支援学校のみの場合は、対象外とします。小・中・高等学校と特別支援学校合同の研修の場合は、対象となります。

講座45
特別な教育的ニーズのある子どもの
理解と支援

講義　　　　60分
講義・演習　90分

講座44
特別支援教育の視点を取り入れた
学級経営・授業づくり

講義　　　　60分
講義・演習　90分

多様な教育的ニーズのある子どもがいることを前提とした学級経営や授業づくりについて、研修します。
また、演習を通して、具体的な取組について学びます。

講　座　内　容
対　　象

ｃ 学校における合理的配慮（講義／講義・演習）

ａ～ｃの順に、発展的な内容の講座となります。
申込時に、講義又は講義・演習のどちらを希望するか、明記してください。
特別支援学校のみの場合は、対象外とします。小・中・高等学校と特別支援学校合同の研修の場合は、対象となります。

講座46 個別の教育支援計画と個別の指導計画 講義　　　　　　　60分
講義・演習／演習　90分

疑似体験等の活動を通して子どもの困難さや特性を理解し、つまずきに対応した具体的な支援の在り方や
合理的配慮の提供について、研修します。

講　座　内　容
対　　象

ａ
子どもの困難さや特性の理解
（講義／講義・演習）

b
つまずきに対応した具体的な支援の在り方
（講義／講義・演習）

ｃ 個別の指導計画の作成・活用（演習）

特別支援学校のみの場合は、対象外とします。小・中・高等学校と特別支援学校合同の研修の場合は、対象となります。

講　座　内　容
対　　象

ａ
個別の教育支援計画と個別の指導計画の基本的な理解
（講義）

ｂ
個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成・活用
（講義・演習）

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

講義・演習は、訪問対応のみ

講義・演習／演習は、

訪問対応のみ

講義・演習は、訪問対応のみ
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○

○

講座47
知的障がい教育における「主体的・対話的
で深い学び」の実現に向けた授業づくり

講義　　　　60分
講義・演習　90分

特別支援学校も対象とします。

講座48
通常の学級における子どもの実態把握と個別の
指導計画の作成・活用（実施回数３回）

講義　　　　60分
講義・演習　90分

通常の学級に在籍する特別な教育的ニーズのある子どもの困難さや特性等について理解し、個別の指導計
画の意義や作成及び活用のためのポイントを学びます。また、各校の子どもの事例を取り上げて、目標設定
や支援の手立てについて協議し、組織的・継続的かつ計画的な活用について具体的に考えていきます。

講座内容について
対　　象

知的障がい教育における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりについて、学習指導要
領に示された重要事項を踏まえ、具体的な取組について学びます。

講　座　内　容
対　　象

ａ
「主体的・対話的で深い学び」のための授業づくりの
ポイント（講義）

b
「主体的・対話的で深い学び」のための授業づくりの
ポイント（講義・演習）

学習指導案審議に指導主事が参加し、相談や質問にお答えします。特別支援教育の視点に立ち、支援の手
立て、授業の改善・充実方策等、よりよい授業づくりに向けたお手伝いをします。

講　座　内　容
対　　象

ａ 特別支援教育の視点に立った授業の学習指導案審議

時間は90分を基本とします。
審議する学習指導案は一つとします。
1週間前までに学習指導案の送付が必要です。
特別支援学校は、対象外とします。

ａ
通常の学級における子どもの実態把握と個別の指導計画の作成・
活用（実施回数　３回）

1回の実施時間は60～90分を基本とします。
内容、実施時期は相談の上決定いたします。
個別の指導計画を作成・活用するために、授業参観等による子どもの実態把握や支援方法についての指導助言も可能
です。

講座49
特別支援教育の視点に立った授業の
学習指導案審議

学習指導案審議　90分

ａ
養護教諭の資質向上（保健管理・保健教育・健康相談・保
健室経営・保健組織活動）

養護教諭を対象とした講座です。

講座50 養護教諭の資質向上 講義・演習　60～90分

時代の変化に対応できる養護教諭を目指し、養護教諭の職務（保健管理・保健教育・健康相談・保健室経
営・保健組織活動）について、講義や演習を通して資質向上を図ります。講座の具体的内容については、申
込者との相談により決定します。

講　座　内　容
対　　象

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

訪 問 オンデマンド ライブ配信

講義・演習は、訪問対応のみ
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(1) 長期研修 

○長期研修講座 

総合教育センターの研究機能を活用し、一般教養研修及び専攻研修を通して、教員としての資

質の向上と指導力の強化を図ります。 

 

(2) 短期研修 

○高等学校理科研修講座 

自然科学教育の研究と実践を通して、探究心と創造性を養い、理科教員としての資質の向上と

指導力の強化を図ります。 

 

 

 

若年教員や教員志望の学生を対象に、休日を利用した自主的な研修を行うことを通して、教職に

対する情熱・使命感を高めるとともに、教師としての実践的指導力の向上を図ります。 

※講座の詳細については、総合教育センターホームページにて御確認ください。 

また、４月中旬に、開催要項を各学校に電子メールで送付します。 

 
 

対  象 基礎研修の修了者から２名程度（指名研修） 

実施時期 令和５年４月１日～令和６年３月31日 １年間 

留意事項 詳細は開講前に実施要項でお知らせします。 

対  象 県立学校理科担当教員から３名程度 

実施時期 
令和５年５月から令和６年２月までの間で、10～20日間を所属校の都合により

任意に選ぶことができます。 

対  象 教職経験10年目までの教諭や講師等と本県教員志望の学生。 

申込単位 個人で申し込んでください。（申込手続について ☞p.83） 

実施時期 ５、６月の土曜日、日曜日 計７回（受講する講座を選択できます。） 

内  容 授業づくり、ＩＣＴ活用、教育相談、人間関係づくり、特別支援教育 等 

留意事項 
この研修は、自主的に参加していただくものです。したがって、学校からの出張

扱いとはならないこと、研修は自己責任の下に行われることを御了承ください。 

６ え ひ め 教 師 塾 

５ 派 遣 研 修 

80



 

 

小・中・県立学校の受講申込みに関する手続は、「愛媛県教職員研修管理システム」（以下、「シ

ステム」という。）で行います。 

⑴ 基礎研修 
○小・中学校基礎研修対象者 

「令和５年度愛媛県小・中学校基礎研修の実施及び令和５・６年度基礎研修対象者等報告につ

いて」に従って、システムから学校でまとめて申し込んでください。 

○県立学校基礎研修対象者 

「令和５年度愛媛県県立学校基礎研修受講申込み及び免除申請並びに令和６年度愛媛県県立学

校基礎研修対象者調査について」に従って、システムから学校でまとめて申し込んでください。 

 

⑵ 専門研修・課題別研修 
   ○研修の申込み機会は２回です。 

  ・４～５月中旬（幼稚園・小・中学校）、４～６月上旬（県立学校）の申込みで、全ての期間の 

研修を申し込むことができます。 

  ・７月 21 日～８月下旬（幼稚園・小・中学校）、７月 21 日～９月上旬（県立学校）の申込みで 

は、10 月以降の講座を申し込むことができます。１回目の申込みで定員となった研修は、原 

則、２回目の募集は行いません。  

○申込方法の詳細は別途通知します。 

・幼稚園には「現職教育計画表、参加希望調査票」、認定こども園には「現職教育計画表、参

加申込票」を送付しますので、調査（申込）票で申し込んでください。 

・小・中学校には「現職教育計画表、入力ガイド」を送付します。これらを参考にして、シス

テムから申し込んでください。 

・小・中学校フォローアップ研修（３年目）の課題探求研修として申し込む場合は、「入力ガ

イド」に従って、学校でまとめて申し込んでください。 

・県立学校には、「専門研修・課題別研修実施計画表、入力ガイド」を送付します。これらを

参考にして、システムから申し込んでください。 

○受講希望者は、研修の期日や内容を確認して申し込んでください。各校の担当者及び承認者は

締切期日に間に合うように受講者の確認と承認作業を行ってください。   

○受講者の決定の後、講座実施日の約３週間前に、開催要項をシステムに掲載しますので、御確

認ください。幼稚園・認定こども園はメールで送信します。 

○キャリアアップ研修Ⅱ、Ⅲの選択研修として申し込む場合は、システムの基礎研修から申し込

んでください。 

 

⑶ ログイン方法 
総合教育センターホームページのトップページから、基礎研修は「基礎研修 Web 申込み及び研

修関係書類」、専門研修・課題別研修は「各種研修 Web 申込み」をクリックしてください。 

※ログイン方法等、操作に関する詳細は、別途各学校に送付している入力ガイドを参考にして

ください。 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 受 講 案 内 

１ 受講申込みの手続 
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【参考】 専門研修・課題別研修の申込みの流れ  
 

公立幼稚園 の場合  小・中学校 の場合  県立学校 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総 合 教 育 セ ン タ ― 

 【教職員】システムでの申込み 

【所属長】受講奨励（年度中適宜実施） 

教 育 事 務 所 

市町教育委員会 

 現職教育計画表、 

入力ガイド 

 

 

専門研修・課題別研修 

実施計画表、入力ガイド 

④ 

決
定
通
知 
③ 
受
講
希
望
確
認
・
承
認 

② 

周
知
・
申
込
み 

① 

入
力
ガ
イ
ド
等
送
付 

 

総 合 教 育 セ ン タ ― 

小・中学校 公立幼稚園 

市町教育委員会 

教 育 事 務 所 

 

【教職員】希望調査票で
の申込み 

【所属長】受講希望の承認 

各学校 各園 

 現職教育計画表、 

希望調査票 

 

※認定こども園については、男女参画・子育て支援課、市町の部局を通じて行います。 

１回目申込み４～５月中旬 

２回目申込み７月 21 日～８月下旬 

１回目申込み４～６月上旬 

２回目申込み７月 21 日～９月上旬 

受講者決定  
メールで通知 

６月中旬・９月中旬 
 

開催要項メール送信 
開催の約３週間前 

 
 

受講者決定  システムで通知 
６月中旬・９月中旬  

 開催要項システムで通知 
開催の約３週間前 

県立学校 
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⑷ 支援研修（出前講座） 

 

 

① 
講座概要 
公開 

 
Ⅲ 研修講座の内容 ４ 支援研修に掲載しています(☞pp.66～79)。また、総合

教育センターホームページにも掲載しています。 
 

② 検討 

 

〔学校等〕 
講座一覧、講座の概要などを確認の上で、各学校等の課題に応じた講座を御検

討ください。 
 出前講座は、令和５年５月８日(月)から令和６年２月29日(木)まで実施できま
す。 
 
 

③  
申込み 

 

〔学校等 → 総合教育センター〕 
「出前講座申込書」を総合教育センターホームページからダウンロードして作

成してください。必要事項を入力の上、電子メールでお申し込みください。 
[ 送付先メールアドレス ehime-cs@school.esnet.ed.jp ]         

日程や講座内容等で質問がありましたら、電話、電子メールでお問い合わせく
ださい。 
問い合わせ先 総合教育センター企画開発室 089-909-7420(直通)、089-963-

3113(内線) 担当者名と内線番号はホームページに掲載します。 

④  
確認の 
連絡と相談 

〔総合教育センター担当者（電話） → 学校等〕 
 申込内容等の確認の連絡をします。御要望等がありましたら御相談ください。 

⑸ 派遣研修（長期研修・短期研修） 
    派遣研修受講者は、愛媛県教育委員会が指名します。 

⑹ えひめ教師塾 
※教職経験 10 年目までの教諭や講師等と本県教員志望の学生を対象とした研修です。 

① 
開催要項 
送付・公開 

〔総合教育センター → 学校〕《４月》 
各学校に電子メールで開催要項を送付します。総合教育センターホームページ

にも掲載します。                                
 

② 紹介 〔所属長 → 該当教員〕  
該当教員に開催要項の内容を御紹介ください。 

③ 検討 〔該当教員〕 
 開催要項を確認の上、受講の希望を御検討ください。 

④ 
申込み 

〔受講希望者 → 総合教育センター〕 
各講座の申込締切までに、総合教育センターホームページのえひめ教師塾「参 

加申込フォーム」からお申し込みください。 
＊各回ごとに申込みが必要です。 

⑤ 
確認の 
連絡 

〔総合教育センター → 受講者〕 
受講者を決定次第、受講者宛に確認メールを送信します。 

 
 

※公立幼稚園・認定こども園・小学校・中学校・県立学校・教科等研究委員会等を対象として
実施する講座です。 
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⑴ 準備物、課題等の提出について 

○講座で必要なものがある場合や、事前課題及び提出物がある場合は、該当する研修の開催要

項の指示に従ってください。 

○基礎研修において提出物を送付する際は、「送付状」(様式１､☞p.87)を添付し、総合教育セ

ンター所長宛に提出してください。 

○初任者研修に関する諸手続については、該当校に配付される『令和５年度愛媛県小・中学校

初任者研修年間研修計画・研修の手引』『令和５年度愛媛県県立学校初任者研修及びフォロ

ーアップ研修年間研修計画・研修の手引』を参照してください。 
 

⑵ 受講及び講座運営への協力について 

○研修に目的意識を持っていただくとともに、よりよい研修を実施していくため、アンケート

調査を行います。アンケートに御協力ください。 

○総合教育センターのホームページ等で使用するため、研修の様子を写真撮影しますので、御

了承ください。 

○携帯電話等は電源を切るか、マナーモードに設定してください。 

○研修にふさわしい服装で参加してください。ネクタイの着用については、自由とします。 

○新型コロナウイルス感染症等の拡大防止のため、研修を中止・延期することや、集合研修を

オンライン研修に変更することがあります。その場合は、その旨を受講者及び受講者の所属

する学校に連絡するとともに、本センターホームページに掲載します。また、集合研修の参

加に当たっては、体調管理に十分留意するとともに、適切な感染防止策をお願いします。 
 
⑶ 非常変災発生時等の対応について 

総合教育センターが主管する教員研修において「警戒レベル４避難指示」以上が、県内いず 

れかの地域に発令された場合の対応 

○開始時刻３時間前に発令されている場合は、中止又は延期とします。 

○開催地への移動中に発令された場合も、中止又は延期とします。なお、引き返すなどの安全

に関わる判断は、各々で行ってください。 

○研修中に発令された場合は、総合教育センターが継続・取りやめ等の判断を行います。 

上記に限らず、所属長は、避難情報や防災気象情報の発令状況に応じて、参加者の欠席・早 

 退等の判断を行ってください。 

○研修前日までに、「警戒レベル４避難指示」が当日発令される可能性が高いと判断された場 

合は、集合研修をオンライン研修に変更して実施することがあります。その場合は、前日ま 

でに、その旨を受講者及び受講者の所属する学校に連絡するとともに、本センターホームペ

ージに掲載します。 
 
⑷ その他 

○やむを得ず遅刻・早退をする場合は、必ず所属長を通じて関係先に連絡してください｡欠席す

る場合は、所定の手続が必要です（☞p.85、☞p.89）｡ 

○自家用車を利用する場合は、生涯学習センターの東側下の駐車場を利用してください｡総合

教育センター構内には、特別の場合を除いて駐車できません。 

○オンライン研修に当たっては、勤務時間内に落ち着いて受講できるよう、受講者は所属長に

時間と場所の確保について相談してください。 

○研修を受ける際に個別に配慮（合理的配慮の提供）が必要な場合は、お申し出ください。 

○昼食は各自で用意してください。業者による弁当販売がある研修もありますので、開催要項

で確認してください。また、各自で持参した弁当やペットボトル等のごみは、お持ち帰りく

ださい。 

○総合教育センターの敷地内は全面禁煙です。 

 

２ 受講についてのお願いと諸注意 
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⑴ 基礎研修 

基礎研修を該当年度に受講できない場合は、年度当初の受講申込み時に「基礎研修受講年度

変更願」を愛媛県教職員研修管理システムで提出してください。幼稚園・認定こども園は、「基

礎研修受講年度変更願（幼稚園・認定こども園）」（様式２、☞p.88）を提出してください。 

また、病気その他やむを得ない事情で欠席する場合は、所定の手続により「欠席届」（様式

３、☞p.89）を速やかに提出してください。 

⑵ 専門研修・課題別研修 

病気その他やむを得ない事情で欠席する場合は、所定の手続により「欠席届」(様式３､☞

p.89)を速やかに提出してください。校務や病気その他やむを得ない事情で受講者を変更する

場合は、所定の手続により「受講者変更届」(様式４､☞p.90)を速やかに提出してください。幼

稚園・小学校・中学校は４部作成し、１部は学校・園で保管し、３部を市町教育委員会に提出

してください。県立学校は２部作成し、１部は学校で保管し、１部を総合教育センターに提出

してください。 

⑶ 緊急の場合   

所属長を通じて、総合教育センターに連絡してください。後日、所定の手続により「欠席届

（様式３、☞p.89）を提出してください。 

 

＜「欠席届」「受講者変更届」の作成部数と提出の流れ＞  

 

「欠席届」「受講者変更届」の様式は、総合教育センターホームページからダウンロードする 

ことができます。 

総合教育センターホームページ（https://center.esnet.ed.jp/） 

受講者

所属 

作成

部数 
提出の流れ 

幼稚園 

・ 

認定こども園 

４部 

[３部提出] 

幼稚園     市町教委    教育事務所     総合教育センター 

認定こども園   市町の部局  男女参画・子育て支援課  

[１部保管] 

小学校 

・ 

中学校 

４部 

[３部提出]     

  学校     市町教委    教育事務所    総合教育センター 

[１部保管]    （１部保管）   （１部保管） 

県立 

学校 
２部 

  [１部提出]           

  学校       総合教育センター    

[１部保管]     
 
 

  

（２部提出） （１部提出） 

（１部提出） （２部提出） 

（１部保管） （１部保管） 

３ 受講年度変更・欠席・受講者変更の手続 
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   基礎研修や課題別研修など各種研修に関する情報は、愛媛県総合教育センターのホー

ムページに掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県総合教育センターホームページ 

https://center.esnet.ed.jp/ 

４ 総合教育センターのホームページについて 

ク
リ
ッ
ク 

各種研修の申込みはこちらから 

基礎研修・専門研修・課題別研修等に関することはこちらから 

 

様式等のダウンロードはこちらから 
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様式１ 送付状の様式 （規格Ａ４） 

 

第  号 

令和 年 月 日 

 

 

愛媛県総合教育センター所長 様 

 

 

○○○立○○○学校 

校長 ○○ ○○   

 

 

令和○年度○○○研修の○○○○○の提出について 

 

このことについて、次のとおり提出いたします。 

 

 

記 

 

１ 提出書類  ○○○○○○○○○○○○○   ○部 

２ 職・氏名  ○○○○  ○○ ○○  

３ 研 修 名  令和○年度○○○研修 

 

 

基礎研修 

 

５ 各種様式 

押印の必要は 

ありません。 
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様式２ 基礎研修受講年度変更願（幼稚園・認定こども園）の様式 （規格Ａ４） 

基礎研修受講年度変更願（幼稚園・認定こども園） 

 

令和 年 月 日 

 

 

愛媛県教育委員会教育長 様 

 

 

園  名 ○○○立○○○園 

職  名 ○○ 

氏  名 ○○ ○○      

年  齢 ○○ 歳 

 

 

 

次のとおり、受講年度の変更をお願いいたします。 

 

 

記 

 

 研 修 名 受講希望年度 変更を希望する理由  

  

（具体的に記述してください。）
 

 

 

 

上記のことに相違ないことを確認し、提出いたします。 

令和  年  月  日 

 

○○○立○○○園 

 

園長  ○○ ○○  

 

基礎研修 

 

押印の必要は 

ありません。 

88



 

様式３ 欠席届の様式 （規格Ａ４） 

欠 席 届 

 

令和 年 月 日 

 

 

愛媛県教育委員会教育長  様 

 

 

学 校 名 ○○○立○○○学校 

職   名 ○○ 

氏   名 ○○ ○○      

 

 

 

私は、次のように欠席したいので、お届けいたします。 

 

 

記 

 

 研 修 名 欠 席 日 欠席する理由  

 

令和  年  月  日
 

(具体的に記述してください。)
 

 

 

 

上記のことに相違ないことを確認し、提出いたします。 

令和  年  月  日 

 

○○○立○○○学校 

 

校長  ○○ ○○  

  

課題別研修 

 

 

基礎研修 

 

専門研修 

押印の必要は 

ありません。 

89



    
 

様式４ 受講者変更届の様式 （規格Ａ４） 

受 講 者 変 更 届 

 

令和 年 月 日 

 

 

愛媛県教育委員会教育長 様 

 

 

 ○○○立○○○学校 

       校長 ○○ ○○   

 

 

 

次のとおり受講者を変更しましたので、お届けいたします。 

 

 

記 

 

研 修 名  

期   日 令和  年  月  日 

変更前受講者 

職・氏名 
 ○○  ○○ ○○ 

変更後受講者名 

職・氏名 
○○  ○○ ○○ 

変更する理由 （具体的に記述してください。） 

 

  

課題別研修 

 

 

専門研修 

押印の必要は 

ありません。 
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６　令和５年度研修講座年間予定表

４月
日 曜日 基礎研修・その他

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火  [幼新‐①]

19 水  [県初‐春①] [養新‐①] [栄新‐①]

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土  昭和の日

30 日

５月

日 曜日 基礎研修・その他

1 月

2 火

3 水  憲法記念日

4 木  みどりの日

5 金  こどもの日

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水  [県初‐特支春] 103 県教頭スクール

11 木 102 県校長スクール

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火  [小Ⅰ‐①] [中Ⅰ‐①] [県Ⅰ‐➀]

17 水 108 県・情報セキュリティ

18 木  [小初‐①] [中初‐①] [県2‐➀]

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火
 [小Ⅱ‐共通①] [中Ⅱ‐共通①] [県Ⅱ‐共通①] [養Ⅱ小‐共通①] [養Ⅱ中‐共通①]
[養Ⅱ県‐共通①] [栄Ⅱ小-共通①] [栄Ⅱ中-共通①] [栄Ⅱ県-共通①]

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

専門研修・課題別研修

専門研修・課題別研修

表記 初：初任研 新：新採研 ２：フォローアップ2年目

３：フォローアップ3年目 中堅：キャリアアップ（幼のみ）

Ⅰ：キャリアアップ研修Ⅰ Ⅱ：キャリアアップ研修Ⅱ

Ⅲ：キャリアアップ研修Ⅲ

（辞令交付）
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６月
日 曜日 基礎研修・その他

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水  [幼新‐②]

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火  [県Ⅰ‐②]

14 水  [県Ⅱ‐生徒指導] [養Ⅱ県‐生徒指導①] [栄Ⅱ県-生徒指導①]

15 木  [小初‐②] [中初‐②]

16 金  [中Ⅰ‐②]

17 土

18 日

19 月  [小Ⅰ‐②]

20 火  [中Ⅱ‐教科①]

21 水  [小Ⅱ‐生徒指導] [養Ⅱ小‐生徒指導①] [栄Ⅱ小-生徒指導①]

22 木 111 県理・生物 112 県理・地学

23 金 109 県理・物理 110 県理・化学

24 土

25 日

26 月

27 火  [県Ⅱ‐教科①]

28 水  [中Ⅱ‐生徒指導] [養Ⅱ中‐生徒指導①] [栄Ⅱ中-生徒指導①]

29 木  [小Ⅱ‐教科①] [県初‐特支夏（東・中）]

30 金  [県初‐特支夏（南）]

７月

日 曜日 基礎研修・その他

1 土

2 日

3 月
 [小Ⅲ‐共通] [中Ⅲ‐共通] [養Ⅲ小‐共通] [養Ⅲ中‐共通] [栄Ⅲ小-共
通] [栄Ⅲ中-共通]

4 火  [養新‐②] [養Ⅲ県‐共通] [栄新‐②] [栄Ⅲ県-共通]

5 水  [県初‐夏①]

6 木

7 金 208
社会・授業
づくり

217
県・数理
課題研究

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水 203 学習評価 215
中理・エネ
粒子

216
中理・生命
地球

13 木 221 小・体育

14 金 238 環境教育

15 土

16 日

17 月 海の日

18 火

19 水

20 木

21 金  [幼 中堅‐①] [県2‐②] [県Ⅱ‐共②] [養Ⅱ県‐共②] [栄Ⅱ県-共②]

22 土

23 日

24 月  [小初‐③A] [小Ⅱ‐共②1] [養Ⅱ小‐共②1] [栄Ⅱ小-共②1]

25 火  [小初‐③B] [小Ⅱ‐共②2] [養Ⅱ小‐共②2] [栄Ⅱ小-共②2]

26 水  [幼新‐③] 213 小理５年 249 iPad活用A 263
障がい特
性理解

271
養護・ス
テップ

27 木 214 小理６年 251
CBTシステ
ムA

262
特支・通常
学級支援

28 金  [中初‐③] [中Ⅱ‐共②] [養Ⅱ中‐共②] [栄Ⅱ中-共②] 244 県・情報Ⅰ

29 土

30 日

31 月  [幼 中堅‐専門] [小Ⅱ‐教科②] 259 幼・実技

専門研修・課題別研修

専門研修・課題別研修

表記 初：初任研 新：新採研 ２：フォローアップ2年目

３：フォローアップ3年目 中堅：キャリアアップ（幼のみ）

Ⅰ：キャリアアップ研修Ⅰ Ⅱ：キャリアアップ研修Ⅱ

Ⅲ：キャリアアップ研修Ⅲ
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８月
日 曜日 基礎研修・その他

1 火  [県初‐夏③] 201
小中県ミド
ル

2 水  [県初‐夏③] 254 いじめ防止

3 木  [県Ⅱ‐教科②] 101 小中校長・教
頭スクール 104 県校長･教頭マ

ネジメント 105
事務長ス
クール

4 金  [県Ⅱ‐教科③]

5 土

6 日

7 月  [幼 中堅‐専門] 211 小理３年 248
Google
活用A

261
幼・深い学
び

8 火  [小Ⅱ‐教科③] 268 特支・通級

9 水  [中Ⅱ‐教科②] 269
特支ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ①

10 木

11 金  山の日

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金  [幼 中堅‐専門] [中Ⅱ‐教科③] 260
幼・連携協
働

19 土

20 日

21 月  [小初‐④宿泊] 242
県・人権・
同和教育

22 火  [小初‐⑤宿泊] 250 動画編集A 264 特支・難聴 265 特支・病弱 266
特支・知的
障がい

267
特支・自閉
症

23 水  [幼新‐④宿泊] [中初‐④宿泊] [養新‐③宿泊] [栄新‐③宿泊] 241
小中・人権・
同和教育

24 木  [幼新‐④宿泊] [中初‐⑤宿泊] [養新‐③宿泊] [栄新‐③宿泊] 247
Microsoft
365活用A

25 金  [小Ⅰ‐③]

26 土

27 日

28 月  [中Ⅰ‐③]

29 火 212 小理４年 239
キャリア教
育

240 食育 246 ネット問題 270
特支・指導
計画

30 水 234
小中・学級
経営

237 防災教育 243
小・プログ
ラミングA

31 木

９月
日 曜日 基礎研修・その他

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火 107 専門道徳

13 水 107 専門道徳

14 木  [栄Ⅱ小-専門①] [栄Ⅱ中-専門①] [栄Ⅱ県-専門①]

15 金

16 土

17 日

18 月  敬老の日

19 火

20 水

21 木  [小初‐⑥] [中初‐⑥]

22 金

23 土  秋分の日

24 日

25 月

26 火

27 水  [県2‐③]

28 木  [幼新‐⑤]

29 金 222
中県・保健
体育

226 小・外国語

30 土

専門研修・課題別研修

専門研修・課題別研修

表記 初：初任研 新：新採研 ２：フォローアップ2年目

３：フォローアップ3年目 中堅：キャリアアップ（幼のみ）

Ⅰ：キャリアアップ研修Ⅰ Ⅱ：キャリアアップ研修Ⅱ

Ⅲ：キャリアアップ研修Ⅲ
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１０月
日 曜日 基礎研修・その他

1 日

2 月

3 火 225 県・家庭

4 水  [養新‐④] 227 小中・外国語 233 特別活動

5 木 253 著作権

6 金  [養2‐①] 205 県・国語 209 中・数学

7 土

8 日

9 月 スポーツの日

10 火 207
社会・地域素
材活用

11 水 228 中・英語 229 県・英語 250 動画編集B 210 県・数学

12 木 224
中・技・家（家
庭）

13 金 235
小中県・カリ
マネ

14 土

15 日

16 月

17 火  [栄新‐④] 249 iPad活用B

18 水  [栄2‐①] 256 不登校支援

19 木 218 小・生活 243
小・プログラミ
ングB

20 金 204 中・国語 106
専門員・主任校
務運営参画

21 土

22 日

23 月  [養Ⅱ小‐専門①] [養Ⅱ中‐専門①] [養Ⅱ県‐専門①]

24 火  [栄Ⅱ小-専門②] [栄Ⅱ中-専門②] [栄Ⅱ県-専門②]

25 水 247
Microsoft365
活用B

255
ｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄ

26 木

27 金 219 小・図工

28 土

29 日

30 月

31 火 206 学校図書館 232 小中・総合 248
Google
活用B

１１月
日 曜日 基礎研修・その他

1 水

2 木

3 金  文化の日

4 土

5 日

6 月

7 火 252
校務文書表
計

8 水  [県Ⅰ‐③]

9 木  [栄Ⅱ小-専門③] [栄Ⅱ中-専門③] [栄Ⅱ県-専門③]

10 金  [県2‐④]

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水  [県初‐秋] 258
教育相談スキ
ルアップ

16 木  [小Ⅰ‐④]

17 金  [中Ⅰ‐④] [養Ⅱ小‐専門②] [養Ⅱ中‐専門②] [養Ⅱ県‐専門②]

18 土

19 日

20 月

21 火 220 中・県　音楽

22 水 223
中・技・家（技
術）

257
生徒指導・連
携

23 木  勤労感謝の日

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火  [養Ⅱ小‐専門③] [養Ⅱ中‐専門③] [養Ⅱ県‐専門③]

29 水 236 日本語指導

30 木

専門研修・課題別研修

専門研修・課題別研修

表記 初：初任研 新：新採研 ２：フォローアップ2年目

３：フォローアップ3年目 中堅：キャリアアップ（幼のみ）

Ⅰ：キャリアアップ研修Ⅰ Ⅱ：キャリアアップ研修Ⅱ

Ⅲ：キャリアアップ研修Ⅲ
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１２月

日 曜日 基礎研修・その他

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水 251
CBTシス
テムB

7 木

8 金 272
養護・実
践力向上

273
栄養・実
践力向上

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火  [幼 中堅‐②] 269
特支ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ②

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

１月

日 曜日 基礎研修・その他

1 月  元旦

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月 成人の日

9 火

10 水

11 木

12 金 202
研修主任
校内研

13 土

14 日

15 月  [幼新‐⑥]

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

専門研修・課題別研修

専門研修・課題別研修

表記 初：初任研 新：新採研 ２：フォローアップ2年目

３：フォローアップ3年目 中堅：キャリアアップ（幼のみ）

Ⅰ：キャリアアップ研修Ⅰ Ⅱ：キャリアアップ研修Ⅱ

Ⅲ：キャリアアップ研修Ⅲ
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２月
日 曜日 基礎研修・その他

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火  [県初‐宿泊]

7 水  [県初‐宿泊]

8 木  [小初‐⑦]

9 金  [中初‐⑦]

10 土

11 日  建国記念の日

12 月  振替休日

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水 230
小中・道徳
考え議論

22 木

23 金  天皇誕生日

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

３月
日 曜日 基礎研修・その他

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木  春分の日

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

専門研修・課題別研修

専門研修・課題別研修

表記 初：初任研 新：新採研 ２：フォローアップ2年目

３：フォローアップ3年目 中堅：キャリアアップ（幼のみ）

Ⅰ：キャリアアップ研修Ⅰ Ⅱ：キャリアアップ研修Ⅱ

Ⅲ：キャリアアップ研修Ⅲ
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《バスを利用する場合》 

ＪＲ四国バス…久万高原方面行 

伊予鉄バス…砥部方面行 

     

 交 通 案 内 

ＪＲ松山駅 
松山
空港 

松山 
観光港 

《乗換》 
森松営業所 

下 原 町 

愛媛県総合教育センター 

ＪＲ四国
バス 

約 35 分 

伊予鉄バス 
路線番号 
15・18 
約 30 分 伊予鉄バス 

路線番号
15・18 
約 35 分 

徒歩 
15 分 

市内電車 
約 10 分 

伊予鉄バス 
(リムジンバス) 
約 25 分 

伊予鉄バス 
(リムジンバス) 
約 25 分 

予約制乗り合い 
タクシー 
約 10 分 

《自家用車を利用する場合》 

 左図の矢印に沿って進み、生涯学習

センターの東側下にある駐車場に駐車

してください。 

総合教育センターや生涯学習センタ

ーの構内には、特別の場合を除いて駐

車できません。 

７ 総 合 教 育 セ ン タ ー 案 内 

武道館 
坊っちゃん 

球場 

松山市駅(伊予鉄道) 
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本館６階

本館５階

ＥＶ

本館４階

ＥＶ

本館３階

ＥＶ

本館２階

ＥＶ

本館１階

ＥＶ WC

↑
玄関ロビー
別館１階へ

木工実習室

所長室 総務課
技術

資料室
電気実習室 機械実習室

倉庫

第１
会議室

第２
会議室

ＷＣ

ピロティ

金工実習室

理工・初等
理科実験室

暗室

化学実験室
化学

資料室

薬品庫１
生物

標本室 生物
資料室

生物
機器室

ＭＬ教室化学
器具

薬品室
薬品庫２ 生物飼育室

生物実験室

理工・
初等
理科

資料室

家庭
資料室

被服実習室
国語

資料室
第１

講義室

大講義室

ＷＣ

講師
控室

情報
教育

準備室
１

情報教育室
芸術
資料室

美術・書道
実習室

機械調整室 スタジオ

録音室

映写室

教科外
教育

資料室

化学
機器室

生活資
料室

↑
２階ロビー
別館２階へ ＷＣ

教科教育室

第２
講義室

地学実験室
地学

資料室

物理
機器室
１

物理
資料室

物理
機器室

２
食物実習室

社会・
地理
歴史
公民
資料室

算数
数学

資料室印刷室

岩石
研磨室

地学
標本室

地学
機器室

ＷＣ
物理実験室

研修室
（教材

　制作室）

ＷＣ

第５
講義室

フ
ィ

ル
ム
室

情報教育研修室

情
報
教
育

準
備
室
２

ＣＡＬＬ
教室

企画開発室
視聴覚センター

天体ドーム室

観測室

教育資料室

情報
教育

資料室
１

情報
教育

資料室
２

保健
体育
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愛媛県総合教育センター 所在地・連絡先

〒791-1136 愛媛県松山市上野町甲 650 番地 

Tel 

代表 総務課:089-963-3111 企画開発室:089-909-7420 情報教育室:089-909-7421 

教科教育室 :089-909-7422 教育相談室:089-909-7423  特別支援教育室:089-909-7424 

教職支援室 :089-909-7425  

ダイヤルイン :089-963-3113…内線番号が分かる場合は、音声案内の後、内線番号をダイ

ヤルしてください。

Fax  089-963-3146 
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